
  
    
      
    
  















































  
   本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

   


   本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

   また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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   「見よ、銀髪の姫よ。美しい街だ」

   　部屋の外を眺めながら、あの人は言った。

   　そこに広がるのは、この街の景色。でももう夜になっているから、建物なんてほとんど見えなくて、灯あかりがぽつぽつとあるのがわかるくらいだ。

   「美しくなんかないわ。夜はいつもこんな感じだもの。普通よ」

   　わたしがそう言うと、あの人はやさしく微笑ほほえんだ。

   「その普通が尊いのだ。想像してみよ、あの灯りのひとつひとつに人の営みがある。それはひとつとして同じものがなく、まったく別の物語が紡がれているのだ。奇跡のようだとは思わぬか？」

   「そうかしら？　どれも同じようなものじゃない？　みんな今から寝て、朝になったら起きて、昼は働いて、その合間に食事をするだけよ。特別なことなんて何も起きないわ。奇跡とか、そんな凄すごい言葉が当てはまるようなことはないと思うけど」

   「けれど、おまえはその街を守りたいと思っているのだろう？」

   　ぐっ、と言葉に詰まった。確かにその通りだけど、実は別に大した理由があってのことではない。そうしなければならないと、何となく感じているだけだ。

   「……王族としての義務みたいなものよ。わたしはこの街の人たちに、そんなに強い思い入れなんかないもの」

   　仲が良い人なんてほとんどいないし、良い思い出だってほとんどない。

   　改めて考えてみると、何でわたしが守らなくちゃいけないのだろう？

   　いっそ、滅んでしまっても良いんじゃないかとも思えてきた。

   「そうか？　なら、この街が、この国が魔物たちに侵略されている様を思い浮かべてみよ。おまえはそれに何も感じるところはないのか？」

   　言われて、街が襲われている光景を想像してみた。

   　建物が壊されたり燃えたりしていて、そんなに親しくないけど知っている人たちが魔物たちに殺されていく様を。

   　それにはやっぱり、もやもやしたものを感じた。少なくとも良い気分にはなれない。

   「まあ……確かに嫌なことだとは思うわよ。でも、やっぱり美しいとか、そんな綺き麗れいな言葉が出てくるほどじゃないわ」

   「それはまだおまえの生きてきた時間が短いからだな。時が経たてばわかるようになる。やはりあれは美しいものであったとな」

   「じゃあ、わたしよりも長く生きたあなたには、そんなに美しく見えるの？」

   　実はわたしにとって、それが一番の疑問だった。ただ綺麗ごとを言っているだけじゃないかと思えてしまうのだ。

   「見えるさ、おまえが守ろうとしているものだ。美しくないわけがない」

   　その返事は誤ご魔ま化かしのように思えて、やっぱり綺麗ごとを言っているだけな気がする。

   　けど、街を見るその目はやっぱり優しくて、わたしもついつい見慣れたはずの景色に見入ってしまった。

   　多分何の意味もない時間、無駄な会話。

   　でも何な故ぜか今でもこのときのことを思い出す。
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   （ようやく、ここまで来た）

   　その女は、霧に包まれた山の中腹に立っていた。

   　ひとりではない。侍女や側近、さらに護衛として十人ほどの騎士を従えている。

   　女は姫であった。この国では五指に入るほどの高い地位にある。

   　その姫であっても、この場所に来ることはそう簡単なことではなかった。

   　実際、供の者たちも「何な故ぜ、姫はここまでして……」と、当惑を隠せないでいる。だが、そんな反論を許さないほどに姫は力を持っていた。もし今の国王が亡くなれば、この姫が女王の座につくことになるほどに。

   　ただ、姫自身はそんな地位に興味はなかった。ここに来ることを目的として生きてきたのだから。

   　目の前に見えるのは山肌を削って造られた石造りの門。上部には王家の紋章が刻まれている。

   　姫の命によって、その門が今開かれようとしていた。

   　ここはこの国の王家の霊れい廟びようだった。

   


   　霊廟は洞窟だった場所を削って造られたもので、門の先には大きな空洞がぽっかりと広がっている。地下へと繋つながっているはずだが、今は深しん淵えんの闇しか見えない。

   　騎士たちが掲げる松明たいまつが暗闇を照らすと、ようやく通路が姿を現した。

   　その暗さ故に道行きが妙に長く感じられる。供をする者たちの表情は強こわ張ばっていた。これから姫が何をしようとしているのか、知っているが故に。

   　時間的にはそれほど長くないが、感覚的には永えい劫ごうのような道程を経へて到着した最奥の地下の広間。そこには歴代の王と王族たちの石棺が並んでいた。

   　霊廟の空気は冷たく、身体を蝕むしばむように寒い。

   　姫は手前にあった真新しい石棺を指さした。

   「開けよ」と。

   　騎士たちが思わず顔を見合わせる。事前に話は聞いていたのだが、本当に墓を暴くような真似まねをしていいのか躊躇ためらっているのだ。

   「開けよ」

   　繰り返される命令。次はない。この姫が手段を選ばずに権力を手中に収めたのは、誰もが知ることだ。従わなければ、地位も名誉も失うことになるだろう。

   　仕方なしに騎士たちが巨大な石棺の蓋に手をかけた。

   　ズッ、という石が擦れる音が広間に響く。

   　侍女たちが思わず顔を背けた。

   　ただ、姫だけが石棺のほうを凝視し続けている。

   　やがて、石の蓋は完全に外され、松明によって中の様子が照らされた。

   　そこには当然のように遺体が安置されている。霊廟の冷気と埋葬された時にかけられた特殊な魔法によって腐敗はなく、生前の面影を完全に残していた。

   　遺体を一いち瞥べつした姫は無感情につぶやいた。

   「やはり」と。

   　供に連れてきた者たちは驚きが隠せなかった。

   「何故、この者が……」と。

   


   　　　　※　※　※

   


   　王国では慰霊祭が開催されていた。

   　魔王軍との戦いで死んでいった者たちを追悼するためのものである。

   　実は魔王が討伐されてから慰霊祭が開催されるのは、今回が初めてである。

   　これは勇者が帰還したことが大きい。王国としては勇者を最大限に利用し、内外にその存在を知らしめることで、王国こそ世界の盟主であると喧けん伝でんしたい思惑があった。

   　故に慰霊祭といっても、しめやかなものではなく、各国の使節団を招き入れた大々的な祭りのような様相を呈している。

   　見物客は王国内だけでなく他国からも来ており、慰霊祭ではあるものの、人々の表情は明るい。ただ、それは決して死者を忘れたためではなく、ようやく訪れた平和を心から享受していたからだった。

   　栗くり毛げ色いろの少し跳ねた髪をした青年が、その街並みの中をにこやかに歩いていた。

   　ザックである。よく観察すれば鍛え抜かれた身体をしているのだが、誰もそれに気づくことはなく、彼が勇者であることを見抜く者はいない。それほど凡庸な見た目をしていた。

   「賑にぎやかだな」

   　誰に言うでもなく、ザックはつぶやいた。

   　彼は王国の重要人物ではあるが、正式な役職に就くことはなく、今は浮いた存在となっている。ザック自身がそういう立場であることを望んでいたし、王妃や姫も「せめて王位に就くまでは」と彼が自由の身でいることを後押ししていた。

   　ザックは街の喧騒が好きだった。街に灯ともっている明かりが好きだった。

   　行方をくらましている間、ザックは廃はい墟きよのようになっていた街が復興を遂げる様を見るのが好きで、そこにいるだけで活気を分け与えてもらえるような気がした。

   　ここ王都も、戦争の直接的な被害を受けていたわけではないが、それでも自分が旅立つ前は、もっと重苦しい雰囲気に包まれていたことを覚えている。

   　ザックは適当な屋台を見つくろうと、そこで花と蝋ろう燭そくを購入した。

   　慰霊の割には派手な色合いの蝋燭に思わず苦笑してしまったが、彼はそれを持って街の中の古い教会に入った。今日はどこの教会も賑わっているのだが、ここは人がそれほど多くなく、ゆっくり祈るには適当な場所といえた。

   　中央の祭壇に花を捧ささげ、燭しよく台だいに蝋燭を立てて火を灯し、両手を組んで静かに祈りを捧げる。死んでいった者たちの顔を思い浮かべて。

   　マリカの戦いで亡くなった両親、志半ばで倒れたアレス、ロゾロフ大森林で死んでいった学院の同級生たち。そして……。

   　──そこでザックは視線に気づいた。

   　正確にいえば、もっと前から気付いていたのだが、自分のことを勇者だと気付いた人間のものかと思っていた。

   　しかし、それにしては視線は冷ややかで射すくめるようなものであった。

   　殺意は感じられない。

   　ザックはもう一度目を閉じて、ゆっくり時間をかけて死者たちに祈りを捧げると、すっと立って後ろを振り返った。切り抜けてきた修羅場は数知れず、自分を見つめる視線の持ち主を特定するのは容易だった。

   　その人物は教会の扉の近くに身を隠すこともなく立っており、やはりじっとザックを見ていた。

   　黒いヴェールを被った銀髪の若い女性。そのたたずまいは市井の人間にしては、いささか気品があるように思えた。例えるなら、王女アレクシアに通じるものを感じる。

   　そして、彼女の美しい銀髪に記憶がくすぐられた。

   　ザックが近づくと、銀髪の女性は教会を出て、消え入るように街の路地裏に入っていった。迷うことなく後に続く。

   


   　路地を少し入ったところで、女性はザックを待っていた。

   　そして、黒いヴェールをそっと外した。

   　象牙のように美しく白い肌に、薄く蒼あおい瞳。整いすぎてやや冷淡に感じる顔。

   「……エレナ姫？」

   　ザックはその顔に覚えがあった。

   　魔王討伐の旅の最初に立ち寄ったリュドニア国。そこで出会った王族のひとり、エレナ姫である。あのときはまだ少女の面影を残していたが、十年近く経った今ではすっかり大人びていた。

   [image: ]

   「大きくなられましたね。リュドニアの使節団と共に慰霊祭にいらしたのですか？」

   　ザックはやや硬い笑顔で話しかけた。

   「そうです、アレス──いえ、ザックでしたね。ただ、わたしの目的は慰霊祭に参加することではありません」

   　冷たさを感じるその言葉に、ザックの顔に陰りがさした。

   「あなたに聞きたいことがあったから王国に来たのです、ザック。

   


   　リュドニアの勇者を殺したのはあなたですか、と」

   


   　エレナの糾弾の言葉に、ザックは動揺することはなかった。ただ、心にかすかな痛みを覚えた。

   　リュドニアの勇者といえば、エレナの兄であるカルロス王子のことに他ならない。

   　魔王軍を相手に奮戦していた知勇兼備の英雄。そして、ザックが先ほどまで祈りを捧げていた死者のひとりが、そのカルロスであった。

   　ザックたちの旅の始まりで出会った、忘れられない人物でもある。

   　聞こえてくる街の喧騒が、はるか遠くのもののように思えた。

   　エレナの表情を窺うかがいながら、ザックは言葉を選んだ。

   「エレナ姫、何故そのように思われるのですか？　カルロス王子を殺したのは恐るべき魔物シェイプシフター。あなたもそれはご存じのはず」

   　シェイプシフターを巡るリュドニア国の事件。それはザックにとって忘れられない出来事だった。

   　その脳裏に浮かぶのは、勇者としての旅の始まり──。
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   　国王陛下から正式に勇者と認められ、旅の準備も整った僕らは、馬車に揺られながらソロンの提案したルートを進んでいた。

   「わざわざ危険な道を通ることはない。なるべく楽をするべきだ。どうせ苦労は向こうから勝手にやってくるんだからな」

   　ソロンはそう言って、あらかじめ検討していた道を地図で指し示した。

   　そこでまず最初に目指したのが、北のリュドニア国だった。リュドニアは領内に引き籠もって侵攻してくる魔王軍と戦っており、幾度となく防衛に成功している。確かに魔物や魔人に襲われる心配が少なそうな国だった。

   　レオンは、

   「勇者の一行なのだから、魔物を倒し、民を助け、名を高めつつ進むべきだ」

   　と不満げだったが、僕はそこまで上手うまくやれる自信がなかった。

   　マリアは、

   「どの道を選択しても、アレスの道行きには神のご加護があるでしょう」

   　と微笑ほほえんでいた。ただマリアの言う「神のご加護」があまり当てにならないことを、僕は身をもって知っている。慎重に進むに越したことはない。

   


   　旅は順調だった。ソロンの予想通り、魔物と遭遇することもなければ、魔人の待ち伏せに遭うこともない。ただ、馬車の中の雰囲気はそれほど良くはなかった。

   「いいか、馬鹿正直に『勇者一行だ』なんて名乗る必要はないからな？　身分を聞かれたら、『冒険者だ』とでも言っておけ。魔人たちがどこに網を張っているかわかったものではないからな。人間側に内通者がいることを前提で行動しろ。過去の魔王との戦いにおいて、魔物側に寝返った人間の例はいくらでもあるんだ。

   　そうでなくても、リュドニアは王国に対抗意識を持っている国。王国の勇者に悪意を持つリュドニアの人間だっているかもしれん。せっかく魔王を打倒してやろうっていうのにな。だが、人間なんて合理よりも感情を優先させるものだ」

   　ソロンが口を酸っぱくして、みんなに注意を促す。

   「ソロンよ、人を信じずして、どうやって世界を救うつもりだ？　確かに過去には人間の裏切者がいたかもしれない。だが、それは人を信じない理由にはならんぞ？　行く先々で人々の協力を得て、助けを得て、初めて魔王討伐は成功するのだ。それも今までの歴史が証明していることだぞ？」

   　レオンが軽く頭を横に振って、ソロンの言葉を否定した。

   　確かに勇者の英えい雄ゆう譚たんには、名もなき人々の助力を得て、魔物を倒す勇者たちの逸話が多い。レオンの言うことにも一理ある。

   「レオン。心ないことを言わないでください。ソロンは自分の両親以外に誰も信じることができない、苦難の人生を歩んできたのです。『人を信じる』などという当たり前の選択肢は、友人のいない──いえ、孤独だったソロンには最初から存在しなかったのです。レオンの物言いはあまりにも残酷というもの……」

   　マリアは目を伏せて、悲し気に語った。

   　……いや、君が言っていることのほうが、よっぽど残酷だと思うよ？

   「そっ、そうなのか？　すまない、ソロン。俺という男はおまえのこともロクに知らずに勝手なことばかり言って……」

   　マリアの言葉を真に受けたレオンは、素直に謝罪を口にした。

   「おまえらなぁっ……」

   　ソロンが怒りに震えている。

   　僕はというと、御者台から馬車の中の様子を窺うかがいつつ、街道を進んでいた。

   　他に御者をやれる人間がいないからだ。馬にほとんど乗ったことがないというソロンとマリアはともかく、レオンだったらできそうなものだけど、御者というものは身分が低い人間がやることだと思っているのか、自分からやろうとは言ってくれなかった。
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   　　　　※　※　※

   


   　旅を続けながら、今後のことについてソロンが話をし、レオンが反論し、マリアがまぜっ返すという不毛な状態が続き、そのままリュドニアに到着してしまった。

   　最後はソロンの意見を僕が推したこともあって、結局、冒険者を名乗ることになった。

   　魔人を甘く見てはいけない。彼らはどこにでも現れる。ロゾロフ大森林の中にも、あの山の中にだって。僕は魔王を倒すまでは死ぬわけにはいかない。

   　幸い、リュドニアは魔物と戦う冒険者を募っていたため、僕らが冒険者を名乗っていることを不審に思う人は誰もおらず、街にもすんなり入ることができた。

   


   「俺たちには実戦経験が足りていない」

   　街の宿の食堂で久しぶりに落ち着いた食事を取っていると、ソロンがいつものように話を切り出してきた。

   　年季の入った丸い木のテーブルの上には、水の入ったコップとパンといくつかの料理が並んでいる。それを四人で囲んでいるのだが、どうしてもレオンとマリアが目立つので周囲の視線を集めていた。でも、僕以外の三人は気にした風でもない。まるで宮廷料理でも食べているかのように悠然としている。

   「実戦経験？　そんなものは、これからいくらでも機会があるはずだ。ロゾロフ大森林では魔人に後れを取ったが、落ち着いて力を発揮すれば俺たちが負けることはそうそうない。俺の剣の腕とおまえの魔法の力、マリアの癒いやし、そして、アレスの勇気があれば大抵のことは乗り越えていける」

   　やはりレオンがソロンに反論した。ただ、レオンの言っていることも間違ってはいない。剣聖の称号を持つだけあって、レオンの強さはかなりのものだ。彼が剣の戦いで負ける姿は想像もつかない。それはソロンとマリアにも同じことが言えた。

   「勇気と蛮勇を取り違えるな、レオン。命はひとつしかない。いくら慎重になっても、なりすぎることはない。おまえがどんなに強くてもマリアがやられてしまえば傷を癒やすことができなくなる。傷は積み重なることで、いずれは致命傷に至るだろうさ。俺がやられたって同じことだ。魔法に対処する術がなくなる。そうなれば接近戦には強くても、距離を取られて攻撃されたらおしまいだ。俺たちだって、おまえがいなくなったら前衛で戦うヤツがいなくなって死ぬ。アレスひとりでは到底足りないからな。だから、連携をとって集団として強くならなければならないんだよ、少しは理解しろ」

   　ソロンが諭すように喋しやべった。頭を使えと言わんばかりに、人差し指を額に当てながら。

   「神のご加護があるわたしが、あなたたちより先に倒れることはないと思いますけど？」

   　水を口にしながら、皮肉っぽく告げるマリア。彼女はソロンを下に見ているところがあって、あまり素直に意見を入れることはない。

   「俺が言いたいのは、そういうことじゃない！」

   　ソロンも言っていることは正しいのだけど、余裕がなくて、すぐに感情を露あらわにしてしまうところがあった。会話をすることに慣れていないというか、多分、人付き合いをおろそかにしてきた弊害なのだろう。

   「ちょっと話を聞いてくれ」

   　収拾がつかなくなるかもしれないので、僕は止めに入った。

   「みんなの言っていることは、それぞれ正しいと思う。レオンの言う通り、個人としてなら君たちは強い。マリアの言う通り、神の加護も期待できるかもしれない。ただ、仲間同士の連携を確認していくという意味でも、ソロンの提案は悪くないと思うんだ」

   「おまえが言うなら、そうなのだろうな」

   　レオンはあっさりと引き下がってくれた。

   「仕方ありませんね、わたしの勇者様が言うのですから」

   　マリアが薄気味悪いくらい優しく微笑んだ。

   「ふん、やはりな。アレスは俺のことをもっとも理解している。俺もアレスであれば、そう言ってくれると思っていた。おまえたちと俺とでは、アレスとの心の距離というものが違うのだよ」

   　ソロンが得意げに言った。途端にレオンとマリアの機嫌が目に見えて悪くなっていき、僕が慌ててフォローに入ることになった。

   　様々な案を出してくれるソロンはとても頼りになるのだけれど、妙に僕との間柄を強調するので他のふたりと軋あつ轢れきが絶えない。そのせいで、せっかくソロンが良い提案をしてくれても、レオンとマリアがすんなり受け入れてくれないことが多かった。

   　そういうところも、なかなか難しい。

   　ともかく、ソロンの提案を受けて、僕らは冒険者としてリュドニアで実戦経験を積むことになった。

   　ソロン曰いわく、

   「リュドニアは比較的安全な国だが、それでも王国ほどではない。王都はともかくとして、その領内では魔物たちが活発に動いているそうだ。国境で魔王軍の侵入を阻んでいるにもかかわらずな。ただ、魔物の数自体はそう多くないらしいから、俺たちが経験を積むにはちょうど良いだろう」

   　とのことだった。
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   　冒険者に資格は必要ない。言ってしまえば日雇いの労働者のようなものだ。名乗ってしまえば、誰でも簡単に冒険者になれる。後は冒険者向けの依頼を出しているところ──主に酒場なんだけど──に行って、依頼を受けてしまえば良い。

   　そんなわけで僕らは冒険者を名乗って、魔物退治の依頼を引き受けながらリュドニア領内を移動していた。ソロンの予想通り、魔物たちはそこまで強くはなく、実戦経験を積むにはちょうど良い相手だった。問題もしっかり浮き彫りとなった。

   　そして、一番の問題だったのがソロンである。

   　戦いの最中、ソロンが、

   「レオン！　突出しすぎるな！　猪いのしし程度の知能しかないのか！　ゴブリンだって、もっとマシな動きをするぞ！」

   「マリア！　とっとと回復しろ！　傷がなくても疲労が蓄積すれば動きは鈍る！　その程度のことも神は教えてくれないのか？　役に立たない神託だな！」

   　といった感じで指示を出せば出すほど、レオンたちは意固地になって、かえって連携が悪くなっていったのだ。

   　ソロンは頭の回転が速く、指示も素早くて的確なのだけれど、相手に対する思いやりが欠片かけらもなかった。本来的には僕が指示を出すべきなんだけど、魔物たちとの戦いに一番手間取っていたので余裕があまりなかった。

   


   　次に問題だったのがレオンだ。元々高い実力を持っていたので、実戦に慣れれば慣れるほど、戦い方が傲慢になっていった。ロゾロフ大森林の戦いのときは、初の実戦で思うように力が発揮できなかったみたいだけど、今は「自分が負けるはずがない」という絶対の自信をもって、ひとりでどんどん突き進んでしまう。

   　いくら僕が「危険だ！」と言っても、「問題ない」と聞く耳を持ってくれない。

   「守るのは時間の無駄だ。俺が攻め入って、魔物たちを倒すことがもっとも効果的だ」

   　というレオンの主張には正しさはあるものの、毎回単独行動をしているようなもので、仲間として連携がとれているとは言いい難がたかった。

   


   　そして、マリア。彼女は僕の傷は積極的に癒いやしてくれるのだけれど、レオンとソロンには無関心だった。言えば回復はしてくれる。でも、自分からは積極的に回復魔法を使おうとはしない。そのことをマリアに尋ねると、

   「わたしにも好き嫌いがありますので」

   　とにっこり微笑ほほえまれた。聖女とは思えない発言だ。

   　どうやったら改善できるのか見当もつかない。

   


   　一応、当初の計画通り、僕らは少しずつ引き受ける依頼の難易度を上げていっていた。

   　数匹のゴブリンから始まり、徐々に相手にする魔物の数を増やし、強い力を持った魔物たちとも戦うようになっていった。

   　ただ、計画を立てたソロン自身が幾分投げやりになっていた。

   「個々の力が発揮できるようになっただけで、連携が上手うまくいっているわけではない。ひょっとしたら、俺たちに一番欠けているのは協調性かもしれないな。俺も人のことを言えた義理ではないかもしれないが……」

   　そう言って、困ったように頭を乱暴にかいた。

   　あまりにも僕の仲間たちは強すぎたのだ。そのせいで、戦いの場で協力する必要が感じられないのかもしれない。しかも、それでうまくいってしまっているせいで、実戦における緊張感は徐々に失われつつあった。

   「不味まずい」と僕は感じていた。

   　このままでは、いつか取り返しのつかないことになってしまうかもしれない。

   　──大切なものを失った、あのときのように──。

   　でも、どうすれば良いのかわからなかった。

   　みんな、僕の話に耳を傾けてくれるのだけれど、僕が一番弱いのは間違いなくて、そのことに引け目を感じて、思い切ったことが言えずにいた。

   　そして、綻びが露呈することになる。

   


   　　　　※　※　※

   


   　冒険者として実績を積んだ僕らは、行く先々で魔物を退治するので歓迎されるようになった。リュドニアでは最近になって魔物がよく出没するようになったため、冒険者の手が足りていなかったようだ。ただ、有名になって顔が知られるのも考えものなので、そろそろリュドニアから出ようかという話にもなっていた。その矢先、国境近くの街でひとつの依頼を受けた。

   「街の周辺に出没するようになった魔物たちを退治してほしい」というよくある依頼。

   　言われた通りの場所に行ってみると、言われた通りのゴブリンの集団がいて、ちょっと拍子抜けしたくらいだ。ゴブリンは人間の子供くらいの大きさの魔物で、一匹一匹は強くないんだけど集団戦を得意としている。とはいえ、僕らが負けるような相手ではない。

   　しかし、ソロンが首をかしげた。

   「妙だな。簡単すぎる」

   　順調にゴブリンたちを見つけたことに、かえって引っかかりを覚えたようだった。

   　確かに、こんなにすんなり進む依頼も珍しい。

   「罠わなだとでも？」

   　レオンが眉を顰ひそめる。

   「かもしれん。とにかく警戒することだ」

   「ふん」

   　小馬鹿にするようにレオンは鼻を鳴らした。

   「ゴブリン如ごときの浅知恵で罠を張っていると？　待ち伏せか？　挟み撃ちか？　面白い。ならばその罠ごと喰くい破やぶってやろうじゃないか」

   　そう言うと、レオンは背中から大剣を抜いて魔物たちに向かって進んでいった。

   　僕は周囲を警戒した。罠だったら、狙われるのは僕たちのほうかもしれないからだ。

   「良くないですね」

   　そう告げたマリアの表情がわずかに曇っている。

   「囲まれているようです。それもかなりの数に」

   「どこに？」「敵だ！」

   　僕の声とソロンの声が重なる。ソロンも魔法で周辺を探知していたらしい。ただ、何な故ぜかマリアが一番早く察知した。神のお告げってヤツだろうか？

   　けれどそんなことを考える暇もなく、周囲から魔物たちの群れがいくつも姿を現した。ゴブリンのような弱いヤツだけじゃない。ゴブリンの上位種で人間よりも体格の良いホブゴブリン、そのホブゴブリンよりも更に大きく、角があって怪力を誇るオーガといった強力な魔物もいた。

   「あの動き、訓練されているものだな。恐らく魔王軍に属している連中だ」

   　ソロンの言葉通り、新たに出現した敵は野生の魔物特有の雑な動きがなく、秩序だった動きをしている。

   　既にレオンは、最初に見つけたゴブリンたちと戦いを始めていた。

   　剣聖ならではの舞いでも踊るかのように華麗な剣技で、次々と敵を斬り伏せている。それは人を魅了するような戦い方だったが、動きが大きい。

   　周囲から魔物が集まりつつあるので、いくらレオンが強くても、あれでは体力的に持たないだろう。このままでは危険だった。

   　けれど、救援に行こうにも僕たちも囲まれている。

   「馬鹿な剣聖を切り離して各個撃破する策か。確かに効果的だな！」

   　そう言いながらもソロンは炎の魔法を唱えて、固まって迫ってきた魔物の一団を消し炭に変えた。しかし、魔物たちはひるまない。圧倒的に数で優まさっているからだ。

   　嫌な汗が背中を伝う。

   「マリアは僕の後ろに！　ソロンは援護を！」

   　僕は向かってくる敵に剣と盾を構えた。

   「ええ、喜んで。アレスの傷ならどんなものでも癒やしてみせましょう」

   　後ろからかけられたマリアの声は、何故か嬉うれしそうだった。

   「ちっ、レオンがひとりで突出するから、この有様だ」

   　ソロンは舌打ちしつつも、すぐに次の呪文を唱え始めた。

   　僕は大きく剣を振るって、敵を引き付けた。盾を使って魔物たちを押し返し、一匹一匹着実に傷を負わせていく。

   　さらに持っていた油の瓶を投げつけて、用意していた火の呪文で引火させることで包囲の一部を崩した。僕の魔法は弱いけど、それでも使いようはある。

   


   　多勢に無勢、でも僕らは踏ん張っていた。レオンさえ戻ってくれば何とかなると信じて。

   　──だけど、レオンは戻ってこなかった。魔物の群れに完全に呑のみ込こまれていて、今はその姿すら確認できない。

   　こんなことなら、もっと強く言っておくべきだったと後悔が頭をよぎる。

   　でも、そんなことを考えている場合でもなかった。ソロンが魔法を唱えている間に、魔物たちが距離を詰めてきている。

   　強力な魔法は敵に大きな損害を与えられるけど、その分、詠唱が長くなって隙ができる。僕ひとりで接近する魔物たちの相手をするにも、限界が近づいてきていた。

   　このままだと、ソロンかマリアに敵の刃が届いてしまう。

   　そんな焦燥感に囚とらわれながら戦っていると、僕の動きもおかしくなってきて、次第に受ける傷も増えてきた。

   （どうしよう、どうしよう……）

   　水中に沈んだみたいに身体が重たくなってきた。

   （マリアはちゃんと回復してくれているのだろうか？）

   　そんな仲間への疑念が一瞬頭をかすめて、すぐに振り払った。

   　肉体的にも精神的にも限界が近くなっている。

   　意識がぼんやりとしていく中、遠くから馬のいななきが聞こえた。
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   　現れたのは馬に跨またがった三十人程の騎士たち。そのほとんどが揃そろいの銀の鎧よろいを着ているが、先頭の騎士だけは黒い鎧を纏まとっていた。

   　その黒い騎士が手を前にかざすと、火の球が出現した。

   （騎士なのに魔法が使えるのか？）

   　僕の驚きをよそに、放たれた火の球は一撃でゴブリンの集団を壊滅させた。

   　凄すさまじい威力だ。さすがにソロンには及ばないけど、僕の魔法なんかよりはずっと強い。

   　さらに黒い騎士は剣を抜き放って、すれ違いざまにホブゴブリンをひと振りで仕留めてみせた。馬上にもかかわらず鮮やかな剣の腕。

   　残りの騎士たちも次々と魔物たちと戦い始めている。その実力はなかなかのもので、全員が手て練だれであることがわかった。

   「……あの連中、戦いに慣れているな。リュドニアの騎士団か？」

   　荒い息でソロンが呟つぶやいた。さっきまで立て続けに強力な呪文を唱えていたせいで、疲れ切っていたのだろう。

   　危ないところだった。騎士たちが来てくれたおかげで本当に助かった。

   　精強なること、音に聞こえたリュドニア騎士団。

   　その勇名は近隣諸国に響き渡っている。

   「大丈夫ですか、アレス？　怪け我がはありませんか？」

   　マリアが僕の身体に優しく触れながら、丁寧に傷の有無を確認していた。

   「大丈夫だよ、マリア。回復魔法ならレオンを先に」

   　そう言って僕が指さした先には、ようやく魔物たちの包囲を切り抜け、全身傷だらけになりながら戻ってくる剣聖の姿があった。

   「レオンはしばらく痛い思いをしたほうがいいのでは？　勝手に先走って、わたしたちを危険な目に遭わせたのですから」

   　マリアの言葉は辛辣だった。確かに、今回のレオンの行動は褒められたものではない。

   「頼むよ、マリア。レオンにはちゃんと言うからさ」

   　僕が頼み込むと、マリアは渋々とレオンに向かって回復魔法を唱え始めた。

   　レオンも自分の失態には自覚があったようで、神妙な面持ちで魔法を受け入れ、挽ばん回かいするかのように大剣を振るって戦い続けている。

   　失敗はしたものの、それでもレオンはどのリュドニアの騎士よりも強かった。

   


   　リュドニア騎士団が魔物たちを半数ほど仕留めると、残りは方々に散って逃げていった。騎士たちの多くはその後を追った。

   　領内に魔物を一匹も残しておきたくないのだろう。一方、隊長格であると思われる黒い騎士は、ふたりの騎士を伴って僕たちのところへ近寄ってきた。

   「あの数の魔物を相手に、たった四人でよく頑張ったではないか」

   　馬上の黒い騎士が兜かぶとを外して、その素顔を露あらわにした。

   　銀髪に蒼あおい目、精せい悍かんで快活な表情。ひと目見ればわかる、英雄の相だ。見たところ歳としは僕たちより少し上なのだろうが、ひと回りは違いそうな貫かん禄ろくを感じさせる。

   「ありがとうございます、おかげで助かりました」

   　すぐに僕はお礼を言った。ソロンやマリアが変なことを言い出す前に。

   「なに、領内から魔物を追い払うのは、本来、俺たち騎士団の役目だ。礼を言うのはこちらのほうさ」

   　黒い騎士の印象は明らかに身分の高い人のものだけど、気安く話しかけてくれたので、親しみやすさも感じさせる。ただ、供をしているふたりの騎士は、値踏みするような目で抜かりなく僕たちの様子を窺うかがっていた。

   「おまえたちは冒険者……いや、ひょっとして王国の勇者一行か？」

   　その言葉にレオンが剣を、ソロンが杖つえを握りなおした。万が一のことが頭をよぎったのだろう。供のふたりの騎士も剣を構えようとしたが、黒い騎士がそれを手で制した。

   「そう緊張するでない。別に王国の勇者に対して、どうこうしようという気はない。魔王を倒してくれるというなら、どこの国の者でも大歓迎だ」

   　黒い騎士は朗らかに笑った。

   「魔王を倒せるのは、リュドニアの勇者である殿下以外にあり得ません。このような者たちに、できるはずがないではありませんか！」

   　供の騎士のひとりが兜を外して、熱っぽく訴えかけた。金髪碧へき眼がん、黒い騎士よりは若く、僕らと同じくらいの年齢だろうか。

   　ただ、その表情には、昔のレオンのような貴族特有の高慢さが垣かい間ま見みえた。

   「リュドニアの勇者？　もしや、カルロス王子であらせられるか？」

   　その言葉を聞いて、レオンが慌てて跪ひざまずいた。

   　リュドニアの勇者カルロス。その名は僕も聞いたことがある。剣と魔法に優れた王子。魔王軍との戦いでも数々の戦功を上げているという。

   　僕もレオンに倣って跪き、目線でソロンとマリアにも促す。

   　ソロンは面倒くさそうに、マリアは優雅な佇たたずまいで跪いてくれた。

   「よいよい、他国の者に礼など求めぬ」

   　カルロス王子は鷹おう揚ように僕たちに立つように促した。

   　すると、ソロンが真っ先に立ち上がった。

   「カルロス王子、我々は冒険者として魔物の討伐に来たのですが、先ほどの魔物の集団は明らかに魔王軍でした。リュドニアは国境を突破されたので？」

   「そんなわけがあるか！」

   　金髪の騎士が不機嫌そうに言った。

   「殿下率いるリュドニア軍は精強無比をもってなる！　魔王軍になど後れを取るはずがなかろう！」

   「なら、先ほどの魔物の群れは？　明らかに訓練されたものだった。ゴブリンのような小物だけでなく、オーガやホブゴブリンが交じり、囮おとりを使った伏兵まで仕掛けてきた。あれが魔王軍でなく、魔物たちが自発的に始めたことだとしたら、それこそ人の未来は絶望的だが？」

   　ソロンは臆するどころか、皮肉交じりに応じた。

   　その指摘に金髪の騎士はやや怯ひるんだが、もうひとりの騎士が兜を外して話し始めた。

   「いや、あれはおまえの言う通り魔王軍だ。だが、フェリプの言ったことも間違いではない。国境の戦いではリュドニア軍が優勢だ」

   　こちらの騎士はカルロス王子と同じく、銀髪で蒼い目をしていた。王子の血縁の者なのかもしれない。多分、年齢も王子と同じくらいで、やや冷めた顔立ちで落ち着いた雰囲気がある。フェリプというのは、金髪の騎士のことを言っているのだろう。

   「では何な故ぜ魔王軍がリュドニアの領内に？」

   　冷や冷やするくらいソロンは率直に話を続ける。

   「裏切者がいる。そやつが魔王軍を引き込んでおるのだ」

   　答えたのはカルロス王子だった。

   「殿下」

   　銀髪の騎士が眉を顰ひそめる。

   「かまわん、エリオット。そこの魔法使いならお見通しだろうさ。はぐらかしたところで何も始まらん。なら、腹を割って話したほうが有意義というものだ」

   　カルロス王子は人好きのする笑みを浮かべた。顔立ちも整っているし、男らしくて恰かつ好こう良い人だ。女性から見てどうなのだろうと、そっとマリアの様子を窺ったが、彼女は何故かひどく険しい顔をしている。

   「陛下がそう仰せになるのであれば……」

   　エリオットと呼ばれた騎士は素直に従った。

   「人間側に内通者がいるのは俺の予想通りだが、これほど大規模なものは想定していなかった。一体、何が目的だ？　後方攪かく乱らん？　それにしたって、何故俺たちを狙った？　ただの冒険者を狙うことに何の意味が……」

   　ソロンの言葉は独り言のようなものであり、段々と声が小さくなっていった。

   「いや、待てよ！」

   　その声が突然大きくなった。

   「何故、俺たちが勇者一行だとわかった？　王国の連中にも秘密にしていたはずだが？」

   　もはや礼儀もへったくれもない。フェリプとエリオット、それにレオンも嫌な顔をしている。ただ、カルロス王子は気にしていないようだ。

   「リュドニアとて、平時ほどではなくとも王国の動向には気を払っておる。新たな勇者が決まったとなれば、その行き先は気になるものだ。出立した日時も、進路も秘していたようだが、そのことから今代の勇者は慎重であることがわかる。ならば、国内が比較的安定しているリュドニア経路のルートを使う可能性は高かろう。それに、あの数の魔物たちを相手に互角に戦える強さ。普通の冒険者では無理だ。なら、自おのずと答えは狭まってくる。なるほど、剣聖レオンに聖女マリア、大賢者ソロンか。噂うわさ通りの英傑らしいな」

   　カルロス王子はレオンたちに目を向けた後、僕と視線を合わせた。

   「それで、おまえが勇者なのか？」

   　先ほどまでの笑みは消きえ失うせ、カルロス王子の顔は鋭いものとなった。

   「王国の勇者アレスよ。おまえは自分が真の勇者だと胸を張って言えるのか？」
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   「どうだろう？　僕はそんなに自信がなくて」

   　思わず取り繕わない言葉が出てしまった。フェリプとエリオットに睨にらまれて、「しまった」と思ったけど、言ってしまったものは仕方がない。

   「どういうことだ？　おまえは自分のことを勇者だと思っていないのか？」

   「そう認めてもらっています。もちろん、魔王も倒すつもりです。でも……」

   「でも？」

   　訝いぶかし気げな顔をするカルロス王子。

   「僕は自分が完璧な勇者だなんて、一度も思ったことがないんです。剣も魔法も才能がなくて、仲間たちのほうが強いくらいで」

   「ならば、何な故ぜ勇者を名乗る？」

   「それでも勇者になりたいから……諦めるわけにはいかないからです。完璧じゃなくても前に進むことはできます。踏み出すことはできるんですよ」

   　できない、と思って諦めてしまっていたら、僕にできることなんて何もなくなってしまう。それはとても恐ろしいことだった。自分は何者にもなれないと、勝手に思い込んでしまうことが。

   「そうか……」

   　何故か王子の硬い表情が緩んだ。

   「それに本心を言えば、誰が勇者になっても良いと思っています。魔王を倒した人こそが勇者なんですよ。それは僕じゃなくても良い。そのほうが楽ができますからね」

   　言葉にしてしまってから、つい笑ってしまった。

   　勇者となって魔王を倒すという決意に変わりはない。人に委ねるつもりもなければ、そのための努力を怠るつもりもない。

   　それは僕がやらなければならないことだからだ。

   　──でも、誰かがやってくれるのなら、ホッとしてしまうだろう。それもまぎれもない事実だ。

   「ほう、では俺が魔王を討伐しても構わないと？」

   　カルロス王子が口元に笑みを浮かべた。

   「ええ、構いませんよ。でも、だからといって、僕たちが旅を止めることもありません。誰かが魔王を倒すまでは旅を続けます。勇者を目指す人の数は、多いに越したことはありませんからね」

   「なるほど、そうか……なるほど……ふむ、確かにおまえは勇者だな」

   「殿下！　このような者を勇者などと！」

   　フェリプが諫いさめるように叫んだ。

   「止めよ、フェリプ。勇者とは実績が物語るものだ。アレスの言う通りにな。声が大きい者がなるものではない。他の者を蹴落として、その座に就こうというのは論外だ」

   　王子の言葉に、フェリプはグッと黙り込んだ。

   「俺は国を離れられん。国のことを人に任せて、魔王領にまで遠征することは王子としてはできんからな。ならば、今はアレスが勇者の筆頭だろうさ」

   「しかし……」

   　フェリプは表情に悔しさをにじませている。

   「どちらにしろ、遠くの魔王よりも近くの裏切者を始末せねばならん。まずは足元を固める。先のことはそれから考えればよい」

   「……はい」

   　不承不承頷うなずくフェリプ。

   「やはり、リュドニアの王は殿下が国の外に出ることを認めないので？」

   　尋ねたのはレオンだった。

   「認める認めないの話ではない。王族であれば当然のことだ。レオンよ、おまえの父ミュラー伯爵とて、息子が魔王討伐の旅に出ることに良い顔はしなかったであろう？」

   「確かに」

   　苦笑いするレオン。魔王軍との戦況が悪化してからというもの、ミュラー伯爵はレオンが勇者になることを嫌がっていたと聞いている。僕の仲間になることにも相当難色を示したみたいだけど、そのことについてレオンはあまり話してくれなかった。

   　カルロス王子も似たような境遇なのかもしれない。

   「まあ、そのことは良い。だが、アレスよ、おまえは今は一冒険者としてリュドニアに滞在しているのであろう？」

   「それは……その通りですが……」

   　僕はソロンと顔を見合わせた。ソロンは何か勘づいたのか、嫌そうな顔をしている。

   「ならば、俺からの依頼を受けてもらうとしようか。ちょうど手駒が足りなかったのだ。話は城でする。ついてくるがいい」

   　そう告げると、カルロス王子は馬首を返した。フェリプとエリオットが僕たちを逃がすまいと両側を馬で挟み込む。さすが王子様、強引なことだ。

   


   　リュドニアの城まではかなり距離があることがわかっていたので、交渉した結果、僕らは自分たちの馬車に乗って行くことが許された。

   「で、どうするんだ、アレス？」

   　レオンが御者台にいる僕に話をふってきた。

   「まだどんな依頼か決まったわけじゃないけど、基本的には断れないだろうね。過去の勇者たちだって、訪れた先の国の難題を解決したっていう逸話があるくらいだ。いつの時代だって同じなんだよ。こういうのも勇者の仕事だと思って割り切るしかない」

   「俺もそう思う。面倒ではあるが、余計な波風を立てるわけにもいかない。魔王を倒した後のこともあるしな。せいぜい無難に依頼をこなすしかないだろう」

   　意外なことに、一番嫌そうにしていたソロンが賛成してくれた。先々のことにまで頭が回る分、どうしようもないことがわかっているのかもしれない。

   「アレスが良いというなら仕方ありませんね」

   　マリアもあっさりと引き下がった。心なしかそのねっとりとした視線を背中に感じる。

   


   　　　　※　※　※

   


   　リュドニアの城は、王国のものよりも少し大きくて実用的に造られていた。リュドニアが数々の戦乱を経験してきた証あかしなのかもしれない。

   　質実剛健な城内に招き入れられた僕たちは、王子の私室へと向かった。

   　広々とした部屋の壁には、勇敢な戦士たちの姿が描かれているタペストリーが掛けられ、大きな本棚もあって、そこには魔導書を含めた蔵書がぎっしりと並んでいる。

   　その光景は、カルロス王子が本当に勇者を目指していたことを示していた。戦士のタペストリーと魔導書が同じ部屋の中にあるというのは、剣と魔法を同時に極めようと思ったからに他ならない。

   　鎧よろいを外した王子は僕たちに椅子を勧めると、フェリプとエリオットに命じた。

   「おまえたちは外で見張っていろ」と。

   　意外なことに、側近のふたりも部屋から追い出すらしい。

   　命令だからと仕方なさそうに出ていくフェリプとエリオット。

   　その姿を見届けたソロンが早速口を開いた。

   「あのふたりも容疑者というわけですか？」

   　レオンは驚いた表情を浮かべたが、カルロス王子に動揺はなかった。

   「ないとは言い切れん。魔王軍と内通する理由は様々だ。私利私欲のためとは限らんさ。その口ぶりだと、俺の依頼内容に察しはついているようだな」

   「内通者を突き止めろと？」

   　僕は扉のほうを窺いながら、少しだけ声を潜めて答えた。

   「まあ、あの話の流れではそれしかないだろうな」

   　カルロス王子は苦笑いを浮かべる。

   「その通りだ。魔王軍と繋つながっている者を探してほしい。正直、俺には特定できん。方法は問わんし、できるだけの便宜は図る。報酬も好きなだけくれてやろう」

   「何故、我々なのですか？」

   　レオンが丁寧な口ぶりで尋ねた。

   「どちらにしろ、腕利きの冒険者を雇おうと思っていた。それが王国の勇者一行なら、間違いなかろう？」

   「リュドニアの内情には詳しくありませんよ？」

   　ソロンは素知らぬ顔で言ったが、この大賢者は事前にリュドニアについて調べていたし、道中でも情報を集めていたから、それなりに詳しいはずだった。

   「今から詳しくなればいい。さっきも言った通り、俺に必要なのは絶対に犯人ではありえない手駒だ。内情に詳しい人間など、逆に内通者であるかもしれない」

   「内通者に心当たりは？」

   　その質問に王子は少し躊躇ためらいを見せた。

   「……シェイプシフターだ。知っているか？」

   「シェイプシフター？　どんな姿にでも変わることのできるという、あの伝説の？　まさか王子は今回の内通は裏切りではなく、シェイプシフターが誰かと入れ替わって行っていることだと？」

   　ソロンが眉間に皺しわを寄せた。シェイプシフターは僕でも知っている有名な魔物だ。人になりすまして、周囲に混乱をまき散らすといわれている。ただ、実際に見たという人がいるわけじゃなくて、おとぎ話に出てくるような伝説的な存在だった。

   「残念ながら俺の妄想ではない。魔王軍がそう喧けん伝でんしているのだ。

   『おまえたちの中にシェイプシフターがいる。そやつが我らを手引きしている』とな。

   　幸いと言って良いのかどうかわからないが、人の言葉を話せるのは魔王軍の中でも魔人たちのみだ。おかげで、やつらと戦場で戦った者以外はそのことを知らん。俺も魔人と直接剣を交えているときに聞かされたよ。そやつはすぐに叩たたき斬きったがな」

   　そう言うと、王子は自慢げに自分の二の腕を叩いた。

   「魔人は偽りを言わない。ということは本当にシェイプシフターが？」

   　ソロンは顎に手を当てて渋い顔をしている。あまり信じていないようだ。

   　でも、魔人は嘘うそをつかない。これも寓ぐう話わなどで伝わっている有名な話で、今回の魔王軍との戦いでも実証されているらしい。

   　ということはシェイプシフターはいるはずだった。

   「そういうことになる。今は箝かん口こう令れいを出しているが、広まるのも時間の問題だ。その前にシェイプシフターを退治しておきたい」

   「我々がどうやって探すので？　砂山に紛れた砂金を探すようなものでは？」

   　ソロンが懸念を口にする。

   「侵入経路を教えられるということは、事前に騎士団の動きを把握できる立場の人間だ。ある程度は限られる」

   「なるほど。あなたの側近のふたりもその中に含まれていると」

   「その通りだ」

   　話は王子とソロンの間でどんどん進んでいった。マリアは我関せずとばかりに、ふかふかの椅子に身を沈めて硬く目を閉ざしている。完全に他人ひと事ごとだ。

   　レオンは内通者の存在を知って、周囲の気配に神経をとがらせているようだった。
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   　カルロス王子とソロンが依頼の話を詰めていると、コツコツと扉を叩たたく音が聞こえた。

   「何だ？」

   　王子は少しいらだった声で答えた。誰も入れるな、とフェリプたちに命じていたからだろう。

   「殿下、エレナ姫がいらっしゃいました。ご命令は理解しているのですが……」

   　扉の向こうから、遠慮がちなフェリプの声が返ってきた。

   　ふっ、と息といらだちを吐き出すと、王子は許可を与えた。

   「ああ、なら仕方ない。入れ」

   　扉が開き、フェリプに誘われて入ってきたのは、可愛かわいらしい少女だった。

   　王子と同じ銀髪に蒼あおい目、けれどその白く美しい肌は少女特有のものであり、まるで妖精を思わせる。歳としは王国のアレクシア姫と同じで十二、三歳くらいだろうか。

   「妹のエレナだ」

   　王子は少女のほうに手を向けて、簡単に紹介を済ませる。

   「あなたたちが王国から来た勇者？」

   　ジトッとした、あまり好意的でない視線をエレア姫が向けてきた。

   「どういうことだ？　おまえが教えたのか？」

   　僕たちが答えるよりも先に、王子がフェリプを咎とがめた。

   「はっ！　いえ、姫様にも秘密だとは思わなかったもので……つい……」

   　そう縮こまったフェリプは、意外と憎めない人物なのかもしれない。

   「フェリプを𠮟らないでください。お兄様の客人なんて珍しいから、わたしが無理に聞いただけなのです」

   　胸の前で手を組んで、エレナ姫は懇願するように言った。

   「ふむ、まあ言ってしまったものは仕方あるまい。おまえも他言はするなよ、エレナ？」

   「はい、お兄様！」

   　華が咲いたような笑顔を浮かべるエレナ姫。

   　しかし、すぐにその表情は不機嫌なものに変わり、僕たちを指さした。

   「で、あなたたちが王国の勇者たちなの？」

   「えっ？　あ、はい」

   　つい返事をしてしまった。

   「従者には聞いていないわ。わたしは勇者に聞いているのよ」

   　よく見れば、姫の指先はレオンに向いていた。

   「……エレナ姫、大変光栄なのですが、わたしは勇者ではございません。勇者アレスは今返事をした者です」

   　気まずそうに答えるレオン。

   　驚いたエレナ姫が目を丸くした。

   「こんな人が!?　強そうに見えないし、恰かつ好こう良くもないのに……」

   　大分ひどいことを言われているけど、表情がころころ変わって、それが可愛らしくて怒る気にはなれない。けれど、代わりに怒っている人がいた。

   　マリアだ。

   　元々大きな黒い目をさらに大きく見開いて、蛇のようにエレナ姫を睨にらんでいる。

   「どうやらリュドニアの姫君は、人の外見にのみ目がいってしまっているようですね。嘆かわしいことです。アレスとレオンでは、内面の輝きが黄金と石ころほどにも違うというのに。王族であるならば、もっと人の内側に目を向けたほうがよろしいのでは？」

   　マリアは薄っすらと凄すごみのある笑みを浮かべた。何も子供の言うことに、そんな目くじらを立てなくてもいいのに。

   　ひっ、と小さな悲鳴を上げて、エレナ姫はフェリプの後ろに隠れた。
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   　内面を石ころに例えられたレオンも、微妙な顔をしている。

   「いや、聖女殿、その通りだ。申し訳ない。アレスもすまなかった。まだ子供っぽいところが抜けてなくてな。許してやってほしい」

   　カルロス王子が片手を上げて謝罪の意を示した。

   「いえ、僕は大丈夫です。よく言われることですから」

   　どちらかというと、レオンに謝ってあげてほしかった。

   　マリアはツンとすましている。

   「それで、エレナ姫は僕に何か用が？」

   　姫が悔しそうな顔をしているのが気まずくて。つい声をかけてしまった。

   「勇者というから、どんな人か見に来ただけです。でも良かった、あなたのような人で」

   「え？　それはどういう……」

   「預言者から認められた勇者と聞いていたから、どんなすごい人なのかと思っていましたけど、これならお兄様のほうが勇者にふさわしいと確信できたからです」

   　フェリプの後ろで、僕を指さして勝気そうに宣言するエレナ姫。

   　フェリプも我が意を得たりとばかりに頷うなずいている。

   「エレナっ！」

   　カルロス王子から𠮟責が飛ぶが、エレナ姫はそそくさと部屋から出て行ってしまった。フェリプも後に続く。

   「……すまんな、あいつは俺を勇者だと信じているのだ」

   　再び謝罪を述べるカルロス王子。

   「王子はもう勇者への未練はないのですか？」

   　黙っていたソロンが口を開いた。

   「ん？　俺は今でも自分が勇者だと思っているぞ？　残念ながら、国を出て魔王を倒しに行くことはできんがな。詭き弁べんのように聞こえるかもしれんが、魔王を倒した者だけが勇者とは思っておらん。それはあまりに硬直したものの考え方というものだ。誰が勇者であるかなど人それぞれだ。俺からすれば、アレスとて本当に勇者であるかどうかなどわからん。何しろ俺のほうが剣の腕は立つし、男前だ。そうは思わんか？」

   　王子が憎めない笑みを浮かべた。

   　そう言われてしまうと、その通りなので僕としても返す言葉がない。

   　しかし、ソロンは食い下がった。

   「勇者はアレスですよ。それは間違いない。まあそれは良いとして、魔王を倒す勇者となって、栄誉を得ようとは思わないのですか？」

   「栄誉を求めようとする者は勇者にはなれぬよ。むしろ、栄誉を捨てて……いや、すべてを捨てて、事を為なす者こそ勇者の名にふさわしい。そんなことはおまえたちが一番わかっているだろう？」

   「確かに……」

   　ソロンは深く頷いていた。

   「俺はリュドニアの勇者だ。世界ではなくリュドニアを守る。だが、なかなか納得してくれない者も多くてな。困ったものだよ」

   　カルロス王子は寂しそうに笑った。

   


   　　　　※　※　※

   


   （おかしい）

   　アレスの影に潜んでいた預言者の幻影が、その光景をじっと見ていた。

   （リュドニアは魔王軍に対して最後まで抵抗を続けるはず。シェイプシフターが領内に魔物たちを引き入れた話など聞いたこともない）

   　今までの『世せ界かい編へん纂さん』では、リュドニアはカルロス王子のもと、魔王軍相手に奮戦を続けていた。最後は滅亡する運命にあるが、他の国よりも強固に抵抗した印象すらあった。

   　にもかかわらず、今回の編纂に限って妙な動きをしている。シェイプシフターが暗躍した話など、リュドニアに限らず初めて聞いたことだ。

   （それだけアレスが強い光を放つ勇者だということなのだろうか？）

   　アレス自身は力のある勇者ではない。しかし、レオン、マリア、ソロンという強力な仲間を得たことで、何度も繰り返されてきた『世界編纂』の中でも、世間からもっとも期待されている勇者と言っても過言ではなかった。もちろん、アレス自身にも類たぐい稀まれなる資質はあるのだが、それは預言者とレオンたちにしかわからないことである。

   　それにしてもカルロスは眩まばゆいばかりの英傑だった。実は預言者も何度かカルロスを勇者にしようかと思ったのだが、最終的には諦めていた。

   　王子という立場上、勇者として指名したところで、おいそれと魔王征伐に出るとは思えなかったからだ。

   　たとえ魔王討伐に出て、成功したところで、王国の王として招き入れることができない。それは王国がリュドニアに併合される結果となるからだ。王国の王にしなかった場合は、リュドニアの力が強くなり、相対的に王国の力が弱まることになるだろう。それも避けたかった。カルロスは政治的な判断で勇者になりえない人物だったのだ。

   （この後に及んで打算的だった自分が嫌になる）

   　預言者はカルロスの姿を見ながら、自己嫌悪に陥っていた。
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   「俺はシェイプシフターがいると言ったが、それだけではない」

   　話の最後に、カルロス王子は妙なことを言い出した。

   「それだけではない？　どういうことですか？」

   　レオンが訝いぶかし気げに尋ねた。

   「リュドニアの内部に、シェイプシフター以外にも魔王軍と通じている者がいるかもしれん」

   「わたしとしては、そのほうが納得できますね」

   　肩をすくめるソロン。とことん、人間のことが信用できないのだろう。

   「まあ、そう言うな」

   　王子が苦笑いを浮かべる。

   「シェイプシフターを通じて、人間にも内通者がいることを考慮したほうが良いというだけだ。今、リュドニアは一枚岩になって魔王軍と戦っている。戦況も悪くない。俺としては内通者などいてほしくない。だが、内通者が人に化けたシェイプシフターだけだと思い込むのも危険だ。おまえたちには先入観を持たずに調査をしてほしい」

   「人が裏切っていると考えたほうが自然ですよ。シェイプシフターが関与しているというほうが疑わしい」

   　自らの見解を述べたソロンに、王子は指先を向けた。

   「大賢者よ、おまえならわかるであろう？　真実がどうあれ、今回の件はシェイプシフターの仕業となる。リュドニアの人間が裏切りを働いていたなどということは、あってはならぬからだ」

   「……確かに」

   　その言葉にソロンは納得したようだ。

   　さらにカルロス王子は一枚の紙を机から取り出した。

   「これは俺がある程度候補を絞った名簿だ。軍の動きを把握できる立場の者たちが記されている。この中から優先的に探すといいだろう」

   「なるほど、それなら話は早い」

   　そう言うと、ソロンが紙を受け取った。

   「話は以上だ。城の中に部屋を用意させている。調査が終わるまでは、俺の客人として城に逗とう留りゆうするがいい。勝手に出ていくなよ、良いな？」

   　最後に王子は僕らに言い含めて、話は終わった。

   


   　　　　※　※　※

   


   「ソロン、最後のカルロス王子の話はどういう意味？」

   　用意された部屋に入った後、僕はカルロス王子の真意についてソロンに尋ねた。

   　ちなみに部屋は僕とレオンとソロンの三人部屋で、マリアは女性ということで別に部屋を与えられている。だから、今はマリアの姿はない。

   　部屋は十分な広さがあって、貴族が暮らすような立派なものだった。

   「要はあの王子は、今回の犯人をリュドニアの人間の仕業にしたくないってことさ」

   　疲れたように肩をさすりながら、ソロンは答えた。

   「リュドニアの戦況は悪くない。にもかかわらず、人間が魔王軍に内通したとなれば、国内に動揺が走るだろう。さらに言えば、『魔王軍に内通することが可能である』ことを示すことになる。これはリュドニアにとって上手うまくない話だ。命惜しさに裏切る連中が出てくるかもしれないからな」

   「なるほど。犯人が人間であっても、カルロス王子はシェイプシフターのせいにしようとしているのか。政治的な判断だな」

   　部屋の窓から外の様子を窺うかがっていたレオンが、振り返って言った。

   「そういうことだ。まあ俺は、この件にシェイプシフターは絡んでないと思うがね」

   　断言するソロンに、僕は引っかかりを覚えた。

   「何で？」

   「恐らく、シェイプシフターは魔物であって魔物でない」

   「どういうことだ？」

   　レオンもピンと来ていないようだ。

   「おまえたちは、魔物がどんなものなのかわかっているのか？」

   　ソロンの言葉に、僕とレオンは顔を見合わせた。

   「邪悪な生き物が魔物なんじゃないの？」

   　それが一般的な常識だ。教会でもそう教えている。

   「では邪悪とは何だ？」

   　すかさず、ソロンが次の問いを投げかけた。

   「えっと……」

   「悪は悪だ。それ以上でもそれ以下でもない」

   　僕は言いい淀よどんだが、レオンははっきりと答えた。

   「それは正しいようで正しくない」

   　ソロンが冷めた目でレオンを見据えた。

   「正邪は立場によって移ろうものだ。人間に正邪があるように、魔物にも正邪はある。魔物から見れば、人間こそが邪悪なのだ」

   「馬鹿な！　そんなことがあるものか！　神が魔物を邪悪だと定めたのだ！」

   「ふん、では魔人が神の奇跡である回復魔法を使えるのは何な故ぜだ？」

   　ソロンの問いに、レオンは「それは……」と言葉を詰まらせた。魔人が回復魔法を使えることは、ロゾロフ大森林の戦いのときに実際に目にしている。

   「じゃあ、魔物はどうやって決まるんだい？」

   　僕はその問いに問いで返した。

   「簡単だ。人間が決めている。人間が魔物と言えば、それが魔物となる。すなわち、人間にとって不都合な存在が魔物だ。だが、学術的に魔物を判別した場合、また違った答えがある。それは『どの神の眷けん属ぞくに属しているか』だ」

   「ん？　なら、人間こそ全能たる神の眷属ではないのか？」

   　レオンが首を傾かしげた。

   「全能たる神、大神は眷属など持たん。──いや、ほとんどの物が眷属に当たると言うべきか。逆にだからこそ、人間と魔物の区別はない。そうだろう、マリア？」

   　ソロンはそう言いながら、僕とレオンの後ろに目をやった。

   「えっ？」

   　驚いて振り返ると、そこにはマリアの姿があった。

   「マリア、いつの間に……」

   　レオンも愕がく然ぜんとしている。僕もレオンも慣れない場所でそれなりに警戒していたはずなのに、背後に突然現れたマリアの存在にまったく気が付かなかったのだ。

   「ノックはしたのですが、皆様がお話に夢中になっていたので……」

   　嫣えん然ぜんと微笑ほほえむマリア。そんなはずはないと思うのだけれど、ソロンが顎でマリアに発言を促した。

   「ええ、ソロンの言う通り、神に人と魔物の区別などありません。神に正邪の概念などないのです。仮にあったとして、神が魔物を邪悪と定めたのなら、魔王軍など一瞬で消きえ失うせるでしょう」

   　言われてみればそんな気もするし、一応聖女であるマリアの言うことだから、確かなのだろう。

   「ただ、万物は神によって姿形を定義されているのです。シェイプシフターというものは、その神の理を外れた存在。もし、シェイプシフターなるものがいたら、そのようなモノを神が許すかどうか……」

   「わかった、わかった。もうその話は良い。面倒臭くなってくる。それで結局ソロンは何が言いたいんだ？」

   　レオンが手を振って、ソロンとマリアの話を打ち切り、結論を促した。

   「おまえも伯爵家の跡取りなら、もう少しこの話に興味を持ってほしいものだが……まあいい。結論を言うと、シェイプシフターは魔物ではないはずだ。自由に姿を変えられることから、昔から人はその存在を恐れてきたが、俺が読んだ書物では神として崇あがめられたこともあったらしい。今の教会の教えが普及するに従って、そういう土着の神が魔物扱いされるようになったのさ。よくある話だ。だから、魔王軍に味方するようなことなどないと思うがね」

   「そうなのか？」

   　レオンは釈然としない様子だった。正直、僕もピンときていない。シェイプシフターは魔物だと教えられてきた。今更そんなことを言われても、という気分だ。

   「恐らくな。だから、内通者は人間だと俺は考えている」

   「しかし、嘘うそをつかないとされる魔人が『シェイプシフターがリュドニアにいる』と言ったのだぞ？」

   　レオンが反論した。

   「そこは俺にもわからん。あるいは本当にシェイプシフターがいて、人に害を為なすのかもしれん。結局は王子が言っていた通り、先入観を持たずに探すしかないな」

   　ソロンは煩わしそうに乱暴に頭をかいた。

   　よくわからないけど、話は振り出しに戻ったらしい。

   「それで依頼はどのように進めるのですか？　明日からリュドニアの方々に聞き込みを？　わたしはそれを聞きにこの部屋に来たのです。依頼などすぐに解決して、わたしは早くこの国から出たいのですが……」

   　マリアは煩わしそうに問とい質ただした。ソロンの話が長すぎたせいかもしれない。

   「聞き込みなどする必要はない。幸いなことに対象者はカルロス王子が名簿にしてくれた。この連中を監視すればいいだけだ」

   「どうやって？」

   　僕は尋ねた。

   「ふん、剣聖だ、聖女だ、といっても、こういうときには何の役にも立たない。その点、俺は違う。俺の魔法はいついかなる時にでも役に立つ。良いか、明日から俺たちは身分を明かして行動する。王国の勇者一行となれば、物珍しさもあって、勝手に向こうから接触してくるからな。

   　そのときに魔力を宿した特別な塗料を相手に塗るんだ。無論、その塗料は俺が用意する。で、塗られた相手のおおまかな行動を、俺が把握できるようになるというわけだ。城の外に出たかどうかくらい簡単に判別できる。あとは城から出たヤツを追跡すれば良いだけだ。相手がシェイプシフターだろうが人間だろうが関係ない。簡単だろ？」

   「塗料なんて塗ったら、さすがに相手から無礼だと思われないか？」

   　レオンが眉を顰ひそめた。

   「馬鹿か。無色透明に決まっているだろうが。俺の魔法だぞ？　そんな抜かりはない。それとも、リュドニアの貴族たちに赤い塗料をベタベタ塗るとでも思っていたのか？　俺たちは明日から奇人変人の集団として、王国の恥をさらすことになるぞ？」

   　やろうとしていることはすごいのだが、ソロンは相変わらず余計なことばかり言う。

   　でも、奇人変人の集団というのは、あながち間違った評価ではないんじゃないかと思ってしまった。
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   　王国にアレスという勇者が現れたと聞いたとき、何を馬鹿なと思った。

   　カルロス王子こそが唯一無二の勇者。アレスなど偽物だ。そうに決まっている。

   　アレスはロゾロフ大森林に現れたという魔人を倒したらしいが、大したことではない。

   　王子は戦場で幾度も魔人を倒しているのだ。その程度の功績で勇者を名乗るなど、おこがましいにも程がある。

   　ただ、名声には限りがあるのだ。十ある名声が二十になることはない。しかも愚かな大衆は新しいものに飛びつきやすかった。アレスの名声が上がれば、王子の名声は下がってしまうだろう。現に今までは王子を信奉していた者たちの中にも、アレスに期待する声が出始めている。

   　このままでは不味まずい。もっと王子に活躍してもらわねば、勇者の座をアレス如ごときに奪われてしまう。

   　……仕方ない。手段を選んでいる場合ではなくなった。魔物だ、魔物を領内に引き入れ、民衆の前で王子に討伐していただく。

   　そうすれば、再び王子の名声は近隣に響き渡ることだろう。

   　大体、国王も民衆も、魔王軍の恐ろしさを理解していないから、守りにばかり目にいくのだ。こちらから攻め入って、諸悪の根源である魔王を叩たたく以外に方法はないということを知らしめなければならない。

   　わたしは魔人に会いに行くことにした。連中が話が通じない相手ではないということはわかっている。

   


   　リュドニア領を抜け出して、魔王軍が支配する地に入り込んだわたしの前に、予想通り魔人は現れた。あいつらは人間よりも頭が回る。何か話があると察したのだろう。

   『何の用だ？』

   　魔王軍の将と思おぼしき青い魔人が、わたしに問いかけた。

   「リュドニア軍を回避して領内に侵入できるルートを教えてやる。さすがに大規模な軍事行動を取れば気付かれるが、少数なら魔物を領内に入れることができるだろう」

   『何な故ぜそんなことを教える？』

   「おまえたちが侵入してきても、打ち破る自信があるからだ」

   　魔人がその厳いかめしい顔の眉間に皺しわを寄せた。

   『だとしても、無駄に自分の国を危険にさらすことになるぞ。おまえの目的は何だ？』

   「我が主であるカルロス王子に武勲を積み重ねてもらい、魔王を打ち倒す勇者となってもらうためだ。貴様らはそのための踏み台に過ぎん」

   　魔人たちは嘘うそをつかない代わりに、こちらの嘘も通じない。だから、自分の目的を正直に話した。

   『おまえの主が武勲を立てるためだと？　戦場で成せば良い話ではないか』

   「戦場でのカルロス王子の功績は指揮官としてのものとなる。ひとりの戦士として功績を上げる必要があるのだ」

   　付け加えるならば、魔物の脅威を身近なものとし、民衆や王都の貴族たちに危機感を持たせるのも目的のひとつだ。このままでは不味いと、魔王を倒さねばならないと。

   『……おまえの言っていることは偽りではなさそうだが理解できんな。ここでの戦いは膠こう着ちやく状態に陥っている。たとえ侵入した魔物どもが全滅したところで、後方を攪かく乱らんすることは我らに有利に働き、明らかにおまえたちは不利になる。

   　それに勇者は預言者によって王国内で見いだされたと聞く。おまえの主が勇者になれるはずもない。仮にそのような兆しを見せたのなら、我々は全力をもっておまえの主を殺しにかかるだけだぞ？』

   　魔人の言うことは、いちいちもっともだった。

   「構わない。王国の勇者など、よくいる偽りの者に過ぎん。真の勇者はカルロス王子。貴様ら如きに殺されるはずがない」

   　わたしは王子にすべてを懸けた。今更引き下がれるはずがない。

   『──まあ良い。人間は不合理な生き物だ。そういうこともあるかもしれぬ。ただ、条件がひとつある』

   「条件？」

   『我々はおまえの存在を明かす。「人間たちの中に裏切者がいる」とな。敢あえて名前を明かさぬ。そうすれば人は疑心暗鬼にかられ、おまえたちの国は内部から崩壊することになるだろう。それでも、おまえはやるのか？』

   　魔人は合理的だ。徹底的にわたしのことを利用するつもりだろう。であれば、わたしのやっていることは、やはり国を陥れることなのかもしれない。

   （わたしは間違っているのだろうか？）

   　そんな疑念が頭をよぎる。だが、止めようという気持ちにはなれなかった。

   　わたしは狂っているのか……いや、違う。本当のわたしはあのとき死んでしまったのだ。今のわたしは妄執に憑りつかれた魔物なのだろう。

   　人を裏切ってまで、自分の目的を果たそうという魔物。

   「かまわない。だが、わたしは裏切者ではない。わたしはもはや人ではないからだ。そう、人と入れ替わった魔物。わたしのことはシェイプシフターと呼ぶが良い」

   　その言葉を聞いて、魔人は初めて楽しそうに笑った。

   『なるほど、おまえは人でないと言うのだな。人になりすまして、混乱を生むというシェイプシフターだと。それなら筋は通る。よかろう、おまえの話に乗ろうではないか。シェイプシフターよ。我はおまえの存在を十分に使わせてもらうとしよう。見返りに魔物たちを好きに使うと良い。おまえの行き着くところは破滅だ。それは我らの望むところである』

   　こうして、わたしと魔人の間で約束は取り交わされた。

   


   　　　　※　※　※

   


   　わたしの計画は順調に進んだ。

   　魔物が領内に現れると、恐れをなした国王はカルロス王子に討伐を命じたのだ。

   　そして、王子はわたしが引き入れた魔物たちを自らの手でことごとく打ち倒した。時には民衆たちの目の前で活躍の姿を見せることもあった。

   　これにより再び王子の名声は上がった。わたしの考えていた通りに。

   　心配があるとすれば、魔人のほうが不満に思っていないかということだったが、ヤツは平然としたものだった。

   「確かに侵入させた魔物たちは壊滅しているが、おかげでカルロスを戦場から引き剥がすことに成功した。戦況はこちらに傾きつつある。利と損を比べれば、明らかに利のほうが大きい。何も問題はない」

   　魔人の言う通り、リュドニア軍は後方を攪乱された形となり、戦況は悪くなっている。だがそれでも我が軍は何とか優勢を保っていた。

   　大体、戦場が多少苦境に陥ったところで、それが何だというのだ。王子が勇者となり、魔王を倒せばすべては解決する。逆に言えば、戦場に王子が不在のこの状況に慣れる必要があるのだ。

   　大体、国境の戦いが優位に進んでいたせいで、国王も民衆も世界の危機を自分の事として考えられなかったのだ。戦況が不利になれば、魔王を打倒することが唯一の解決方法であると理解することができるだろう。そのためには、王子に勇者になっていただくしかないということが。これは必要なことなのだ。正しい勇者が選ばれるために。

   


   　しばらくすると、王国の勇者アレスが魔王討伐の旅に出たという噂うわさが流れてきた。

   　王子の予想だと、危険を避けるためにリュドニアを通過する可能性も高いという話だった。危険を避ける？　何たる憶病。やはりアレスは偽りの勇者なのだろう。

   　未いまだにあの偽りの勇者に期待する声は多い。リュドニア国内の声望は再び王子に集まりつつあるが、王国や他の国ではアレスを勇者と認めてしまっている。

   　目障りな存在だった。王子を勇者にするためには、最大の障害といっていいだろう。

   　そこでわたしは魔人に伝えた。

   「王国の勇者がリュドニアに来るかもしれない」と。

   　魔人の答えは簡潔だった。

   『勇者がこの地に訪れるのなら、亡き者にする』

   　魔人とわたしの利害は一致した。

   


   　わたしはアレスたちを探すことにした。

   　戦士ふたりと魔法使い、僧侶の四人組。その組み合わせで、勇者であることを隠して行動しているのなら、冒険者を名乗っているに違いない。

   　最近リュドニアに入ってきた冒険者、それも腕の立つ連中だ。

   　ほどなくして、アレスたちであろう冒険者の目星がついた。ヤツらは自分たちの名声を誇示するかのように、リュドニア領内でも冒険者として魔物を倒して活躍していたからだ。何と忌々しい連中なのだろう。

   　わたしは魔人に協力して、可能な限り魔物たちを領内に引き入れた。

   　後はアレスたちが引き受けた依頼を調べて、先回りして罠わなを張るだけ。

   　アレスたちを始末した後は、カルロス王子に残った魔物を倒していただければ完璧だ。

   　アレスを殺した魔物を倒したとあらば、勇者にまつわるすべての名声は王子ただひとりのものとなる。

   　だが──思いのほか、勇者の一行は手て強ごわかった。魔王軍の選よりすぐりの魔物たちを相手にして、簡単には倒れなかったのだ。それに、王子も予想より早く戦っている場に到着してしまった。

   　魔物を大量に引き入れたせいで、王子がこちらの動きに勘づいてしまったようだ。さすがカルロス王子、その慧けい眼がんこそ勇者のものとしか言いようがない。

   　そして、王子はアレスたちを城に招くことにした。

   　恐らく内通者を、わたしを探し出すために……。
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   　僕らが王国の勇者であることを明かすのを、カルロス王子は了承した。

   「確かにその策を用いるなら、身分を明かしたほうがやりやすかろう」と。

   　早速、次の日から王子が僕たちを勇者として貴族たちに紹介することとなり、思いがけず、リュドニアの社交の場に出ることになってしまった。

   　ソロンが作った無色透明の魔法の塗料を身体に忍ばせて。

   「偉い貴族が、僕なんかに挨拶してくれるのかな？」という不安はあったけど、興味本位で近づいてくる人たちはそれなりにいた。

   　塗料を人に塗るのも、実際にやってみると思ったほど難しくなかった。自分の身体にあらかじめ塗料をつけておいて、相手に接触する直前にそこに触っておけば、簡単に塗ることができたからだ。

   　僕は袖の下の腕に塗料を塗り、寄ってきた人と握手する前に触るようにしていた。

   　レオンも同じように握手で塗りつけていたみたいだけど、マリアは手の甲に塗りたくって、口づけをしてくる男の顔につけていた。

   　あの口づけの作法は、実際には相手の手に口をつけないのがマナーのはずなんだけど、マリアは昔から本当に口づけをされてしまうことが多かったそうだ。

   　確かにマリアの手はびっくりするほど綺き麗れいだから、その気持ちはわからなくもない。

   　ただ、あの手には酷ひどい目に遭わされてきたので、僕は絶対にそんなことはしないけど。

   「いつもは腹立たしいのですけれど、今回は広い心で許すことができました」

   　僕の気も知らず、マリアは爽やかに笑っていた。

   　ソロンはというと、僕たちに接触してこない名簿の人たちを探して、魔法を使って塗料を付着させていた。

   「水魔法の応用だから大したことはない」

   　と言っていたけど、僕も少し魔法を使えるからわかる。そんな簡単なものではない。でも、ソロンは塗料を生き物のように操って、次々と相手の身体に付着させていった。

   　僕たちを警戒していたフェリプとエリオットに塗料を付けたのも、ソロンだった。

   「塗料はあくまでも居場所を特定する簡単な目印のようなものだから、誰が動いているかまではわからない。だから、不審な動きがあった場合は、アレスかレオンにその場所に向かってもらうことになる」

   　対象者全員に塗料を塗った後、ソロンは僕とレオンに告げた。

   「おまえは動かないのか？」

   　レオンは不服そうだった。

   「動く？　俺が？　この特殊な塗料を作ってやったのに？　魔法で動きを追えるようにしてやったのに？　この作戦は誰が考えたか覚えているか？　おまえにそれくらいの記憶力は期待してもいいよな？　それで俺に動けと？　よく考えろ、レオン。おまえは今回何をやった？　男と握手するか、女の手を取って口づけをしていたくらいだろ？　十歳の子供でもできるようなことだ。その程度の労力が俺に匹敵するとでも？」

   　ねちねちとソロンに諭されたレオンは、不服そうな顔で納得してくれた。

   　僕は最初から異論はない。ソロンがそういった肉体労働をするとは思っていなかったし、それ以上にマリアがせっせと動く姿が想像できなかった。実際に動くのは前衛を務める僕たちの役割となるのはわかっていたことだ。

   　そういうわけで、僕とレオンが交代して、塗料が付いた怪しい動きをしている人を追うことになった。

   


   　　　　※　※　※

   


   　相手の動きを待っているだけというのも暇なので、僕は犯人探しのついでに、リュドニアの城の中を回るようにしていた。何かわかることがあるかもしれないと思ったからだ。

   　おかげで城内の人たちと顔見知りになれた。フェリプとエリオットは僕のことを敬遠していたけれど、他の人はそんなことはなくて、「アレス」と親し気に声をかけてくれる。

   　その中で、もっとも積極的に声をかけてきたのはエレナ姫だった。

   　今日も僕が城の回廊を歩いていると、くるくると回るように近づいてきた。

   「ねぇ、アレス。あなたって、あんまり強そうじゃないし、偉そうでもないわね。本当に勇者なの？」

   　銀髪の少女は顔を綻ばせつつ、意地の悪いことを聞いてきた。

   「強くないから偉そうにできないんですよ、お姫様。あなたと違ってね」

   　僕もお返しに、ちょっとばかり含みを持たせて答えた。

   「わかってないわね、アレス」

   　エレナ姫は人差し指を左右に振った。

   「偉い人は偉そうにしないといけないのよ？　そうじゃないとお仕事が回らないの。偉い人が命令する。命令された人がお仕事をする。もし、偉い人が命令しなかったら、誰も仕事をしなくなってしまうわ。わかる？　偉い人は偉そうにするのが仕事なの」

   　その言葉につい笑ってしまった。滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言っているようで、確かにその通りかもしれないと思ったからだ。

   「そうかもしれませんね。失礼しました、エレナ姫」

   「わかればいいのよ」

   　自慢げに胸を張ったところが、年相応の可愛かわいらしさを感じる。

   「そういうわけで、アレスは勇者にふさわしくないわ。勇者がちゃんと偉そうにして仲間に命令できなかったら、レオンもソロンもちゃんと働けない。それはあなたのせいよ？」

   　冗談めかした姫の言葉。けれど、それは僕の胸を穿うがった。

   　ずっと気にかけていたことだ。僕はもっと仲間たちに責任を持たなければならない。それが勇者としての在り方のはずなのに。

   「……マリアを忘れているよ？」

   　素直に認めることができなくて、ささやかな指摘でやり返した。

   「あの人はいいのよ。怖いから」

   　どうやら、姫はマリアを嫌っていたようだ。初めの印象が良くなかったのかもしれないけど、外面が良くて聖女として名高いマリアが嫌われるというのも珍しい。

   「とにかく、ちゃんと命令できているお兄様のほうが、アレスよりも勇者にふさわしいの！　みんなの願いのままに、いつも魔王軍からリュドニアを守ってくれている。これって凄すごいことなのよ？　わたしたちが今普通に生活できているのも、お兄様のおかげなのだから。そんな立派な勇者が他にいる？　ねぇ、そうは思わない？」

   　エレナ姫はエリオットたちとは違って、カルロス王子に魔王討伐に行ってほしいわけではなく、ただ兄を勇者として認めてもらいたいだけのようだ。

   「確かに凄い人だと思う。剣も魔法もできて、カルロス王子は立派な勇者だ。でも、僕も負けないように頑張るよ」

   　僕がそう言うと、エレナ姫は安心したように微笑ほほえんだ。

   


   　　　　※　※　※

   


   　しばらくの間は特に何もなかった。もちろん、変な動きをする人たちはいたけど、男女の密会のようなものが多くて、魔物に会いにいくようなことはしていなかった。

   　僕とレオンは心ならずも人の秘密を覗のぞき見みるような真似まねをしているので、次第に精神的に疲弊していった。

   　特にレオンは、

   「俺たちは世界を救うために旅に出たはずなんだがな」

   　と部屋でぼやいている。

   　しかし、ソロンは平然としたものだった。

   「そんな簡単に見つかるようなら、あの優秀な王子がとっくに特定しているだろうさ。魔物と繋つながっているような相手だから相当用心深い。恐らくは俺たちが嗅ぎまわっていることもわかっているのだろう」

   　長椅子に寝っ転がっている大賢者は、絵に描いたような尊大な態度を取っていた。傲慢な貴族でも、もう少し遠慮すると思う。

   　さすがにレオンが腹を立てた。

   「最初から無駄になると思って、俺とアレスを走り回らせていたのか！」

   「相手が間抜けな馬鹿である可能性も排除しきれん。これは確認作業のようなものだ」

   　レオンの怒りなど、どこ吹く風とソロンは手をひらひらと泳がせる。

   「別にその間の時間を無駄にしていたわけじゃない。聖女様によるお悩み相談所を開いてもらって、リュドニアの内情を聞いてもらっていた。無論、俺は俺で情報を収集していたがね」

   「わたしは大変不快だったのですが、これもアレスのためと思って……」

   　僕らの部屋に来ていたマリアが背後から僕の首に、そっと手を巻き付けた。

   「あっ、ありがとう、マリア……」

   　気分は蛇に捕まった蛙かえるだ。

   「マリアの見てくれに騙だまされて、相談所は男どもで連日にぎわっていたそうだ」

   　馬鹿にしたようにソロンが口元を歪ゆがめた。

   「言っておきますけど、相談所なるものを開いた覚えはありません。『悩みがあればお聞きします』という話をしただけです。そしたら、あんなに大勢いらっしゃって……」

   　うんざりしたような表情を浮かべるマリア。

   「いいじゃないか。おまえの唯一の長所である外面の良さが活いかされたんだから」

   　ソロンが軽口を叩たたく。

   「……今、神の啓示がありました。ソロンは内面も外面も救いようがないと。そのせいで一生結婚できないかもしれないと」

   　冷たい目でソロンを見下すマリア。

   「ちっ、余計なお世話だ。いいから、わかったことをさっさと言え」

   　痛いところを突かれたのか、ソロンは心底嫌そうな顔をしていた。

   「まあいいでしょう。リュドニアの内情は思った以上に複雑でした。十年ほど前、カルロス王子は若くして才覚を発揮し始め、その周囲には人が集まるようになったようです。王子の人気は国王をも上回っていたとか。ですが当初、それはまったく問題になりませんでした。何な故ぜなら王子は次期国王であり、人心を得ることは国王にとっても喜ばしいことだったからです」

   「それはそうだ。優秀な跡取りは、王族でも貴族でも喉から手が出るほど欲しい」

   　レオンが口を挟んだ。
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   「ですが、魔王軍の脅威が差し迫るようになると、剣と魔法に長たけた王子には、次期国王ではない、別の役割を期待する動きが出始めました」

   「……ひょっとして勇者？」

   「その通りです、アレス」

   　マリアが「良く出来ました」と褒めるかのように、華やいだ笑みを浮かべた。

   「『リュドニアの勇者』という二つ名は、王国にも伝わってくるほど有名だったのですが、どうやらリュドニアの人々の多くは、本気でカルロス王子を勇者だと思っていたようです。王子本人も幼い頃から『勇者になりたい』と語っていたようなので、それで周囲の人たちも段々と本気になったようですね。しかし、それを望まない人たちもいました」

   「国王か」

   　レオンが言った。

   「ええ、優秀な跡継ぎを、わざわざ死地に送り込むような王族はいません。むしろ、危険な目に遭わせないように配慮するのが普通でしょう。王族としても、ひとりの父親としても。なので、国王はカルロス王子による魔王討伐の願いを聞き入れなかったそうです。ただ、国王と王子のやり取りを実際に見聞きした人はいないようなので、そういう推測が出回っていただけのようですけど」

   「王族同士の重要な会話など人払いをしていて当然だからな。しかし、そんな噂うわさが流れては、それが事実でもそうでなくても、国王と王子の間に確執ができたのではないか？」

   「いえ、国王と王子の関係は悪くならなかったようです。国王は王子に含むところがあったわけではなく、跡継ぎとして高く評価していたわけですから。ただ、カルロス王子の支持者の中には、もはや信奉者となってしまった方々が多くなっていたようです。『カルロス王子が勇者である。それに対する異論は認めない』と」

   「王子本人の意向を無視して？」

   　思わず僕は聞いてしまった。そういう状況に覚えがある。あのときもそうだった。預言者がタリズ村に現れた、あのときも……。

   「ええ、そのことを不安に思っていた方は何人かいらっしゃいました。過激な行動に出ようとした方々がいたと。今もその火は燻くすぶっているのではないかと」

   「まさか、内乱を起こそうとしたのか？」

   　レオンが目を見開いていた。

   「当時、そういう噂があったそうです。しかし、カルロス王子が病に倒れたことで状況が変わり、そういった危険な動きはなくなったとか。外からだとリュドニアはまとまった国のように見えますが、中からだと意外と不安定だったようですね」

   「あの王子が病気だったのか？」

   「そのようですね。一時は死の縁ふちを彷徨さまよっていたそうです。国王に毒を盛られたのではないか、という憶測まで流れていました。ただ、今はあの通り──」

   　そこで、マリアの瞳に僅かな揺らぎが見えた。

   「すこぶる調子は良いようです。とはいえ、さすがにカルロス王子本人も魔王討伐に積極的ではなくなり、王子に対する勇者待望論はかなり後退しているようです。これは新たな勇者として、アレスが現れたことも影響があるみたいですね」

   　マリアが僕に柔らかい視線を送った。

   「僕？　だから、カルロス王子は出会ったときに『おまえが勇者なのか？』って怖い顔をして聞いてきたのかな？」

   「だろうな。カルロス王子は勇者に対して、複雑な想おもいがあるはずだ」

   　答えたのはソロンだった。

   「だが、今はそれは関係ない。俺が確認したところ、王子が名簿に記した者たちは、王子派と呼ばれた派閥に属している人間が多かった。王子の信奉者たちのグループだな。多分、王子も魔物を引き入れたのは、その派閥の仕業じゃないかと疑っているのだろう」

   「何な故ぜ、王子派はそんなことを？」

   「理由はいくつか思い付くが、直接連中に聞いたほうが早い。王子派の中心人物はフェリプだ。あいつは俺たちが調査していることを知っている。それに王国の勇者を、アレスを邪魔だとも思っている。なら、そのうち向こうから手を出してくるさ」

   　ソロンが人の悪い笑みを浮かべた。

   「フェリプが王子派の中心人物？　じゃあ、エリオットは？」

   　僕はどちらかというと、フェリプよりも落ち着いているエリオットが王子派の中心なのかと思っていた。

   「エリオットはフェリプと共に王子派を結成したが、少し前に袂たもとを分かったらしい。アレスが勇者として認められた頃だ。現実的に考えて、エリオットは王子を勇者にすることを諦めたのだろう。冷静に物事を考えられそうなヤツだったからな」

   　確かにあのふたりは同じカルロス王子の側近でも、ふたりだけで一緒にいるところを見たことがない。

   　フェリプは騎士たちと連れ立って歩いているところをよく見るけど、エリオットはひとりでいることが多かった。

   　それは何だか寂しいことのように思えた。
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   　なかなか調査が進展しない中、僕はカルロス王子に呼び出された。

   （何の用だろう？）

   　そう思って私室に行ってみると、出会った時と同じ黒い鎧よろいを、王子は身に着けていた。

   「来たか。あれから魔物たちは領内に侵入してきていないようだな。こちらの動きを察知されたのかもしれん」

   「はい、ソロンも警戒されているのではないかと言っていました」

   「だろうな。だが代わりに国境のほうで動きがあった。魔王軍が久方ぶりに攻めてきたらしい。俺は今からそちらに向かう。おまえも一緒についてこい」

   　王子が手甲をつけた指で僕を招いた。

   「僕が？　何な故ぜですか？」

   「おまえは勇者だ。これから幾度となく魔王軍と戦うことになる。ならば、戦場を見て、連中のことをもっと知っておいたほうが良い。こういう経験はいずれおまえの役に立つだろう」

   　言われてみれば僕は戦争を知らない。僕のいた王国は魔王軍の侵攻を阻止していたからだ。確かに勇者を名乗るなら、魔王軍がどんなものか見ておいたほうが良い気もする。

   　ただ、仲間たちに知らせずに行くのは気が引けた。

   「だったら、ソロンたちにも言っておかないと……」

   「後で伝えさせる。教えたら全員ついてきかねないからな。あの者たちはおまえのことを大切に思っている。それは悪いことではないが、このままだとおまえ自身は成長できんぞ？　おまえたちの戦いは一度目にしたが、勇者であるおまえが強い仲間たちに振り回されているようにも見えた」

   「それは……」

   　痛いところを突かれて答えに詰まる。カルロス王子が目を細めて笑った。

   「たまにはひとりで行動するべきなのだよ、おまえは。剣の腕は決して悪くない。才覚はないが、血のにじむような修練の痕が見える。それ故に、自分が仲間たちに遠く及ばないことも自覚してしまっているのだろう？」

   「はい」

   　素直に頷うなずいた。剣ではレオンに、攻撃魔法ではソロンに、回復魔法ではマリアに届くことは決してないだろう。間違いなく僕が一番弱い。

   「自覚するのは良い。だが、それで気後れするのは悪い。とはいえ、言葉で言ってもわからぬだろうから、俺についてくるがいい」

   　そう告げると、カルロス王子は颯さつ爽そうと歩き出した。

   　僕も自然とその背中を追った。

   


   　　　　※　※　※

   


   　リュドニアの王都からそう遠くない国境付近の平原。そこにリュドニア軍は集結していた。遠くには何千何万という魔物の大群が見える。少なくとも、数はリュドニア軍の倍はいるだろう。

   　僕は貸してもらった馬に乗りながら、初めての大掛かりな戦いを前に緊張していた。

   「アレス、おまえは俺の近くにいろ。リュドニアの戦い方をよく見ているが良い」

   　やはり馬上のカルロス王子から指示を受ける。

   　それを耳にした側近のフェリプが馬を寄せてきた。

   「殿下、何故他国の人間を戦場に？　ここは見物客を置いておけるような場所はございませぬぞ」

   「あたりまえだ、フェリプ。俺の首を狙って魔物どもが殺到してくるからな。見物客になれるはずがなかろう。アレスには騎士のひとりとして戦ってもらう」

   　黒い兜かぶとで表情は見えないが、その声は笑っていた。

   「もし、勇者を死なせるようなことになれば、後から問題になるかと」

   　もうひとりの側近であるエリオットが淡々と王子に進言した。僕の心配をしているというよりは、王子の責任問題になることを危惧しているのだろう。

   「ここで死ぬようでは、どちらにしろ魔王など倒せまいよ」

   　そう告げるとカルロス王子は剣を抜き放って、頭上に掲げた。

   「弓兵隊、前へ！」

   　騎兵の前に弓兵たちが進み出て、矢をつがえた。

   　見れば魔物たちが迫っており、距離が大分詰まっている。王子は間合いを測るように、剣を掲げたままだ。

   　魔物たちが近づいてくる。その恐ろしい形相が見えるくらいに。

   　まだ矢を打たないのかと、僕の心臓が早鐘のように脈打った。

   「放てっ！」

   　王子が剣を下ろすと同時に、無数の矢が一斉に空を切り裂き、魔物たちへ降り注いだ。

   「構えっ！」

   　その戦果を確認する前に、王子は次の矢をつがえるように指示を下し、今度はすぐさま放たせた。さらにもう一度同じことを繰り返すと、突進していた魔王軍の勢いはかなり衰えていた。

   「突撃！」

   　カルロス王子は弓兵たちの間を抜けて、馬で駆け出した。当然のように騎士たちも続き、僕も慌てて馬を走らせる。

   　リュドニア騎士団は雄叫びを上げながら、一本の槍やりのように魔物たちの群れのど真ん中を貫いた。魔王軍も勢いを失っていたとはいえ、ホブゴブリンのような屈強な魔物は矢が刺さった状態でも反撃してくる。それに数的有利は未いまだに敵にあった。

   　騎士団を押し包むように、両側から魔王軍が殺到してくる。

   　次々と襲ってくる魔物たち。僕は必死に剣を振るい、懸命に盾で防いだ。無我夢中だった。気付いたら馬から下りていたくらいだ。

   　周りにはカルロス王子直属の精鋭の騎士たちがいるので、ひとりで戦っているわけじゃない。でも、魔物のほうが圧倒的に多くて、決して気を抜くことはできなかった。

   　カルロス王子はもちろん、フェリプもエリオットも見事な戦いぶりだ。特にエリオットは抜きんでている。カルロス王子の次くらいには腕が立つかもしれない。

   　戦いの最中にフェリプに狙われることを少し心配していたけど、彼はそんな素振りは一切見せずに勇猛に戦っている。とても魔王軍と内通しているようには見えなかった。

   　戦況はリュドニア軍が優勢。ただ、しばらく戦っていると、オーガの一団がこちらに向かってくるのが見えた。まだ無傷で数も多い。カルロス王子を狙っているのだろう。

   （あれは防ぎきれないかもしれない）

   　王子に注意を促そうと、その姿を捜したが、かの王子は馬に乗ったまま戦い続けており、全体にくまなく目を配っていた。当然、オーガたちにも気付いていて、声を張り上げると、後方に待機していたリュドニアの魔法使いたちに指示を下した。

   「魔法の用意を！」

   　王子の声に魔法使いたちが呪文の詠唱を始める。それが唱え終わるかどうかというところで、王子がオーガたちを剣で指し示した。

   「撃てっ！」

   　間近に迫っていたオーガたちの只ただ中なかで、次々と起こる魔力による爆発。

   　さしもの強きよう靭じんなオーガたちも、その強力な魔法の前に息絶えていった。

   （もっと魔法を使えば良いのに）

   　一瞬、そんなことを考えたけど、唱えた魔法使いたちはかなり消耗している様子だった。

   　普段ソロンと一緒にいるから忘れてしまうが、魔法を連続で使うことは難しい。魔力は有限であり、大掛かりな魔法を使うと回復するまでにかなりの時間がかかる。

   　つまり、ここぞというところでしか使えない。

   　それが今だった、とカルロス王子は判断したのだろう。

   　でもこれで終わりじゃない。恐らく魔王軍を指揮している魔人の狙いは、リュドニア軍を肉体的にも精神的にもすり潰すことなのだろう。間断なく魔物たちが投入されている。

   　カルロス王子は馬に乗ったまま声を張り続けた。

   　自分は健在であると、戦いは優勢に進んでいると、皆を鼓舞するかのように。

   


   　戦いは続き、気が付くと僕の周りのリュドニアの騎士たちが大分減っていた。倒れた、というより敵味方が入り乱れる混戦になったせいだろう。

   　そんな中、僕は一匹のホブゴブリンを斬り倒した。なかなかの強敵だったので、その戦果に少し気が緩んでしまった。すぐ傍そばにオーガが接近していることにも気が付かなかったくらいに。

   　振り上げられたオーガの大鎌が迫っていた。けれどすぐには腕が上がらない。

   　そして、肉を断つような鈍い音が聞こえた。

   　僕を狙っていたオーガが首から血を流して崩れ落ちる。

   　馬で駆けてきたカルロス王子が、その勢いのままに斬ったのだ。

   「アレス、おまえは回復魔法が使えたな？　俺の疲労を癒いやしてくれぬか？」

   　王子は僕の命を救ったことを誇ることなく、馬上から声をかけた。

   「王子……」

   　言われた通りに神に祈る。その間も王子は僕を守るように戦い続けていた。

   　ささやかな光が王子を包み込む。でも、疲労の回復だから目に見えた効果はわからない。

   「便利なものだな、勇者というものは」

   　その声は嬉うれしそうだったから、多分上手うまくいったのだろう。

   「前線で戦える上に攻撃魔法も回復魔法も使える。一国にひとり、いや、一騎士団にひとり欲しいものだ」

   　そんな冗談を言った後、王子はまた駆け出した。

   「アレス、後年伝記を書くようなことがあれば、『リュドニアの王子に救われた』と書くのだぞ。おかげで魔王を倒せた、とな」

   　と付け加えて。

   


   　　　　※　※　※

   


   　どれだけの時間が経たったのだろうか。昼に始まったはずなのに日は傾きかけている。

   　そこでようやく魔王軍は撤退を始めた。

   　追撃は……できない。リュドニア軍も限界だったのだ。僕だって疲れ果てている。もう剣を持つ手に力が入らない。

   　カルロス王子が魔王軍を威嚇するように、自軍の勝利を誇示するかのように叫んだ。

   　騎士たちも兵士たちも共に叫んでいる。僕も一緒になって叫んだ。言い知れぬ高揚感とわずかな虚むなしさがそこにはあった。

   　戦場にはたくさんの魔物たちの死体と、それよりは少ないけどリュドニアの兵士たちの遺体が横たわっていたからだ。さっきまで肩を並べて戦っていた騎士のものも、その中には含まれている。

   　人が死ぬのを見たのは初めてじゃないけど、こんなに多くの人と魔物が死んでいるのを見たのは初めてだった。

   「なかなかやるではないか。さすが勇者だな」

   　カルロス王子が近くに寄ってきて声をかけてくれた。既に兜を外し、人好きのする笑みを浮かべている。

   「王子も……見事な指揮でした。完璧だったのではないでしょうか？　それでも犠牲は出てしまうものですが……」

   　本当に見事な戦いぶりだった。リュドニアの勇者と言われるだけのことはある。

   「何を言う、完璧などではないぞ？」

   「えっ？」

   [image: ]

   　思わず王子を無遠慮に見てしまった。その顔からは表情が消えている。

   「完璧なことなど、この世にはない。矢を放ったときも、突撃をかけるときも、魔法を唱えさせたときも、後で考えればもっと良い瞬間があったかもしれん。もう少し前であれば、もう少し後であれば、よりよい戦果が上がったかもしれぬ。死んでいった兵士や騎士の数はもっと少なかったかもしれぬ。俺は戦いの後、ずっとそんなことを考えている。考え続けている。何な故ぜだかわかるか？」

   「いえ……」

   　僕にそんなことがわかるはずがない。偉い人のやることなんて。

   「それが俺の責務だからだ。アレスよ、勇者よ、おまえも責務を恐れてはならん。おまえが自分で仲間に命令を下さないのは、恐れがあるからだ。自分のせいでうまくいかないかもしれない、仲間が傷つくかもしれないという恐れだ。人に任せたほうがうまくいくかもしれんし、そのほうが楽だからな。だがな、アレスよ」

   　王子が顔を強こわ張ばらせた。

   「勇者が勇者たる由縁は、その覚悟があるからだとは思わぬか？　蛮勇ともいえる覚悟だ。なにせ人の未来を背負うような覚悟なのだからな。常人が背負えるようなものではない。そうは思えぬか？」

   「それは……」

   　そうかもしれない。僕は魔王さえ倒せれば、それで良いと思っていた。自分さえがんばれば何とかなるんじゃないか、って。だけどそうじゃなかったんだ。

   　目の前の死し屍し累るい々るいとした光景を見詰める。僕はこの戦いを終わらせるために魔王領に行くのだ。そのためには自分ひとりの力ではとても足りない。

   「あまり気負いすぎるのも良くないのだがな。おまえは生真面目なヤツのようだから」

   　王子は表情を緩めた。

   「だがな、アレスよ。覚悟せよ。その道はおまえが思うほど簡単ではない。自分の命を捨てれば叶かなう願いではないのだ。己が死ぬ覚悟など誰でも持てる。たとえ心が弱くともな。勇者はその逆だ。何があっても生きる覚悟を持たねばならん。そして人の光となり、他人の命を背負っていかなければならない。逃げ出したくなるような辛い道だ」

   　わかるか、と王子は優しく諭した。

   　何も言えなかった。刃を突き付けられたような気分だった。

   「もし覚悟が定まらぬのなら、いつでも言え。俺が代わりに勇者となってやるからな」

   　そう冗談めかして、カルロス王子は穏やかに笑った。

  


  
   [image: 待ち伏せ]

   


   


   


   　国境での戦いが終わった後、リュドニア騎士団は王都で凱がい旋せんを行った。

   　カルロス王子によると、これも大事なことなのだという。

   「リュドニア軍は強い」「自分たちは安全だ」「国のやることに間違いはない」ということを示さないと、民衆は簡単に揺らいでしまうらしい。

   　馬に乗ったまま王城を目指す僕らを、人々は熱狂的に出迎えてくれた。街路にびっしりと並び、リュドニアとカルロス王子の名を連呼している。

   　それは嬉うれしいものなのだけれど、実は多くの兵士たちはまだ戦場に残っていて、戦死者の回収や死体の処理などを行っている。

   　すぐに戻ってきたのは騎士団だけで、これは晴れやかな表舞台のことに過ぎない。後で亡くなった兵士の家族への遺体の引き渡しや、集合墓地への埋葬などが行われることになると聞いていた。

   　そのことを考えると、どうしても表情は暗いものになってしまう。

   「笑え、アレス」

   　カルロス王子が声をかけてきた。凱旋するにあたって王子は僕を傍そばに招き、隣り合って、馬を歩かせていた。

   「笑わないと民が疑念を抱く。今はみなが不安に思っておるのだ。『勝利したが危なかったのではないか』などとな。そうなればせっかくの勝利が台なしだ。笑うのだ、アレス。たとえ余裕がなくともな」

   　実際、王子は笑っていた。おおらかで人を安心させるような顔で。

   「おまえは勇者だ。勇者とは人の希望の光。その光に不安や動揺があってはならん。だから辛くとも悲しくとも、笑わなければならん」

   　王子の言う通りだと思った。だから、僕は無む理り矢や理り笑った。

   「ふむ、やればできるではないか」

   　すると、カルロス王子は大きく息を吸って、それから叫んだ。

   「聞けっ！　リュドニアの民たちよ！　此こ度たびの戦では、ここにいる勇者アレスも共に戦った！　そして、アレスは百の魔物を打ち倒し、その力が確かなものであることを示したのだ！　俺は確信した！　この者こそ魔王を倒す勇者に違いないと！　近い将来、必ず魔王を倒してくれると！」

   　王子の言葉に民衆は爆発的な歓喜の声をあげた。そして僕の名も叫び始めたのだ。

   「勇者アレス！」と、幾度も幾度も。

   　僕は顔を引きつらせながら手を振って、その声に応えた。

   「勇者の座を譲ってやるのだ。これくらいはしてもらわぬとな」

   　そう言って、カルロス王子は片目をつぶった。

   　けれど、小さな声で続けた。

   「おまえには我が国の民たちの希望も背負っていってもらう。俺の想おもいと共に、な。それが勇者というものだ。強くあれ、アレス。たとえ何があろうと。振り返るのは良い。だが、それに囚とらわれてはならん、決してな」

   　僕に向けた王子の表情は、何な故ぜかひどく辛いもののように思えた。

   　凱旋を終えた後、僕は王城に戻ったのだけど、そこで待っていたのは不機嫌さを隠そうともしていない仲間たちの姿だった。

   


   　　　　※　※　※

   


   「あまり勝手なことをするな、万が一のことがあったらどうする？　おまえには世界を背負っているという自覚が足りないんじゃないのか？」

   　レオンが整った顔を歪ゆがませて怒っていた。

   「すまない、レオン」

   　レオンは言わなかったけど、僕がいなかった間は追跡調査をひとりでやっていたはずだ。それを思うと本当に申し訳ない。

   「そうですよ、アレス。リュドニアの方々の中には、あなたに悪意を持った人がいるかもしれないんですよ？　もしかしたら、戦いの最中に背中から狙われていたかもしれません。そうなったら、どうなっていたことか……わたしが近くにいれば治すこともできるでしょうが、いなかったら死んでしまうかもしれないのですよ？」

   　目を潤ませ、心から案じていたかのような表情を浮かべるマリア。まるで宗教画に描かれた聖女のようだった。さすがに胸に痛みを感じる。

   「カルロス王子から突然言われたことで、断り切れなくて……悪かったと思っているよ、マリア。ごめん」

   　得たものは色々あったのだけど、ここは謝るしかない。

   「そうですか。反省しているのなら、もう二度とわたしの傍から離れないでくださいね。あぶないですから。具体的に言うと、わたしの手の届く範囲です。わかりましたか？」

   　不安げな顔を一変させて、マリアが怪しく微笑ほほえむ。

   　それはちょっと嫌なので、僕は笑って誤ご魔ま化かすことにした。

   「まあ、あの王子のことだ。いくつか思惑があったのかもしれんがな」

   　眉間に深い皺しわを寄せているが、ソロンは今回の件に理解を示した。

   「思惑？　確かに良い経験にはなったけど……」

   「そういうことじゃない」

   　大賢者がひとつため息をついた。

   「おまえを連れ出すことで、内通者をあぶり出そうとしていた可能性がある。王子はおまえを傍に置いて戦っていたのだろう？　何か不審な動きをするヤツがいたら、その場で叩たたき斬きって戦死ということにしようとしたんじゃないか？」

   「なるほど。戦死扱いなら名誉は保たれる。内通の事実もなかったことにできるというわけか」

   　レオンが顎に手を当てて感心している。

   「あの王子は勇者ではないかもしれないが、紛れもない英雄だ。それくらいのことは、やってできないことはない。それからもうひとつ。王都に戻ってきてから、おまえのことを勇者と認めて褒ほめ称たたえたそうじゃないか。これは絶妙な一手だ。民衆を安心させるという表向きの効果もあるが、自らがアレスを勇者と認めたことを喧けん伝でんすることで、リュドニア国内の勇者論争に終止符を打つことができる。恐らく王子は、王子派に内通者がいたときのことを考えたのだろう。その場合、勇者をアレスと決定づけてしまえば、内通者は諦めて、魔物たちを引き入れることを止める可能性もあるからな」

   　ソロンの言う通りかもしれなかった。あのカルロス王子は本当に色んなことを考えている。僕なんかよりも、よっぽど勇者にふさわしいのかもしれない。

   「シェイプシフターのことはともかく、人間の内通者はいないに越したことはない。魔物に仕立て上げたり、戦死扱いにして処理しなければならなくなって手間がかかる。カルロス王子はそこまで考えていたのさ。ただ、今回の件は逆に作用する可能性もある」

   「逆？」

   「頭に血がのぼって、焦ってアレスを始末しようとするかもしれないってことさ。まあ、こちらの調査に引っかかりやすくなっていいがね」

   　物騒なことをソロンは平然と言った。

   


   　　　　※　※　※

   


   　それからしばらく経たったある夜、落ち着くのを待っていたかのように塗料を付着させた人物が城から移動するのを、ソロンが感知した。

   「今日は誰の番だ？」

   　ソロンが僕とレオンを交互に見た。

   「僕の番だ」

   　僕は手を上げると、ソロンから詳細な場所を教えてもらって、対象者の後を追うために部屋から出た。

   


   　本当は王城から黙って出ていくのは、警護の兵士たちが大勢いて難しいんだけど、僕とレオンはソロンから気配を隠す護符を借りているので、比較的楽に抜け出すことができた。

   　でも、この護符も完全に気配を隠せるわけじゃなくて、存在感を薄くする効果しかないらしい。ソロン曰いわく、

   「女が恋愛感情を持たない男を、虫けら程度にしか見み做なさないのと同じようなものだ」

   　とのことだった。酷ひどい説明だと思ったが、マリアが満面の笑みで、

   「そうですね」

   　と相槌を打った。……そんな風に考えているのは、マリアだけだと思いたい。

   　ともかく、今回も城から出ていくことには成功した。

   　教えられた道を走って人影を探す。

   　すると、ひとりの男が周囲の様子を気にしながら歩いているのが見えた。

   　夜で星明りしかなく、外見で男か女かを判別するのが精一杯だ。

   　そのまま後を付けていくと、男が向かった先は、ちょっとした大きさの館だった。

   　多分、貴族のものなのだろう。でも、こういう場合は男女の逢あい引びきである場合が多い。

   　今日もまたそのパターンなのかと思った。

   　だけど、館の門の篝かがり火びで男の顔が見えた瞬間、僕は息を呑んだ。

   　フェリプだった。

   　彼の顔も幾分緊張している。僕と同じくらいの歳としだから、女性との密会で緊張しているのかもしれないけど、確認する必要はある。

   　フェリプが門の中に入った後、僕はそっと館に近づいた。さすがに同じように門から入ることはできないので、館を取り囲む塀を越えるしかない。幸いにもそれほど高いものではなかったから、塀の上に手をかけて一気に乗り越えた。

   　──が、下りた先の庭で待っていたのは、十人ほどの男たちだった。鎧よろいは着けていないけど手に剣を握っている。その慣れた様子から、恐らくは全員騎士なのだろう。

   　そして、フェリプも姿を現した。

   「待っていたぞ、偽りの勇者アレス」

   　抑揚のない声でそう告げると、彼は剣を抜いた。
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   　──カルロス様を勇者に──。

   　わかっている、それが自分たちの妄執であることも。

   　だが、あのとき俺の命を救ってくれた騎士たちがカルロス様を勇者だと、世界を救ってくれると信じて死んでいった。今更、後戻りはできない。

   


   　俺たちが戦場に立つ前から、リュドニア軍の本当の敵は魔王軍ではなく、後方の味方だった。

   「決して深追いをするな」「守りに徹しろ」「こちらから攻めてはならない」

   　国王の名のもとに打ち出された方針は、そのようなものばかりだった。

   　人間相手の戦いであれば、決して間違ったものではなかったかもしれない。

   　だが、魔王軍は人ではない。ヤツらは大敗したとしても、そこらの魔物たちをかき集めることで、すぐに復活することができた。リュドニア軍が戦いに勝ったところで、時間が経たてば、魔王軍はまた同じように攻めてくるだけだった。

   　だから、本当の意味での勝利を手にするためには、魔王軍を指揮する魔人を倒さなければならなかった。その魔人が生きている限り、魔王軍は何度でも攻めてくる。

   　当然、守っているだけでは無理な話だ。そこで軍部は幾度となく攻勢の許可を王都に求めた。そして、そのすべてを却下された。

   「攻勢に出るのは危険である」とされて。

   　こうして、国境を守る騎士や兵士たちは疲弊していった。

   


   　そんな中、カルロス王子が前線の指揮官に任命され、国境の砦とりでに派遣された。俺とエリオットも一緒だった。

   　──剣にも魔法にも長たけた『リュドニアの勇者』──。

   　カルロス王子は戦場に来る前から、大々的にそう喧けん伝でんされていた。

   　これは王子が民衆からの支持を得ることで人心を安定させることと、王族の一員を前線に立たせることで軍部の不満を逸そらすための措置でもあった。

   　当初はそれで上手うまくいった。

   　王子が期待に応え、自ら先頭に立って剣を振るって味方を鼓舞し、強力な魔法を駆使して魔物たちを撃退したからだ。そして、数多あまたの戦功を立てることで、その二つ名に偽りのないことを示した。

   　初めはその力に懐疑的だった騎士や兵士たちも、戦場での王子の姿を見て、次第に心を寄せるようになっていった。『輝けるリュドニアの勇者』。戦場でも魔人を何体も討ち取り、魔王すらも打倒できると思わせる才覚を見せた。

   　できないことなど何もないと思わせるには十分な輝きだった。

   　だが、次第にその王子自身が疲弊していってしまった。

   　いくら魔物たちを倒しても、畑から収穫される芋の如く、あっさりと補充されて繰り返し攻め寄せて来るからだ。積み重ねた勝利には何の意味もなかった。

   　結局、国王の肝煎りで派遣された我々も、守るだけでは埒らちが明かないことを思い知らされることになったのだ。敵将である魔人を倒さなければ、決して勝利を得られないということを。

   　敵もそのことがわかっているから、前線に出してくるのは下級の魔人ばかりだった。

   　指揮官である上級の魔人は後方から指揮を取り、決してその姿を現すことはない。

   　そして、愚直に同じ攻撃を繰り返し、リュドニア軍を削っていた。魔人たちは愚かではない。こちらの事情を把握した上で、もっとも適切な戦法を用いていたのだ。

   「敵将の魔人を倒さねば、この戦いは難しいかもしれん」

   　王子も次第にそんな言葉を口にするようになり、多くの将兵たちが同調していった。当然だ。それは元々彼らの主張だったのだから。

   　しかし、王子がそのように報告しても、王都に籠もる国王や重臣たちはリュドニア軍からの攻勢を固く禁じた。常識的に考えれば守るほうが戦いやすく、攻めることには危険が付きまとう。その危険を冒したがらなかったのだ。

   　慢性的に続く戦い。味方ばかりが消耗してく現状。

   　それを憂えた王子は、とうとう決断を下した。

   「魔王軍を指揮する魔人を倒す。真の勇者であれば魔王を倒せるのだ。ならば、俺とて魔人を倒すことなど造作もない」と。

   　その言葉に共に戦っていた者たちは、誰も異議を唱えることはなかった。

   　次期国王であるカルロス王子の意志であれば、王都も厳しく咎とがめることはないと、むしろ皆が賛同した。

   


   　王子と参謀たちが立てた作戦は簡潔だった。

   　まず、攻めてきた魔王軍をいつも通り撃退し、その後、敵が撤退したところを全軍をもって追撃する。今まで追撃されたことなど一度もなかったのだから、これだけでも奇襲のような効果が期待できた。

   　無論、狙いは敵将の魔人である。この逆撃によって討ち取れれば良いのだが、恐らく魔人はすぐに戦場から離脱することが想定される。

   　そこで、あらかじめ王子率いる精鋭部隊が後方に回り込んで、離脱してきた魔人を倒す、というのが最終目的だった。

   　簡潔な作戦だけにわかりやすく、成功の可能性も高いと思われた。

   　魔王軍はずっと同じ行動を繰り返してきたので、こちらの追撃を予想していないはずだった。少なくとも、最初の一撃となる今回に関しては。

   　こうして作戦は王都の指示を仰ぐことなく決行された。

   　いつも通りの魔王軍の攻撃。

   　それをリュドニア軍がいつも通り防衛した。敵に気取られぬように、必要以上に気勢を上げずに。

   　その間にカルロス王子は、俺とエリオット、それに選抜された騎士たちを連れて、騎馬で大回りをし、魔王軍の背後を取ることに成功した。

   　後は魔王軍が撤退するのを待つだけ。

   　実際、砦の攻防戦はいつものようにリュドニア軍が勝利し、魔王軍は撤退し始めた。

   　ここで砦のリュドニア軍が総力を上げて追撃を開始。多大な戦果を上げながら、敵の本営を目指した。敵将である上級の魔人は無理をせずに戦場を離脱して、後方へと撤退。

   　すべて予定通りだった。逃げて来た魔人は、待ち伏せていた我々の前に姿を現したのだから。そう、予定通りだった──魔人たちの──。

   　魔人はこの展開を予測して、ずっと後方に兵を伏せていた。

   　俺たちは前からは撤退してきた魔王軍に、後方からは伏兵によって挟撃されたのだ。

   　乱戦となったのは一瞬のことで、我々は魔王軍に飲み込まれていった。それは地獄のような戦いだった。

   　連れてきた騎士たちは、カルロス様の盾となって次々と死んでいった。

   「カルロス王子を勇者に……」

   　騎士たちは一様に同じことを最期の言葉として残した。王子こそ魔人を倒し、魔王を倒せる唯一の存在であると信じて死んでいったのだ。

   　そして、彼らが命を賭したおかげで追撃してきたリュドニア軍が間に合い、何とか我々は逃れることができた。

   


   　命令違反と作戦の失敗の責任はすべてカルロス様の補佐役を行っていた将軍の責任となり、更迭されてしまった。

   　そして、新たな将軍が王都から派遣され、命令の厳守を求められた。

   　こうしてまた同じことが繰り返された。

   　いや、同じではない。あの失敗によって多くの優れた騎士を失い、状況は悪化した。

   　カルロス様も直接責任は問われなかったものの、立場は著しく悪いものとなった。

   　一時は王都に呼び戻されて、かなり𠮟責を受けたらしい。

   　確かに大敗の責任はカルロス様にあったかもしれない。

   　しかし、どちらにしろ、あのままでは将来の劣勢は免れなかったのだ。

   　一度の失敗で怯ひるんでしまったら、何のためにあの騎士たちは死んでいったのかわからなくなってしまう。もう一度機会があれば、今度こそ成功すると我々は思っていた。

   　そのためには王都の連中が邪魔だった。

   　保守的で戦争のことなど何も知ろうとせずに、口だけ出す老人たちが。

   「このままでは駄目だ」と危機感を覚え、我々はカルロス様を王位に就けるために仲間を集めた。戦いも辞さない覚悟で。

   　その矢先にカルロス様が病に倒れてしまったのだが……。

   


   　だが、わたしはまだ諦めていない。

   「カルロス様を勇者に」

   　その言葉は今も自分の胸に深く刻まれているのだから。
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   「何な故ぜだ、フェリプ。何故、そこまで僕を目の敵にする？」

   　剣を抜き、周囲の騎士たちを牽けん制せいしながら、僕はフェリプを問とい質ただした。

   「勇者はカルロス王子ただひとり。他の勇者など不要だ」

   　言い切ったフェリプの顔色は青白く、その言葉ほど信じ切れているとは思えなかった。

   「それは違う！　誰かが魔王を倒せば良いんだ！　倒した人間こそが本当の勇者になれるんだ！　それは僕じゃなくたっていい！」

   「『誰かが倒せば良い』などと皆が考えているから、殿下は勇者になることができなかったのだ。国王陛下も重臣たちも自分たちの身の安全だけを考え、リュドニアを守るためだけに殿下を良いように使っている。勇者など他の人間がやればいいと、他の誰かが魔王を倒せば良いと自分に都合の良いことばかりを考えてな」

   「それが何で僕を襲うことに繋つながるんだ！」

   「おまえが勇者として名乗りを上げてしまったからだ。他に人がいないことがわかれば、陛下たちも王子が勇者に他ならないということが理解できるはずだった。今や王国だけでなく、近隣のほとんどの国がおまえに期待を寄せている。ただ、預言者に選ばれたというだけでな。

   　それもおまえの腕が立つならまだ納得ができる。だがな、俺はおまえたちを魔物たちから救ったときも、この前の戦いのときも、おまえのことを見ていた。

   　アレス、おまえにはそこまでの力はない。カルロス王子に大きく劣っている。魔王など倒せるはずがない。おまえは仲間の名声で人の期待を集めている偽者だ。世界は救えない。故にその存在を許すことはできん！」

   　レオンたちと僕の力の差が気に食わないというのか？

   　ずっと言われてきたことだ。そんなことは僕が一番わかっている。

   「だけど、カルロス王子は納得していた！　僕のことも勇者だと認めてくれていたじゃないか！　あなたのやっていることは王子の意志に反するぞ！」

   　言い訳はしたくなかったけど、少なくとも今は人間同士で戦うべきではない。何とか説得したかった。

   「たとえ一時的に王子の意志に反するとしても、これこそが正しい道なのだ。おまえを殺せば、責任感の強いカルロス王子は代わりに勇者として立たざるを得なくなるだろう」

   「だが、王子は君たちを許しはしない！」

   「それも覚悟の上だ。我々は死など恐れたりしない。人の未来のために捨て石になるつもりだ！」

   　──己が死ぬ覚悟など誰でも持てる──。

   　カルロス王子の言葉が脳裏をよぎる。

   　滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈だったけど、フェリプたちが僕を殺せば、カルロス王子が勇者として魔王討伐に赴く可能性は確かにあった。そういう意味では、彼らの行動は間違っていないのかもしれない。

   「……これ以上話しても無駄なのか？」

   「そうだ。そして、この人数を相手に生き残れるほど、おまえは強くない。諦めて大人しく死ぬがいい」

   　憐あわれむようにフェリプは告げた。

   「いや、時間は十分稼げたよ」

   「なに？」

   　そのとき、館の門のほうから木が割れるような音が響いた。

   　囲んでいた騎士たちが思わず注意を逸そらす。隙をついて僕は駆けだし、騎士のひとりの脇腹を斬って包囲を抜けた。

   「ぐあっ！」という声と共に、斬られた騎士が倒れる音が背後から聞こえた。人を斬ったのは初めてで、少しだけ腕が震えている。

   「貴様っ！」

   　他の騎士たちが色めき立って僕に斬りかかろうとしたけど、突如発生した爆発に巻き込まれて、轟ごう音おんと共に吹き飛んだ。もちろん、魔法によるものである。

   「本当に単純な連中だ。相手が罠わなにかかったと思ったら、それ以上のことは考えなくなる。オーガ並みの知能しかないのか？」

   　悪態をつきながら館の門から現れたのは、愛用の杖つえをかざしていたソロンだった。その後ろにレオンとマリアの姿も見える。

   「おまえらの考えていたことなど、お見通しだよ。俺たちが内通者の調査をしていることを知っていて、ずっと見張っていたのだろう？　それで実際に動いているのがアレスとレオンだということがわかって、その順番を把握してアレスが動く日を狙い、この館に招き入れたというわけだ」

   「何故、そのことを……」

   　フェリプの声はうわずっていた。

   「俺を誰だと思っているんだ？　大賢者だぞ？　凡人の分際で俺を敵に回して、アレスを罠にはめようなど片腹痛い」

   　ニタリと薄気味悪い笑みを浮かべる大賢者。どちらかというと、ソロンのほうが悪いことをしている側に見える。

   「どうせ自分勝手な理想を掲げて暴走しているのだろうさ。今までの歴史の中でも、そういう連中はいくらでもいた。話し合っても無駄だということも聡そう明めいな俺にはわかっている。やれ、レオン。人を斬る良い機会だ。初めてはここで済ませておけ」

   　ソロンはレオンをけしかけたが、当の剣聖は困惑していた。

   「いや、待て。俺はそこまで割り切ってないぞ？　ちょっとおまえは極端すぎないか？」

   　剣を抜いていたものの、レオンはすぐに戦う気はなかったようだ。

   「リュドニアの騎士たちよ、投降するんだ。主の命に背くなど、騎士としてあるまじき行為。今ならまだ間に合うはずだ。少なくとも、騎士としての名誉は守られるだろう。俺から口添えしても良い。よく考えられよ！」

   　さすがレオン。清すが々すがしいほど騎士らしい正論だった。

   「良く考えた上での行動だ、剣聖レオン。おまえが勇者であれば、まだ納得できたものを！」

   　騎士のひとりが叫んだ。

   　その率直な言葉に少しばかり僕が傷ついていると、突如として、叫んだ騎士の頭上に雷が落ちた。

   「ぎゃっ！」と短く叫んで、騎士が身体を痙けい攣れんさせる。

   　あの雷撃には見覚えがあった。昔、何度も喰くらったことがある神の奇跡だ。

   「ああ、神はお怒りのようです。レオンなら納得できた？　まったく理解ができません。あなたがたの目は節穴なのですか？　何故、アレスの素晴らしさが理解できないのでしょうか？　彼こそが人の光、神の恩おん寵ちようを超えた奇跡であるというのに。

   　──いえ、確かにアレスの素晴らしさは、わたしにしか理解ができないのかもしれませんね。アレスの真の理解者はわたしひとり……そう考えれば悪くありません。ああ、だからと言って許されるわけではありませんよ？　それはまた別の話ですから」

   　杖を前に傾けたマリアが、よく響く美しい声で不穏なことを告げた。

   　その表情が冷めたものから、華やいだものへと鮮やかに切り替わる。

   　隣で説得を試みようとしていたレオンが戸惑っていた。

   「くっ、聖女まで戦えるのか！　アレスひとりを狙え！　仲間には構うな！」

   　フェリプが指示を飛ばした。僕が一番弱いからだろう。

   　次々と斬りかかってくる騎士たち。それに対して、僕は地面の土を蹴り上げた。

   　舞い上がった土が騎士たちの視界を塞ぐ。

   「なっ!?」

   　怯ひるんだところを先に斬りつけた。致命傷は要らない。攻撃しやすくて、相手が動きにくくなる箇所を狙う。手首とか足とか指先とか、そういう守りに意識がいきづらいところを。

   「卑ひ怯きような剣を！」

   　僕に指を斬られた騎士が剣を取り落として、顔を赤らめて罵った。

   　関係ない。僕は騎士じゃない。約束事や作法なんか守るつもりはない。

   　構わず剣を振るい続ける。

   　そうやって三人を動けなくしたところで、フェリプたちに取り囲まれた。

   「下劣な！　やはり、おまえは勇者などではない！　恥を知れ！」

   「魔物はそんな上品な相手じゃないと思うけど？　あなたたちは魔王に対しても、礼儀作法を求めるのかい？」

   　どんな手段を使ってでも勝つ。僕はそれだけを考えて、ここまでやってきた。騎士になりたかったわけじゃない。英雄になりたかったわけじゃない。ただ、魔王を倒す勇者になりたかったんだ。

   「減らず口を！」

   　怒って斬りかかろうとした騎士が、前のめりに崩れ落ちる。

   　その後ろにはレオンの姿があった。

   「話している最中、申し訳ないんだが」

   　レオンは肩をすくめた。

   「後はおまえたちだけだ」

   　見れば、僕を囲んでいたフェリプたち以外の騎士はみな地面に倒れていた。

   　魔法が使われた形跡はない。レオンに斬られたのだろう。

   「我々はあの地獄を生き延びたリュドニアの精鋭だぞ？　剣聖レオン、化け物か！」

   　フェリプの声は強こわ張ばっている。

   「言っておくが、アレスは俺とそこそこ渡り合えるぞ？　もちろん、俺のほうが強いがな。しかし、おまえたちよりはずっとマシだ。たとえどんな相手であろうと、しぶとくて諦めが悪いんだ、アレスの剣は。おまえらにこいつを馬鹿にする資格はない」

   　吐き捨てるようにレオンは言った。

   「投降しろ、おまえらにもう勝ち目はない」

   「くっ！」

   　フェリプは身を翻すと館の中へと走った。残った騎士たちも後に続く。

   　僕は追うかどうか躊ちゆう躇ちよした。襲撃してきた証拠は十分だったので、逃げたところでフェリプたちがもう終わりなのは明らかだった。

   （わざわざ追い詰める必要はないか？）

   　そんなことを考えていると、マリアが口を開いた。

   「ソロンの魔法で建物ごと燃やしては？」

   　……こいつは本当に聖女だろうか？

   「俺はやらないからな」

   　さすがのソロンも拒否した。マリアほどには非情にはなれなかったらしい。

   　僕は少し考えた後に言った。

   「……やっぱり後を追おう。何か証拠があるかもしれないし、本当にシェイプシフターだったら、姿を変えて逃げるかもしれない」

   　本当に何にでも姿を変えることができるのなら、シェイプシフターは早めに倒さないと後々やっかいだ。

   「確かに。面倒な存在だな、シェイプシフターなんてものは。本当にいたらの話だが」

   　僕の意見に賛同したレオンが大剣で扉を叩たたき斬きり、館の中へと足を踏み入れた。

   


   　入った先は広間となっていて、入り口を囲むように騎士たちが待ち構えていた。建物の中で不意打ちをするつもりはなかったようだ。

   　ただ、フェリプの姿はない。

   「剣を捨ててください！　あなたたちは魔物に、シェイプシフターに唆されていただけかもしれないんです！」

   　僕は投降を呼びかけた。もう勝負はついている。これ以上の戦いは無意味だ。

   　けれど騎士たちは何も答えず、無言で斬りかかってきた。

   　すっと前に出たレオンが、彼らを容赦なく斬り捨てていく。

   　手加減はない。殺しているのだ。あっという間のことだった。

   「レオン……」

   　ほとんど一方的な戦いが終わった後、僕は思わずレオンに声をかけた。

   「無理だ、アレス。無理だったんだ。あの目は知っている。覚悟を決めた者たちの目だ。生かそうとしたところで、結局は自害して果てただけだろう。そういうものだ」

   　武門の家に生まれたレオンならではの判断なのだろう。何と言っていいのか僕にはわからなかった。その嫌な役目をレオンが引き受けてくれたことにも。

   「館に入った騎士は今ので全員だ。フェリプ以外はな」

   　ソロンが口を挟んだ。戦いの中でも、ちゃんと人数を数えていたのだろう。

   「で、フェリプが逃げた先はあそこだ。まだ塗料を付着させているから行き先は手に取るようにわかる」

   　ソロンが指で示した先には、地下へと続く階段があった。

   


   「おまえたちが来たということは、あいつらは全員死んだのか」

   　地下室の奥では、フェリプが不敵な笑みを浮かべて待っていた。さっきまでとは少し様子が違う。

   「何故笑っていられる？　仲間が死んだんだぞ？」

   　その顔に僕は不快感を覚えた。

   「笑えるさ。リュドニアの精鋭が死んだ。それもおまえらの手でな。我々にとっては幸運なことだ」

   　言葉通り、フェリプは嫌らしい笑みを深めた。

   「ではおまえが……」

   「シェイプシフターだ。おまえたちが探していた魔物だよ。勇者アレス、人間の手でおまえを殺せなかったのは残念だが、俺は十分に役割を果たせた」

   「貴様っ！」

   　激げき昂こうしたレオンが疾風のようにフェリプとの距離を詰めると、強烈な斬撃を放った。

   　ただ間合いが遠かったせいか、フェリプはその一撃を右手で持った剣で受け流し、左手で奥の壁の一部を押し込んだ。

   　ガコン、という大きな音が地下室に響く。

   「逃げろっ！　仕掛けだ！」

   　瞬時に何かを察したソロンが叫んだ。仕掛けが何のことだがわからなかったけど、館全体が軋きしむような嫌な音を立て始めている。

   「レオンっ！」

   　僕が叫ぶまでもなく、レオンも危険を感じ取ったようで、すぐに僕たちのところまで下がった。

   　僕は階段を駆け上がろうとして、一瞬だけフェリプのほうを見た。シェイプシフターを名乗ったフェリプは、部屋の奥で身じろぎもせずに立ちすくんでいた。僕たちを追おうともせずに、彫像のようにじっと。

   　階段を上り、僕らが館から脱出すると、館が音を立てて崩れていった。間一髪だったかもしれない。

   「仕掛けというのは……」

   　ソロンが息を切らしながら説明を始めた。

   「……見ての通り、その建物を崩す仕掛けがしてある部屋のことだ。攻めてきた敵を建物ごと葬り去る罠みたいなものさ。証拠隠滅にも使われる。……今回はその両方の目的のために使われたな」

   　見れば、外で倒れていて、まだ息があったはずの騎士は全員自死を遂げていた。ひとりも生き残っていない。そして、彼らが拠点としていた館は瓦が礫れきの山と化している。

   　あまりの凄惨な光景に僕は声を失った。

  


  
   [image: 出発]

   


   


   


   「馬鹿なヤツらだ……」

   　騒ぎを聞きつけて駆けつけてきたカルロス王子は、惨状を見て、寂し気につぶやいた。

   　もう空は白くなり始めていて、長い夜の終わりを告げている。

   　王子の傍そばに控えているエリオットも目を伏せていた。元の仲間たちの死に思うところがあるのだろう。

   「投降するように言ったのですが、誰も聞かずに……」

   　何と言って良いのかわからず、僕は言い訳のような言葉を口にした。

   「どいつもこいつも頑固なヤツだったからな。言って聞くような連中じゃない。俺が言ったところで結果は同じだった。気にするな」

   　王子が僕の背を軽く叩たたいてくれた。それだけで気が楽になった気がした。

   「殿下、どのように処理しますか？」

   　エリオットが指示を仰いだ。この場をどうするのかを確認しているのだろう。

   　冷たいように思えたけど、彼の青い瞳は潤んでいるように映った。

   「侵入してきた魔物たちと戦って死んだことにする。家族にもそう伝えてやれ」

   　カルロス王子がそう告げると、エリオットは連れてきた兵士たちに指示を出し始めた。

   「隠蔽ですか？」

   　意地悪く尋ねるソロン。

   　罪を犯した者の名誉を守るのか、と暗に言っているのだろう。

   「そう言ってくれるな。リュドニアの者が勇者を襲ったなど、醜聞もいいところだ。ましてや、王子の側近がシェイプシフターだったなどとは言えまい。隠せるなら隠すさ。こうしたほうが収まりが良いことは、おまえとてわかっておろう」

   「一応は。ところで、これで依頼は達成ということでよろしいですか？」

   　こんな状況でも、ソロンは話をはっきりさせるつもりのようだ。思いやりがないというか、神経が太いと言うのか。ある意味頼もしい。

   「良い。褒美は取らせる。好きな時に出立してもかまわん」

   「そうさせてもらいますよ。これ以上リュドニアにいたら、また逆恨みで襲われるかもしれませんからね」

   　歯に衣を着せずにソロンは言った。もう少し相手を気遣って言ったほうが良いとは思うけど、彼の言うことはいつも正しい。

   　リュドニアの騎士たちを殺したなんて知られたら、たとえこちらに非がなくても恨む人はいる。たとえそれがシェイプシフターのせいだったとしても。

   「おまえのようにはっきり言う者も勇者の仲間には必要だな」

   　王子が呟つぶやいた。皮肉ではなく、本当にそう思っているようだった、

   「……じゃあ、我々は先に城に戻らせてもらいます」

   　それには答えず、ソロンはさっさと立ち去った。レオンとマリアも続く。

   　何となく立ち去りがたいのだけれど、これ以上ここにいてもすることはない。

   　後ろ髪を引かれるような思いで、僕もその場を後にした。

   　残ったのは、立ちすくむ王子の姿だった。

   


   　　　　※　※　※

   


   「さっきも言ったが、とっととリュドニアを立ち去ったほうがよさそうだ。さすがに今日は身体を休めたほうが良いが、明日にでも出ていこう」

   　城の部屋に戻ったソロンは、そう言って荷物をまとめ始めた。

   「あまり急いでも怪しまれるだろうし、無礼に思われる気もするが……」

   　懸念を示すレオンに、ソロンは口の端で笑った。

   「かまわん。どうせ二度と会わないだろうさ。会うとしたら、俺たちが魔王を倒した後になる。そのときは俺たちのほうが立場は上だ」

   　なるほど、魔王討伐に成功しなければ、会うこともないってことか。

   　僕は気になっていたことをソロンに尋ねた。

   「ところで、魔物を手引きしていたのはフェリプってことで良いのかな？　結局、証拠は見つからなかったと思うけど」

   　シェイプシフターであるはずのフェリプの死体は地下室にあり、その上には大量の瓦が礫れきが山積みになっている。発掘は困難だ。

   「フェリプの自白だけで十分だ」

   　ソロンが手をひらひらと振った。

   「魔物を手引きしたのは、シェイプシフターであったフェリプだけだろうしな」

   「ソロンはシェイプシフターは魔物じゃないって言ったじゃないか」

   「だからと言って、シェイプシフターが人間の味方だとも言っていない」

   　悪びれずに答えるソロン。

   「精霊のようなモノたちは、どんな価値基準で行動しているか人間には理解できない。魔王軍側に付いていてもおかしくはない。しかし……」

   「しかし？」

   「フェリプが本当にシェイプシフターであったかどうかは、怪しいと俺は思っている。ただの思い込みなのかもしれない。自分が神や悪魔の生まれ変わりであると信じている人間の例は、昔から数多く存在する。フェリプもそうだったのかもしれない。

   　情報を集めている際にわかったことだが、領内に出没した魔物を倒すことで、カルロス王子に勇者の役割を期待する人間が増えていたようだ。それがフェリプの狙いだったのかもしれない。カルロス王子を勇者にしたいがための、な。

   　だが、どんな理由があるにせよ、それはリュドニアにとって不利益な行動だ。フェリプ自身もそれはわかっていたのさ。だから、自分の不合理な行動を正当化するためにシェイプシフターを名乗ったのだろう。それなら、魔人が『シェイプシフターがいる』と言ったことに合点がいく。フェリプの言い分を利用しただけだからな」

   　なるほど。魔人たちはフェリプが言ったことをそのまま伝えただけだから、嘘うそは言っていないということか。

   「王子派の騎士たちは、フェリプが魔王軍と繋つながっていたことを知らなかったのかな？」

   「多分な。フェリプだって自分をシェイプシフターだと思い込まなければ、魔王軍と通じようとはしなかったはずだ。その一線は簡単には越えられなかったんだよ」

   　どうもソロンの中では、フェリプは偽りのシェイプシフターだと結論付けられているようだった。

   「それとも、あの騎士たちが魔王軍と通じるような人間に見えたか、アレス？」

   「いや」

   　僕は首を横に振った。

   「だろ？　あいつらは良くも悪くも信念で行動するタイプだ。王子派はフェリプと入れ替わったシェイプシフター、もしくは狂ったフェリプに唆されていただけだ」

   　裏切ってくれていればまだ気が楽だったんだがな、とため息まじりに付け加える。

   　割り切っているように見えるソロンにも思うところはあったらしい。

   「そういえば、褒美は何を貰もらうつもり？」

   　状況が状況だけに正直受け取りづらいのだけど、ソロンは躊ちゆう躇ちよなく要求するはずだ。

   「別れ際にありったけの金貨をふんだくるつもりだ。路銀はいくらあっても困ることはないからな。名誉とか土地を貰っても意味はない。俺たちが魔王を倒す前にリュドニアが滅んでいる可能性もあるしな。金が一番だ」

   　ソロンはやっぱり冷徹な人間だった。

   


   　夜通し戦って疲れ果てていたので、僕はすぐにベッドに横になった。

   　だけど、フェリプたちの最期の姿が頭に浮かんで上手うまく寝付くことができず、少し城の中を歩くことにした。レオンとソロンは良く寝ていたけど、このふたりは何かあったらすぐに目を覚ます。レオンは気配に敏感で、ソロンは魔術的な結界を張っているらしい。

   　あの事件と関係あるのかどうかはわからないけど、城の中は人ひと気けがなかった。できれば人と会いたくなかった僕にはちょうど良い。

   　城の中庭に出て、ぼんやりと空を眺めていると、誰かが近くに寄ってきた。

   「フェリプはシェイプシフターじゃないわよ」

   　そう話しかけてきたのはエレナ姫だった。表情はさすがに硬い。

   「誰に聞いたの？」

   　フェリプは魔物に殺されたことになっていたはずだ。

   「みんなが噂うわさしているわ。不安げに、でも、どことなくホッとしたように。嫌な感じよ」

   　その言葉は少女特有の潔癖さを感じさせた。

   「僕も嫌な感じだよ。勇者になって良いことなんてほとんどない。いつも試されているような気分だ。その極めつけが今回の一件だ。正直、気が滅め入いるよ。僕としてはフェリプがシェイプシフターであってほしい。誰も死なせたくなんかなかったんだ。せめて、魔物のせいだと思いたい」

   「さっきも言ったでしょ。フェリプはシェイプシフターなんかじゃない」

   　エレナ姫は僕のささやかな願望をきっぱり否定した。

   「フェリプが犯人じゃなかったってこと？」

   「それはわからないわ。でもフェリプは人間だった。ただ間違っていただけよ。ずっとね」

   　寂し気に呟くと、銀髪の姫は静かに立ち去っていった。

   


   　　　　※　※　※

   


   　翌朝早々に、僕らはカルロス王子と面会した。

   　王子の傍かたわらには、もちろんエリオットしかいない。相変わらず僕らを見る目は冷たかった。彼も本心ではフェリプたちに賛同していたのかもしれない。

   「もう行きます」

   　僕はそれだけを伝えた。

   「そうか。褒美はこいつでいいか？」

   　王子は机に置いてあった革袋を渡してきた。中を覗のぞいてみると、金貨がぎっしり入っている。僕はまじまじと王子のことを見てしまった。

   「どうせ、褒美には金が欲しかったんだろう？　一番使い勝手が良いからな。昨日のうちに用意しておいた。遠慮なく持っていくがいい」

   　王子は微笑ほほえんで、僕の肩に手をやった。

   「おまえには期待しているぞ。これは本当のことだ。だが、もしおまえが失敗したら、次は俺が魔王に挑戦してやるから、遠慮なく失敗してこい」

   　その言葉は温かくて僕の心に染み入った。

   「ありがとうございます。でも、僕はきっと魔王を倒します。だから、カルロス王子の出番は来ませんよ」

   　気が滅入っていたけど、前に王子に言われたように無理に明るい声を出して答えた。言葉にしてみると、自分でもその気になれる。

   「……それでいい」

   　王子は優しく褒めてくれた。

   「次はどこに向かうんだ？　また内緒か？」

   　僕がソロンのほうを向くと、大賢者は苦笑いをした。

   「もう内通者はいないし、言っても問題はない。というか、王子ならわかるんじゃないですか？」

   「恐らく、ハイランドに行くつもりであろう」

   　王子は人差し指を立てて、得意げに言った。

   「正解。さすがですな」

   「情勢を見れば、そのルートが一番無難だ。ハイランドはリュドニアほど安定していないが、比較的楽に魔王領に近づける」

   「王子には賢者は必要ないようだ」

   　悪態しかつかないソロンが珍しく人を褒めた。

   「いや、賢者だろうと道化師だろうと俺には必要だ。随分と周りの人間が減ってしまったからな」

   　王子は一瞬目を伏せた後、気を取り直したように続けた。

   「次会うときはおまえたちが魔王を倒した後になるな。そのときを楽しみにしているぞ」

   　と明るい声で。

   　しかし、それに答えたのはマリアだった。

   「いえ、わたしはもう二度と会わないことを祈っております」

   　無礼を咎とがめられても仕方のないその言葉は氷のように冷たく無機質で、誰も何も言うことができなかった。

   


   　　　　※　※　※

   


   　気まずい雰囲気の中、城の外に出た僕らは馬車の傍に集まっていた。

   「ようやく、この国を離れられるな」

   　そう言って大きく伸びをしたレオンに、僕は声をかけた。

   「レオン、ちょっと馬車の御者をやってみないか？」

   「俺がか？」

   　レオンは驚いて、自分の顔を指さした。

   「おおっ、アレスもようやくレオンをこき使う気になったか」

   　ソロンがニヤリと笑う。

   「いや、レオンだけじゃないよ。ソロンにもマリアにもやってもらう。いずれは馬にも乗ってもらうつもりだよ」

   「えっ？　俺も？」

   　今度はソロンが自分の顔を指さした。

   「うん。ずっと僕が御者をやってもいいと思ったんだけど、それじゃあ駄目だって、リュドニアに来て思ったんだ。僕は勇者だからね。ちょっとは偉そうにしてみるよ。それに先のことを考えると、色んなことに備えなきゃいけない。馬に乗ることなんて些さ細さいなことだけど、それでも役に立つときは来ると思うんだ」

   　カルロス王子やエレナ姫に言われて色々と考えたけど、少しずつ変えていこうと思っている。「やっぱりカルロス王子のほうが勇者にふさわしかった」なんて言われないように。

   　そうじゃないと、死んでいった人たちにも申し訳ない。

   「わたしはかまいませんよ。でも、わたしに馬の乗り方を教えてくれるときは、アレスが一緒に馬に乗ってくれるのですよね？」

   　マリアが妖艶な笑みを浮かべる。

   「……まあ、それは約束するよ」

   　なんかちょっと怖いけど、一緒に乗らないと馬の乗り方は教えられない。

   「ふん、俺もアレスに教えてばかりだと割に合わない。たまには教えてもらわないとな。バランスってものがある」

   　ソロンも快く承諾してくれたようだ。

   「そうか、なら俺も御者に挑戦してみるとするか」

   　レオンが歯を見せて笑った。

   「実は一回やってみたいと思っていたんだ」

   　そう言って、楽しそうに御者台に座った。

   　ひょっとしたら、レオンは本当にやってみたかったのかもしれない。自分から言い出すのは貴族のプライドが邪魔していただけで、僕に言われるのを待っていたのかもしれない。だって、馬車の御者って面白そうだし、一回はやってみたいと思うはずだ。

   　僕はリュドニアに来て良かったと思う。カルロス王子に出会えて本当に良かった。

   　僕らの馬車は剣聖を御者にして、ハイランドへと向かった。
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   　わたしの預言者としての力は『世せ界かい編へん纂さん』で何度も世界をやり直すだけではない。

   　預言者としての姿──幻影を人の影法師にすることができる。逆に言えば、人以外の影法師にはなりえない。そこでわたしは少しでもアレスたちの力になるべく、幻影を疑わしき者たちの影法師にしようと試みた。そうすることで誰がシェイプシフターであるのか判別できるはずだと。

   　しかし、結局誰がシェイプシフターであるのか、わたしにはわからなかった。

   　フェリプやエリオットといったカルロス王子のリストに載っていた全員に、影法師として宿ることができてしまったのだ。

   　そのまま誰かの影法師になっておけば良かったのかもしれないが、わたしはそうはしなかった。再びアレスのもとへ戻れなくなることを恐れたからだ。

   　実際、過去の『世界編纂』で影法師になった人物が勇者から離れてしまい、そのまま二度と戻れなくなってしまった苦い経験がある。そのときのことを考えると、幻影をアレスから他の人間に移したままの状態でいることに抵抗があった。

   　ただ、一度だけアレスのもとを離れていたことがある。わたしがもっとも疑わしいと思っていた人物がひとりだけいたからだ。

   　エレナ姫である。

   　彼女は間違いなく人間ではあった。しかし、同時に妙な気配を感じたのだ。

   　これはわたしの巫み女ことしての勘のようなものだが、繰り返してきた『世界編纂』の中でも何度か感じたことがあり、その場合は例外なく、相手は何らかの力を持っていた。

   　──例えばマリアのように──。

   　事実、エレナ姫は奇妙なところがあり、何もいないはずのところをじっと見ていたり、時には見えない何かと会話をしたりしていた。彼女はその姿を誰にも見られないように周囲に注意を払っていたようだが、さすがにわたしの幻影には気が付かなかった。

   　エレナ姫はその妙な力ゆえに城の者たちからも畏れられ、疎ましがられているようだった。近づいてくる者などほとんどおらず、侍女たちからも距離を取られ、彼女は孤独だったのだ。けれど、この悲しい事実は、かえってわたしの疑いを深めた。

   　魔王軍に内通する人間というのは、何かしら国や社会に不満を抱く傾向がある。そういう意味でも、エレナ姫はもっとも疑わしく思えた。

   　幸い、彼女はアレスに興味を持っていたおかげで接点が多く、気を付ければ幻影が二度とアレスのもとへ戻れなくなる恐れも少なかった。

   　エレナ姫の行動の中で、最も違和感を覚えたのはカルロス王子との会話である。このふたりは人を遠ざけて話をすることが多く、内容も興味深いものがあった。さらにエレナ姫はふたりだけになると、カルロス王子に対してくだけた口調になったのだ。

   


   「どうして、王国の勇者を招き入れたの？」

   　カルロス王子の私室でエレナ姫は腕を組み、咎とがめるように兄に尋ねた。

   「俺の意志だ。本物の勇者とやらに興味があった。それに内通者を探し出す人間も必要だったしな」

   　王子も妹の口調を気にした風でもない。

   「本物の勇者はあなたよ。わたしにとってお兄様こそが本物の勇者だった。アレスなんて頼りなさそうだし、強くなさそうだし、魔王なんか倒せっこないわ」

   「それはどうかな？」

   　王子は肩をすくめた。

   「あの者は力がないが故に、力に頼らずに前に踏み出せる勇気がある。恐らく魔王を倒す勇者に必要なのは、そういった意志の力なのだろうさ。それは俺にはなかったものだ」

   「でも、あなたにならあるんでしょう？」

   「そうだな、わたしにはある。だが、おまえがわたしに願ったのはこの国を守ること。魔王を倒すことではない」

   　……カルロス王子が言っていることが、わたしにはよく理解できなかった。

   「ところで、何な故ぜおまえはアレスが勇者であることを拒む？　その割には仲が良さそうだったではないか。頻繁に顔を合わせていたのだろう？」

   「別に嫌いじゃないわ。でも、わたしはあなたに勇者であってほしいってだけ。みんなはアレスが本物の勇者だって言うけど、そんなのって変じゃない？　みんな頑張っているのに、ひとりだけ特別扱いするなんておかしいわ。人を救ってくれるなら、誰が勇者になったって良いじゃない。たとえ魔物がなったっておかしくないわ。やっていることに何の変わりがあるっていうの！」

   　珍しくエレナ姫が激情を見せた。勇者に特別な想おもいがあるのだろうか？

   「──そうだな。そうかもしれない。だがその分、勇者というものはその身を捧ささげて生きていかなければならないのだ。おまえに勇者と望まれたわたしとてな。魔王を倒すことはないかもしれないが、いざというときはこの身を捧げる覚悟はある」

   「身を捧げる覚悟なんて要らないわ。あなたにはただこの国を守ってほしいだけよ」

   「銀髪の姫よ、この国を守るためには人の世も守る必要がある。魔王を倒す勇者なくして、リュドニアだけが存続できる道理はないのだ」

   　そう告げたカルロス王子の表情は優しかった。

   「……それがあなたが望む美しいものなの？」

   「そうだ。誰かのために何かを為なす。わたしはそれに美しさを見いだしている。それは夜空の星のように、何の意味も持たない美しさなのかもしれない。けれど、やはりわたしにとっては美しいことなのだ。アレスにはそれがある。だから、わたしはあの男を死なせたくない」

   「そんな難しい話、わたしにはわからないわ」

   　エレナ姫は拗すねたように首を横に振った。

   「わたしは誰かの特別になりたかっただけ。だって、ひとりは寂しいもの」

   「なれるさ」

   　カルロス王子は静かに微笑ほほえんだ。

   「それはわたしが保証しよう。銀髪の姫よ、おまえもまた美しくあるのだ。人のために願い、わたしのことを憂うその心は特別なものだ」

   　それを聞いたエレナ姫は俯うつむいて部屋から出て行った。

   　何とも奇妙で寂しい会話だった。アレスに伝えたところで混乱するだけだろう。

   　ただ、わたしは勇者というものがその身を捧げる者であることに、深い共感を覚えていた。実際に何度もその姿を見てきたのだから。
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   　レオンが操る馬車は順調に街道を走った。

   「ちょっと遅いんじゃないか？」

   　なんてソロンが注文を付けたけど、馬車の速度なんて誰が操っても同じようなもので、歩くのと大して変わりはない。

   　その日の夜は野営をすることになったので、森の中の開けた場所で、僕らは久しぶりに焚たき火びを囲んでいた。

   「リュドニアではあまり良い思い出はできなかったが、ベッドだけは最高だったな」

   　すっかり上質のベッドに慣れてしまったソロンがぼやいた。

   「あら、ソロンに良い思い出があった場所なんてあったのかしら？　生まれる前のお母様のお腹なかの中とか？」

   　マリアがほくそ笑んだ。この旅では彼女の素の部分がよく顔を出している。

   「おまえこそどうした、マリア？　王国では長いこと聖女面していたくせに、随分と気を抜いているじゃないか。アレスに嫌われるぞ？」

   　ソロンが顰しかめっ面つらで言い返す。

   「王国では周囲の方々が望む聖女を演じていたまでのこと。アレスはわたしに対して、あのような仮初めの振る舞いを望んでいません。わたしにあるがままの姿でいてほしいと思っているのです。ねぇ、アレス」

   　甘えるような声でマリアは僕に目を向けた。綺き麗れいなんだけど、その顔はあの過酷な試練と紐ひもづいてしまっているので反射的に背筋に悪寒が走る。

   「……もちろんだよ、マリア。あるがままの君は美しい」

   　一瞬の間の後、僕は答えた。嘘うそではない。

   　思えば、人が望むような聖女であったときのマリアは優しそうに見えて、誰にも何も期待していなかった感じがした。今みたいに振る舞えるから、彼女は旅についてきてくれているのかもしれない。だから、マリアの素の顔を見られることは、とても幸運なことだし、その活いき活いきとした表情は紛れもなく美しいものだと思う。大分、意地が悪いけど。

   「やっぱりアレスはわかっています」

   　マリアは赤らめた頬ほおに片手を添えた。まるで一枚の絵画のように様になっている。

   「本気か、アレス？　おまえ、もしかして学院時代のマリアの試練で、精神に深刻な傷を負ったのではないか？　もしくは知らない間に洗脳されてしまったとか？」

   　レオンが心配そうな顔で僕のことを見た。

   　それに対して、焚火も凍りそうなくらい冷たい目でマリアがレオンを睨にらむ。

   　旅を始めてから、ずっとこんな感じで最初は冷や冷やしていたけれど、「これはこれで良いのかな」と思えるようになった。ずっと真面目に張り詰めていたら、あっという間に精神的に駄目になってしまうかもしれない。

   　カルロス王子も言っていた。「気負いすぎるのも良くない」と。だから、僕は良い仲間に恵まれたんだと思う。そんなことを考えながら、ぼんやりと仲間たちを眺めていた。

   　悪くない夜だった。しばらく、このままでいたいと思うくらいに。

   　けれど、ソロンの表情が一変した。

   「……悪い知らせがある。例の塗料を付着させた誰かが、ここに近づいてきているようだ」

   「誰かって？」

   　突然のことに、僕は何が起きているのかわからなかった。

   「地下に生き埋めになったはずのフェリプが、あそこから抜け出してきたのか？　それは相手にしたくないものだな」

   　不死身の怪物を想像したのか、レオンが表情を強こわ張ばらせた。

   「その可能性もなくはないが……」

   　言いながらソロンが口に指を当てた。静かにしろという合図。

   　マリアとレオンの表情に緊張が走る。

   　少し遅れて僕も異変に気付いた。いつの間にか音が消えている。

   　虫の鳴く声も、獣の遠とお吠ぼえも、草が擦れる音も。

   「また囲まれているな。二度目だが前回よりも数が多そうだ」

   　レオンが剣を手た繰ぐり寄よせた。

   「そこらの魔物ではないな。綺麗に逃げ場を塞いでいる」

   　ソロンも杖つえを握りしめた。

   「まだハイランドまでは距離があります。となれば、リュドニアを攻めていた魔王軍でしょうね」

   　マリアの声には何の感情もなかった。

   「リュドニアの魔王軍が何でこんなところに……」

   　言ってから、僕は気付いた。

   「僕たちを追ってきた人の仕業？」

   「だろうな。見通しが甘かったようだ」

   　ソロンが苦い表情を浮かべている。

   「ハイランドに向かうことも王子に教えたからな。あの場にはエリオットもいたし、そこから他の誰かに伝わった可能性もある」

   「これでまたソロンの人間不信に拍車がかかりますね」

   　マリアが薄く笑った。

   「ソロンは詰めが甘いからな。しかし、反省は後回しだ。どうする？」

   　レオンが周囲に目を配る。

   「それなら──」

   　ソロンが言いかけたところで、僕は口を挟んだ。

   「荷物は置いたままで、とりあえず全力で包囲網の一点を突破しよう。生き残れたら荷物は回収すればいい」

   　みんなを見回して、最後にソロンと目を合わせた。

   「どうかな？」

   「悪くない」

   　ソロンは軽く肩をすくめた。レオンが片手を挙げて賛成し、マリアは微笑ほほえんでいる。

   「じゃあ行こうか」

   　僕が声をかけると、仲間たちはすみやかに動き始めた。

   


   　夜の森の中をレオンを先頭にして走った。ソロンとマリアが続き、最後に僕だ。

   「ソロン、逆方向に魔法を撃ってくれ。あっちで戦っていると思わせたい。魔物に当たらなくてもいいから」

   「舐なめるな、アレス。絶対に当ててみせるさ」

   　僕の指示にソロンは不敵に笑って、呪文を唱え始めた。

   　走りながらの詠唱は呼吸が乱れて大変なのだけれど、ソロンは見事に魔法を完成させて、馬車を挟んだ逆側で大きな爆発を引き起こした。同時に魔物たちの絶叫も聞こえる。

   「見たか？」

   　得意げな顔するソロン。

   「さすがだよ、ソロン。でも大きな魔法はもう大丈夫だ。できるだけ簡単な魔法を素早く使うように心がけてくれ。君の魔法が途切れたら僕らはおしまいだ」

   　僕の言葉にソロンは頷うなずいてくれた。

   「こっちも始まる」

   　先を行くレオンが走りながら剣を構えた。ミュラー伯爵家に伝わる家宝の大剣。ほのかな青白い魔力の光を放っている。

   「レオン、敵の数は多い。体力を温存するために最小限の動きを意識するんだ。剣聖の剣技を使う必要なんてない。君はそのままで十分に強いんだから」

   　僕の声に応えるように、レオンの剣の光が瞬く。

   　魔物を斬ったのだ。しかし、走る速度はまったく変わらず、魔物たちの悲鳴も聞こえてこない。斬られたことすら、いや、死んだことすら気付かせないひと振り。最小限の動きとは言ったけど、それを簡単にやってのけるレオンは凄すさまじい。

   　足元に、ゴブリンやオーガなどの死骸が垣かい間ま見みえるようになった。

   　マリアは声ひとつあげることはなく、その死体を平気で踏みつけて走り続けた。慣れているようで怖い。ソロンは「うえっ」と声を出して、気持ち悪がっている。

   　レオンは速度を緩めることなく剣を振るい続けた。成す術もなく死んでいく魔物たち。さすがに敵も気付いて、合図のような雄お叫たけびが上がる。

   　後ろから魔物たちが迫り、逃げる僕たちに追いすがり始めた。

   　それを何とかするのは僕の役割だ。

   　とにかくまともに相手をしない。まずは逃げ続ける。すると足の速い魔物から突出する形になって、それから一匹ずつ対処した。レオンのように一撃で仕留める必要はない。追ってこられなくすれば良いだけだ。

   　僕は集中して足を狙った。足は無防備になりやすくて狙いやすい。

   　木の陰に隠れて不意打ちをしたり、火の呪文で落ち葉を燃え上がらせて行く手を塞いだりもした。恰好良い戦い方じゃないし、結構危ないところもあったけど、そういうときはソロンが魔法を放って援護してくれた。傷ついたり、疲れが溜たまったりすると、すぐにマリアが癒いやしてくれた。

   　そうやってしばらく戦っていると、魔物たちとの距離が離れ始めた。

   　先を行くレオンたちと僕との距離も空いてしまったけど、少し走ればまだ追い付く。

   　レオンもソロンも僕が言った通り、無駄なく隙が出ないように戦ってくれていた。

   　──これなら大丈夫そうだ──。

   　そう安心しかけたとき、僕とレオンたちの間を馬が塞いだ。

   　馬上の人間は銀の鎧よろいに槍やりを構えている。それに美しい銀髪に蒼あおい目。

   「内通者はあなただったのか、エリオット！」

   　僕の糾弾にもエリオットに揺らぎはなく、いつもの通りの冷淡な表情のままだった。

   　フェリプたちのような、悩んだ末の苦しみのようなものも感じられない。

   「アレス、おまえにはここで死んでもらう」

   　馬上から何の躊ちゆう躇ちよもなく槍を繰り出すエリオット。

   　鋭く速い一突き。それはかろうじて盾で受け流した。

   「アレス！」

   　エリオットの背後からレオンたちの声が聞こえてきた。向こうも魔物たちに強襲されているようだった。もちろん、偶然であるはずがない。エリオットが連れてきたのだろう。

   「魔物たちの指揮を？　魔王軍に寝返ったのか！」

   「一時的な共闘に過ぎない。カルロス王子を勇者にするのは人のためだ。おまえ程度の者が勇者としてやっていけるはずがない。もう人間側が魔王軍に抵抗できる時間もそれほど長くはないのだ。人々がおまえに期待すればするほど、失敗したときの絶望は取り返しがつかないものとなる。おまえが自分を勇者であると言い張るなら、この程度の苦境など乗り越えてみせろ」

   　人馬一体となってエリオットが槍を繰り出した。

   　それを転がってかわし、起き上がりざまに馬の足を斬る。甲高い鳴き声を上げて馬は横倒しになったが、エリオットはいち早く飛び降りて華麗に着地した。

   「相変わらず、薄汚い戦い方だ」

   　平へい坦たんな口調で侮蔑しながら、エリオットは寸分の隙も見せずに槍で突いてくる。

   　槍は剣よりも間合いが長いので単純に戦うと不利だ。

   「…………」

   　相手に聞こえないように、口の中に含むように呪文を詠唱する。魔法自体は強くならなかったけど、ソロンと共に使い方は工夫した。皮の手袋の下には魔法の杖の代わりとなる魔法の指輪をはめてある。

   　エリオットが槍を引いた瞬間を狙って、完成させた火の魔法を放った。

   「それは知っている」

   　戦場などで僕の戦い方を見ていたのか、冷静に引いて間合いを取るエリオット。

   　だけど、視界は一瞬だけ塞がった。

   　攻撃を防ぐように斜めに構えた槍の真ん中を、僕は全力で叩たたき斬きった。

   　鈍い手ごたえと共にエリオットの槍がまっぷたつに分断される。

   「本当に汚い。相手の武器を狙うなど……」

   　そう言いながらエリオットは槍の残骸を僕に投げつけ、その隙に腰の剣を抜いた。

   「ひょっとして、剣の腕ならわたしに勝てるとでも思ったか？」

   　銀髪の騎士は一瞬で距離を詰めて、雷光のように剣を振るう。

   　何とか盾で防いだものの、腕がしびれるような強烈な一撃だった。

   「そう思っているなら、わたしも舐められたものだ。幼い頃からカルロス様の相手を務め、戦場で鍛え上げた剣だぞ？　おまえが学院でぬくぬくと練習したものとは違う」

   　冷淡に告げたエリオットは、ゆっくりと剣を構えた。
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   　気づけばエリオットの姿が見えなくなっていた。城内の誰に聞いても、その所在を知らないという。従兄弟のエリオットは弟のような存在で、幼い頃から俺のことを慕ってくれていた。

   「カルロス様はきっと勇者になられます！」

   　そう目をキラキラさせて言ったものだ。

   　いつから、あんな感情を表に出さないヤツになったのだろう？

   　正式に騎士になったときから？　身体を震わせながら戦場に出たときから？

   　──それとも、あのとき死んでいった騎士たちに命を救われたときか──。

   　嫌な予感がする。いや、本当は最初からしていた。フェリプたちと行動を共にしていなかったことに安心していた。魔物と通じるような人間ではないと信じていた。

   　反面、俺を勇者にするためなら何でもするヤツだとも。

   　情にほだされた、ということなのだろう。わたしが、ではなく、俺が、だが。

   　ともかく、確かめなければならない。それも一刻も早く。

   　もう俺についてこられるような側近はいない。フェリプもエリオットもいなくなってしまった。一抹の寂しさが胸をよぎる。大事にはしたくなかったので、胸当て程度の最低限の装備を身に着けて部屋から出たが、そこで待ち受けていたのはエレナだった。

   「どこへ行くのですか、お兄様？」

   　不安げな表情で尋ねられた。偶然ではなく何かを察して来たのだろう。

   　そういうこともあるのかもしれない。エレナはこの国の王女なのだから。

   「エリオットがいなくなった。ちょっと捜してくる」

   「フェリプだけでなく、エリオットも？」

   　エレナは潤ませた目を大きく見開いた。

   「そう心配するな。すぐに見つけてくる。ちょっと街に遊びに行っているだけかもしれん」

   　俺は冗談交じりに言って、エレナの肩を軽く叩たたいた。

   「お兄様」

   　エレナの顔には不安の色がまだ残っている。

   「必ず帰ってきてね？」

   「──もちろんだ。わたしはそう簡単には死なない。それはおまえが一番わかっているだろう？」

   　それだけ言うと先を急いだ。今なら何とか間に合うはずだ。

   　もし本当にエリオットが裏切っていたら、魔王軍と接触をしてからアレスたちを追いかけるはずだ。それにはかなり時間がかかる。

   　一方のアレスたちも馬車を使っているから、そう遠くまでは行っていないはずだ。馬を飛ばせば追い付ける。

   （もし、何事も起こっていなかったら、「寂しくなって見送りに来た」とでも言うか）

   　そんな都合の良い未来を思い浮かべながら、馬を走らせる。

   　日もとっぷりと暮れてしまった。だが、引き返すわけにはいかない。アレスたちの無事を確認するまでは。あの勇者は美しいものだった。死なせるには惜しい。

   


   　そうして夜の闇の中を飛ばし続け、俺はとうとう追い付いた。

   　──アレスたちにではなく魔物たちに──。

   　周囲が暗くとも、魔法で強化した目には、森を囲むようにして魔物たちが集結している姿が確認できた。いくらエリオットが手引きをしたとはいえ、国境の見張り役は何をやっていたのかと内心で舌打ちする。しばらく、丘の上から魔物たちの動向を窺うかがっていると、爆発音と魔物の叫び声が一帯に響き渡った。

   　やはり、囲まれていたのはアレスたちだったようだ。今のはソロンの魔法だろう。

   　頭は良いが、偏屈で世渡りは下手そうなヤツだった。

   　戦いの音が間断なく聞こえ始めたが、やがて剣と剣がぶつかる金属音が響いてきた。

   　人と魔物がやり合うときに出る音ではない。人間同士が戦うときのものだ。恐らくエリオットとアレスが戦っているのだろう。

   　エリオットにアレスを殺させるわけにはいかないし、アレスにエリオットを殺させるわけにもいかなかった。何な故ぜ、人を救おうとする勇者が人に殺されなければならないのか、人を殺さねばならないのか。そんな理不尽をわたしは理解できなかった。

   　もうなりふり構っている場合ではない。音がする方向へと馬を走らせる。

   「どけぇっ！」

   　森の中を突き進んだ。魔物たちを背後から斬り伏せていく。

   　無論、それで最後まで行けるほど甘くはない。すぐに前方にオーガが立ち塞がって、行く手を阻まれた。その周囲には数十匹のゴブリンどもが醜悪な顔で嘲あざ笑わらっている。

   　腹の立つ顔だ。俺は馬を降りて、つぶやくように古代語を紡ぐ。

   　得意とする火球の呪文。敵をまとめて潰すにはこれが一番だ。

   　右手で剣を振るいながら、左手に魔力を宿す。ゴブリンたちの顔色が変わった。戦うべきか逃げるべきか判断に迷っているのだろう。だが遅い。魔力は火の玉となって放たれた。

   　魔物たちの中心に叩き込まれた火は弾はじけ飛とんで、辺り一帯を炎で覆いつくす。

   　その中を走り抜けて先を急いだ。火傷やけどするほどの熱を感じる。だが、そんなことには構っていられない。魔法は強力だが何度も使えるものではないからだ。

   　ソロンが大賢者と呼ばれているのは、強力な魔法を唱えられることもあるが、人並み外れた膨大な魔力を有していることにある。先祖に神か魔か、どちらかの血が混じっているのだろう。でなければ、人の身であの魔力量はあり得ない。

   　まったくアレスは仲間に恵まれたものだ。勇者には人の縁も必要なのかもしれない。

   　また前を魔物たちに塞がれた。今度はホブゴブリンか。五、六匹と数は少ないが手て強ごわい相手だ。俺は躊ちゆう躇ちよなく再び火球の魔法を放った。

   　解き放たれた魔法の火が盛大に燃え盛る。だが、ホブゴブリンは炎に包まれながらも、なおも俺に襲い掛かってきた。さすがの生命力だが動きは鈍っている。その首を狙って剣で斬り裂き、片端から息の根を止めていく。

   　金属を打ち付け合う音がする場所まであと少し。エリオットは自らの手で勇者を倒すことで証明するつもりなのだろう。「こいつはカルロスに劣る自分より弱い。故に勇者はカルロスがふさわしい」と。

   　何故そこまで魔王を倒す勇者にこだわってしまったか。

   　……きっと俺のせいなのだろう。胸に痛みを覚えた。

   　すまぬ。俺はそこまで強くなかった。おまえたちの期待に応えられるほど強い人間ではなかったのだ。この国にもはや魔王を倒す勇者はいない。わたしはあくまでもリュドニアを守るための勇者なのだ。

   　ふたりの姿をようやく目に捉える。

   　エリオットの剣がアレスの剣を弾き飛ばしていた。

   　さすがだ、エリオット。おまえはアレスより強いかもしれない。だが、勇者は強さだけがすべてではないのだ。

   　アレスは必死に逃げ回っていた。地面を這はいつくばり、砂を投げつけ、必死でみっともない抵抗を続けている。

   　エリオットの目は、そんなアレスを嘲笑していた。

   　往生際が悪い、勇者らしく美しく死ねと。

   　だが、そうではない。その生き汚さが勇者には必要だった。俺にはなかったものだ。

   「エリオット！」

   　俺は魔物たちの包囲の一角を斬り崩して、ふたりの注意を向けようとした。

   　エリオットの目が一瞬俺に向く。

   　しかし、アレスの目はエリオットに向いたままだ。

   　アレスの手から魔法が放たれる。
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   　わたしは夜眠るのが怖かった。いつあの夢を見るのか、わからなかったからだ。

   　恐る恐るベッドに足を入れ、祈るように眠る。

   　そしてまどろみの奥底から覗のぞいてくるのは、やはりあの日の光景。

   


   　百人の騎士たちが馬を駆り、荒野を急いでいた。

   　遠くに魔王軍がリュドニアの砦とりでを攻めているのが見える。

   　それを横目にひたすら馬を走らせた。やがて、目的地である岩山に囲まれた隘あい路ろに到着したのだが、魔王軍と砦に籠もるリュドニア軍の戦いは未いまだに続いていた。

   「大丈夫だろうか」

   　つい不安が口をついてしまう。この百騎はリュドニア騎士団の精鋭であり、砦の主力と言っても良い。この戦力なくして砦を守り切れるかどうかが心配だった。

   「大丈夫に決まっているだろうが」

   　そんな不安を咎とがめるように、近くにいた騎士がわたしの背中を強く叩たたいた。

   「おまえたちが来る前だって、兵士たちはずっと砦を守り抜いてきたんだ。おまえなんぞが偉そうに心配していると知ったら、あいつらは怒り狂うぞ？」

   　そう言って、口の端で笑った騎士の名はダリオスという。

   　リュドニアの誇る歴戦の勇士。わたしよりも十ほど年上だが髭ひげを蓄えているので、それ以上の歳としの差に見えた。

   


   　ダリオスとの出会いは、王子が砦に派遣された頃に遡る。

   　王子と共に砦にやってきたわたしとフェリプは、若輩者と侮られまいと肩肘を張っていた。それにこんなところへ王子は来るべきではないと考えていた。

   「殿下は勇者になられる身。このような場所で戦っていて良い御お方かたではない！　殿下に余計な時間を取らせるな。おまえたちは一刻も早く魔王軍を打ち破るよう精励せよ！」

   　そんなことを砦の騎士や兵士たちに向かって宣言したのだ。

   　今思えば赤面の至りだが、あのとき、わたしとフェリプは本気でそう信じていた。

   　王子にはもっと為なすべきことが、優先すべき大義があると思い込んでいた。

   「まだ実戦の経験もない若輩者が何を偉そうに」と多くの者が眉を顰ひそめていたことだろう。カルロス王子も、やんわりとわたしたちの発言をたしなめたものだ。

   「俺にはまだ実績がないのだ。慌てることはない。まずはここで戦っている者たちから、多くのことを学ばなくてはならぬ」

   　しかし、王子のそういう謙虚な部分が、魔王討伐ではなく防衛戦に駆り出される原因になっていると、わたしたちは歯がゆく思っていた。

   　王子は持ち前の社交性を示すことで、すぐに砦の者たちと親しくなっていったが、わたしとフェリプは敬遠された。王子の側近ということで、その威光で威張り散らしていると思われたのだろう。だが、わたしたちは本気で信じていたのだ。王子こそが勇者であると。世界を平和にするために、一刻も早く魔王を討伐する旅に出るべきなのだと。

   　誰かが言い続けなければならない。そのためなら憎まれ役も厭いとわない覚悟だった。

   　そんな中、唯一わたしたちのことを認めてくれたのが、砦の騎士たちのまとめ役だったダリオスだった。

   「おまえらの言っていることもわかる。俺たちがいくらここで戦っていても、戦争が終わることはない。たとえリュドニアを攻めている魔人を倒したところで、時が経たてば次の魔人がやってくるだけだ。倒すべきは魔王。親玉を仕留めなければ意味がない。だがな、おまえたちの言い方はちょっとなってないな」

   　そう言って、ダリオスはわたしとフェリプの髪をわしゃわしゃと雑に触った。一兵卒からの叩き上げのくせに、貴族であるわたしたちに馴なれ馴なれしく接してくる粗雑な男。けれど、不思議と嫌ではなかった。

   　わたしとフェリプの尖とがった部分を、ダリオスは柔らかく受け止めてくれたからだ。わたしたちにしても、自分たちの想おもいをひとりでも理解してくれる者がいたことが嬉うれしかった。

   　ダリオスは、わたしたちが砦で上手うまくやっていけるように色々と目をかけてくれた。わたしもフェリプも、そんなダリオスに感じ入るところがあった。

   　自然と肩の力も抜け、周囲のことがよく見えるようになると、砦の騎士や兵士たちは気の良い人間が多いことがわかってきた。王子の言っていた通り、彼らから学ぶことも多かった。戦場に立つ前の心構えや準備、装備の手入れから魔物相手の戦い方、視野を広く持つことの大切さなど、本当にたくさんのことを教えてもらった。

   　初めての実戦のときは緊張で身体が硬くなってしまったものだが、ダリオスとその部下たちが、初体験にかけた品のない話をしてくれたおかげで力を抜くことができた。

   　戦いの最中も、目の前のことで精一杯なわたしやフェリプに何度も声をかけてくれた。危ないところを助けられたことなど一度や二度ではない。

   　ダリオスのおかげで、王子の側近としての体面を保てたと言っても過言ではないだろう。

   　一方、カルロス王子は戦場に慣れてくるにつれて、その力を遺憾なく発揮し始めた。

   　剣を振るっては魔人を討ち取り、強力な魔法で敵部隊を壊滅させ、的確な判断と指示でリュドニア軍を勝利へと導いたのだ。

   　すると、わたしたちの言うことに賛同を示す者がダリオス以外にも出始めた。

   　カルロス王子は本当に勇者の器なのではないかと、この戦いを終わらせてくれる希望の光なのではないかと、徐々に期待が集まり出したのだ。そしてついに、

   「王都からの命に背いてでも敵軍を率いている魔人を倒し、カルロス王子を魔王討伐の旅に送り出すべきだ」

   　という機運が砦の中で高まった。

   　王都の者たちに言われるがままに、ただひたすら守るだけの閉塞感があの空気を作ったのだろう。それに後押しされるように、とうとう王子は決断されたのだ。

   「魔人討つべし」と。

   


   　今は砦に籠もったリュドニア軍が魔王軍と戦っていた。防衛戦に成功したら、全軍で砦を出て追撃する手て筈はずになっている。常時慎重な敵将の魔人は、何かあると思って一旦退いてくるはずだ。そこをこの精鋭部隊で討つ。

   「わかっている、ダリオス。あいつらは強い。やってくれると信じているさ」

   　兵士たちひとりひとりの顔を思い浮かべながら、わたしは答えた。

   　ダリオスはニッと笑った。

   「絶対やるさ。何な故ぜならあいつらはな、この戦いに勝てば、ようやく厄介者がいなくなると思って頑張っているのさ。そいつらは魔人を倒した後、魔王を倒しに出て行くらしいからな。頭のおかしな連中もいたものさ」

   　その言葉に他の騎士たちが失笑を漏らした。

   　決して馬鹿にしているわけではない。この者たちはカルロス王子に多大な期待を寄せているのだ。そうでなければ、こんな危険な作戦に志願したりはしない。

   　命を懸けて王子を勇者にしようとしている同志たちだ。

   　わたしは砦の兵たちのことを心配したが、もっとも危険なのは上級の魔人を討つ役目を担ったこの一隊であることは間違いない。

   「俺も厄介者か、ダリウス。嫌われたものだな」

   　カルロス王子がからかうように声をかけた。

   「とんでもない。俺が言っているのは、このふたりのことですよ。何しろ殿下と違って腕もないのに、魔王領に行くと言って聞かないんですから。とんだ命知らずだ」

   　また騎士たちが笑いをこぼした。

   　からかいの種にされたわたしとフェリプも、苦笑いするしかない。

   　これもダリウスが良く使う手だ。冗談を言うことで仲間たちを落ち着かせて、戦いの恐怖から意識を逸そらす。それがわかっているから怒ることもできない。

   「殿下とわたしたちが魔王を倒して帰ってくるまでに、ダリウスたちが生き残っていられるか見物だな」

   　わたしは軽い反撃を試みた。

   「言うようになったじゃないか」

   　歯を見せて笑みを浮かべたダリウスは、わたしの胸を小突いた。

   「期待しているぜ。おまえらもこの砦に来たときに比べれば、大分様になった。きっと魔王だってやれるさ。そのためには、あのくそったれの魔人を倒して、王都の連中を黙らせなきゃならんがな」

   　そう、ダリウスの言う通り、魔人を倒さなければ話にならない。すべてはそれからだ。

   


   　やがて、遠くから歓声が聞こえた。

   　砦のリュドニア軍が勝利し、全軍で追撃を始めたのだ。

   　次は我々の番だ。

   　──恐怖が始まる──。

   　夢を見ているわたしには何が起こるかわかっていた。でもどうすることもできない。あのときの通りにしか、夢の中の自分たちは動かないからだ。

   　わたしたちが岩山に身を潜めてじっと待っていると、目標としていた敵将の青い魔人が姿を現した。下級の魔人たちを引き連れている。思ったよりも少数だ。

   　だが次の瞬間、魔人はわたしたちが隠れている岩山に向かって言葉を発した。

   『ようやく現れたか、人間』

   　低いがよく響く声。ヤツは我々が潜んでいるのを知っていたのだ。

   「強がりか、魔人。ずっと後ろで高みの見物をしていた臆病者。今日こそ討ち取ってくれよう」

   　カルロス王子は隠れていた岩山から颯さつ爽そうと姿を現すと、剣を抜いて魔人に向けた。その姿は勇者そのもの。しかし、魔人はまったく臆することはなかった。

   『臆病者はおまえたちの国の王のことだ。守ることのみを命じて、攻撃を許さなかったのだからな。だが、我は信じていた。いつか、おまえたちがその不合理な命令に背いて、攻めてくることを。長いこと、ずっとな。その日がようやくやってきた。喜ばしいことだ』

   「……何だ？　おまえは一体何を言っている？」

   　王子は魔人の言葉に困惑していた。それは我々も同じだった。

   『後ろを見よ』

   　魔人が指さした先、我々の背後に目をやると、そこには新たな魔物たちの姿があった。

   『我らの退路を断とうとして現れるであろう精兵を排除するために、常に後方に魔物どもを伏せておいたのだ。すなわち、おまえたちのことだ』

   　魔人の指先がすっと王子に向けられた。

   　それが合図だった。隘路の後方から魔物たちが押し寄せる。

   「前に抜けろ！　追撃してくる味方と合流するんだ！」

   　王子が素早く決断した。だが、前方には魔人がいて、砦の戦いから退却してきた魔物たちが合流を始めている。これを抜けるのはそう簡単なことではない。

   　王子がいち早く火球の魔法を放ち、血路を切り開こうとした。

   　対する魔人も魔法を唱えて結界を展開、火球を防ぎきって、王子を狙い定めて攻撃を仕掛けてきた。

   『リュドニアの勇者にして、王子カルロスよ。おまえこそがリュドニアの要である。おまえさえ倒せば、この国は陥ちたも同然だ』

   　そう言いながら、魔人は大剣を振りかざして王子の馬を斬りつけた。

   　馬の悲鳴と共に地面に落下した王子は、すかさず体勢を立て直して魔人を迎え撃つ。救援に向かおうとしたわたしとフェリプを、下級の魔人たちが阻んだ。

   　乱戦となったのは一瞬のことで、我々は後方からやってきた新手の魔王軍に呑のみ込こまれた。魔人の相手をしながらも、周囲からは間断なく魔物たちが襲ってくる。

   　共にいた騎士たちは、カルロス様の盾となって次々と死んでいった。

   「お先に……」

   　カルロス様をかばってホブゴブリンの槍やりに腹を刺された騎士が、そのまま相手の首を斬りつけて相打ちに持ち込んだ。

   　オーガの棍こん棒ぼうで殴られて馬上から落とされた騎士は、ゴブリンたちに群がられて鎧よろいの隙間からめった刺しにされた。それでも騎士は立ち上がって、一体のゴブリンを捕まえて腕で絞め殺すと、行く手を塞ぐように立ったまま絶命した。

   　下級の魔人に、ひとりの騎士が馬ごと体当たりして槍で貫いた。「やってやった！」と声を上げたのもつかの間、まだ生きていた魔人に大剣で首を刎はね飛とばされた。

   　もはや騎士たちは誰も生きようとはしていない。命を代価にいかに道を切り開くかということしか考えていなかった。それもこれもカルロス王子を、我々を無事に逃がすためだ。

   「魔王を必ず！」

   　そう叫んだ騎士が青い魔人に挑み、王子を逃がすためのわずかな時間を稼いで死んでいった。あと何人残っているのだろうか？　数える気にもなれない。

   　カルロス王子はただ前だけを向いて、剣を振るって突き進んでいく。

   　死んでいく騎士たちには目もくれない。だが、それこそが正しいのだろう。騎士たちは憐あわれんでほしいわけではないのだ。王子をこの場から逃がして、自分たちの代わりにいつか魔人を、魔王を倒してほしいのだ。それ以外のモノは何も求められていない。

   　わたしもフェリプも無心で剣を振り回している。

   　その前に魔人が立ちはだかった。目的としていた敵将である青い魔人。両手に二本の大剣を携えている。

   （こいつさえ倒せば……）

   　わたしとフェリプの中に、生き残ること以外の欲が芽生えてしまった。わたしたちは一瞬目を合わせた後、左右から魔人を挟撃しようと試みる。

   　だが、軽く振るわれた魔人の大剣を受けようとして、身体ごと弾はじき飛とばされた。まるで丸太をぶつけられたかのような衝撃。フェリプも同じように倒れている。

   「エリオット！　フェリプ！」

   　わたしたちが倒れる姿を見て、カルロス王子の足が止まる。そして、助けるために戻ろうとしかけた。これこそが魔人の狙いなのだろう。わたしたちはまんまと使われたのだ。

   　しかし、その王子を引き止めた者がいた。

   　ずっと王子を守って奮戦を続けていたダリウスだ。

   「俺が助ける。殿下は先に脱出を！」

   　そう言って、王子を前に押しやり、青い魔人に勝負を仕掛けた。

   「おい、そんな雑魚を相手にして嬉しいか？　相手が弱くないと怖くて戦うことができないのか？　さすが、いつも後方で震えていただけはあるな」

   『言いよるわ』

   　魔人が口の端を吊つり上あげ、ダリウスと向き合う。

   　この間にわたしとエリオットは他の騎士に助け起こされて、逃げるように促された。

   「しかし、ダリウスが！」

   　渋るわたしたちを騎士たちが𠮟りつけた。

   「魔王を倒すんだろう！　王子を勇者にして、おまえらがその助けになるんだろうがっ！」

   　それから、頭をコツンと叩かれた。

   「おまえたちには期待しているんだ。必ずやってくれるってな」

   　わたしたちを助けた騎士たちも、ダリウスと共に青い魔人に戦いを挑んでいった。

   　ここまでやられたら、もう逃げるしかなかった。彼らの意志を無駄にするわけにはいかなかった。

   「生きろ！　どんなことがあっても必ず！　そのついでに魔王を倒せれば上出来だ！」

   　ダリウスがこっちを見向きもせずに叫び、雄々しく剣を掲げた。他の騎士たちもそれに倣った。覚えているのはそこまでだ。

   　夢はいつもここで終わる。

   


   　後日、ダリウスたちの首が砦の中に放り込まれた。

   　挑発ではない。敬意をもって弔えという魔人の意志表示だ。

   　皮肉なことに命令違反で不名誉なものとされたダリウスたちの死は、魔人たちに認められたのだ。不思議とあの青い魔人に恨みはなかった。わたしたちも魔人たちも、ただ死力を尽くして戦っただけなのだから。わたしの中に燻くすぶっているのは、戦わずに安穏と生きている王都の連中への暗い想いだけだった。

   


   　　　　※　※　※

   


   　最悪の目覚めの朝、早くからわたしの部屋を訪れる者がいた。

   　フェリプだ。夢と混同して、「おまえも生き残ったのか」と顔に手を伸ばしそうになって、気付いて止めた。傍はたから見れば、どうかしているようにしか見えないが、フェリプはわたしがあの悪夢を頻繁に見ていることを知っている。

   「また、あの夢か」

   「また、じゃない。いつもだ。見ないことのほうが少ない」

   「そうか……」

   　つぶやいた後、フェリプは押し黙った。一体、何の用だろうか？

   　フェリプとはしばらく口を利いていなかった。わざわざ訪ねてくるのは珍しい。

   　立ったままだったので椅子を勧めると、フェリプは顔を横に振って断り、それから意を決したように口を開いた。

   「シェイプシフターはおまえだろう、エリオット」

   　今度はわたしが黙る番だった。否定するのは簡単だが、フェリプに嘘うそはつきたくなかった。王子の側近として生死を共にした仲だ。実の兄弟よりも結びつきは強い。

   「魔人と通じた罪を俺たちに被かぶせないように、王子派を抜けたのだろう？」

   　それもフェリプの言う通りだった。

   　何も答えられずに沈黙が流れた後、フェリプが言葉を継いだ。

   「俺がアレスをやる。成功したら、もう魔人のところに行くな」

   「……失敗したら？」

   「そのときは、俺がシェイプシフターを名乗って死ぬ。おまえはすべてを忘れて生きろ」

   　わたしは眉を顰ひそめた。

   「余計なことはするな。誰がそんなことをしてくれと頼んだ？」

   　寂し気にフェリプが笑った。

   「勘違いするな。これはついでだよ。俺たちはもう後戻りできない。おまえがどうであれ、王子派がアレスを排除することは決まっていたことだ。そうなれば罪は免れん。ついでにおまえの罪も被ってやるだけさ」

   　フェリプは背を向けた。

   「殿下のことは頼む」

   　そう片手を上げて去っていった。

   　わたしが承知しないことをわかっていて、答えを聞くのを避けたのだろう。

   　フェリプ率いる王子派がアレスを襲撃した前日のことだった。

   


   　そして、王子派は全員死を遂げた。半ば自死のようなものだ。

   　王子派はあのときの戦いで生き残った者たちで構成されていた。これでリュドニアで本気でカルロス王子を勇者にしようという人間は、わたしを除いて誰もいなくなったわけだ。

   　フェリプは最期に「自分がシェイプシフターである」と言ったらしい。

   「諦めろ」と言われたような気がした。

   　だが、諦めるわけにはいかない。未だにあのときの夢を見るからだ。

   　機会はある。アレスたちがリュドニアから出るときだ。そこを狙う。

   　人間のわたしはあのときに死んだのだ。今のわたしはシェイプシフター、魔物だ。勇者の命を狙って当然だ。
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   『風よ！』

   　アレスが放った風の刃の魔法に、エリオットは寸前のところで気付いた。

   　身をひねって直撃を避けたが、頬ほおに大きな傷を負うエリオット。少なくない血が流れているが深手ではない。

   　起死回生の一手を外し、アレスの不利な状況は続いている。エリオットの名を叫んだカルロスもまだ遠い。

   　迷いを断ち切るように、エリオットは再び剣を振り上げる。

   「終わりだ」

   　その声は痛切な響きを帯びていた。

   　だが、目の前に突如として何者かが立ちはだかった。

   　年代物のローブを纏まとった亡霊のようなモノ。

   「なにっ！」「預言者！」

   　エリオットとアレスが同時に叫んだ。

   　刹那の迷いの後、エリオットは振り払うように預言者を斬る。

   　幻のように掻かき消きえるローブの亡霊。

   「おのれ、邪魔ばかり！」

   　苛いら立だつエリオットは逃げるアレスを追って、再度剣を振るう。

   　しかしその一撃は、今度はしっかりと剣で防がれた。

   「やめろ、エリオット」

   　それはカルロスの剣。とうとう間に合ったのだ。

   　主の姿を見てエリオットが後ずさる。

   「アレス、ここは俺に任せて、おまえは仲間たちのところへ行け」

   　カルロスの言葉にアレスは素早く立ち上がり、自分の剣を拾うと駆け出した。

   「逃げ足の速い男だ。とても勇者には思えませんな」

   　嘲笑するエリオット。だが、カルロスは首を横に振った。

   「真正面から戦うだけが勇者ではない。時には逃げることも必要だ」

   「しかし、殿下は逃げたことなどなかったではありませんか」

   「いや……逃げたさ」

   　エリオットの眉間に深い皺しわが寄る。

   「そんなはずはありません。わたしは幼い頃からずっと一緒にいました。殿下が逃げるような真似まねをしたことは一度としてなかった。魔王軍に囲まれたときですら、敵の中央を突破して脱出しました。あれは逃げたうちに入りません」

   「あのときのことではない。俺が逃げなかったように見えたのなら、それはおまえたちの前で意地を張っていたからに過ぎない。おまえとフェリプがいたから逃げなかった。いや、逃げられなかった。それだけの話だ」

   「……どちらにしろ、殿下は逃げなかった、違いますか？」

   　険しい顔でエリオットは詰め寄った。

   「いや、違うな。逃げた。俺は最後の最後で逃げたのだ」

   　取り囲んでいた魔物たちは、魔人に呼ばれたのかアレスたちのほうへ向かっており、ふたりからは興味を失っている。

   「リュドニア軍の初めての攻勢が失敗に終わり、魔王軍に大敗を喫した後、俺はおまえたちの想像以上に衝撃を受けていた。ずっと傍そばにいたおまえなら知っているだろう？　あれは俺にとっての初めての挫折だった。なにせ、今まで一度も失敗したことがなかった上に、大勢の者たちが俺のために死んでいったのだ。その精神的な苦痛は計り知れないものがあった」

   「殿下は一体何を言っておられるのですか？」

   　エリオットは怪け訝げんな顔をしている。まるで他人ひと事ごとのように自分のことを話すカルロスに、違和感を覚えていたのだ。

   「無論、カルロスという男の最初で最後の逃げについてだよ」

   　カルロスの顔から表情が抜け落ちていた。いつもは雄弁なほど感情を面おもてに出だしているのに、まるで別人のように。

   「あなたは……」

   　主を前に戦意を失っていたエリオットだったが、剣を握る手に再び力が籠もる。

   「あの敗北の後、俺は王都に呼び戻された。おまえたちを連れていくことも許されずに、たったひとりでな。戻る馬車の中で、俺は罪の意識に懊おう悩のうしていたよ。何でもできると信じ、今度も上手うまくいくと確信していた策を逆手に取られて、騎士たちが俺の名を呼びながら死んでいったのだ。おまえたちにはあのとき死んでいった騎士たちの言葉が心に刻まれたようだが、俺には彼らの死そのものが刻まれた。それは俺の心を蝕むしばんでいった」

   「馬鹿な！　殿下は騎士たちの死をも乗り越え、自らの力に変えることができる御お方かただ！　そんなはずはない！」

   「それはおまえの理想のカルロスの話だろ、エリオット？」

   　淡々とカルロスは告げた。

   「なっ……」

   「父上や重臣らは、俺のことをそこまで強くは戒めなかった。俺の様子がおかしいことに気付いたのだろう。実際、塞ぎ込んでいたからな。父上は俺を心配し、病ということにして王都に留め置いたのだ。だが、そんな中、追い打ちをかけることが起こった。不満を高ぶらせたおまえやフェリプが仲間を募り、王子派を結成したのだ。そして、俺を国王の座につけようと画策した」

   「あの病は精神的なものだったと？　わたしからしてみたら、病を理由に殿下を捕らえたようにしか思えなかった。我々が殿下を取り戻し、王とするために動こうとしたのは当然のことでした！」

   　感情を高ぶらせたエリオットが訴えかける。

   「その結果、俺は毒を仰いだ。おまえたちに本当に病になったと思わせるためにな。そうすることで内乱を未然に防ぎ、国境の守りが瓦解するのを防いだ。エリオット、おまえも見ただろう、俺の青白い顔を。聞いたであろう、『国を守ってくれ』という言葉を」

   　カルロスの思わぬ言葉に、エリオットは息を呑んだ。

   「……見ました。聞きました。王都に向かった我々は殿下との面会が叶い、本当に病であることがわかったので国境へ戻ったのです。まさか、毒を飲んでいたなどと」

   「そうだ。結果、俺の思惑通り事は進んだ。俺の命を引き換えにな」

   　表情のみならず、カルロスの声も平へい坦たんなものへと変わっていく。

   「命？　何を言っているのですか？　殿下は生きているではありませんか？」

   『いや、死んだ。俺は死んだのだ。

   


   　勇者はおまえたちの手で殺したのだよ、エリオット。

   


   　だから、わたしはカルロスの姿を得ることができた』

   　カルロスの肌の色が青白く変貌していく。まるで死人のように。

   「……誰だ、おまえは一体誰なんだ？」

   　エリオットはもはや敵意を隠そうともせず、剣を構えた。

   『わたしを知らないのか？　この国の伝承にもなっているはずだが。わたしには形もなければ名前もない。だが、おまえたちはこう呼ぶ。『シェイプシフター』と』

   　カルロスも剣を構えた。目が朱あかく染まり、人のようで人でない。

   「シェイプシフター？　シェイプシフターだと？　人に化ける魔物か！　誰がおまえの話など信じるものか。おまえが殿下を殺して、国を乗っ取ろうとしたのだろう！　この化け物め！」

   　エリオットが激情のままに剣を振るい、シェイプシフターはそれをたやすく剣で受け止めた。
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   「まさかおまえがシェイプシフターを名乗るとは思わなかった。初めて聞いたときは驚いたぞ。何な故ぜ魔王軍が、わたしがリュドニアにいることを知っているのか、とな」

   　剣を間に挟んで、両者の顔が近づく。

   「何故だ！　何故、今正体を現した！」

   『カルロスだったら、こうしたからだ。敵意のないおまえを殺すことを良しとしなかった。難儀で真面目なヤツだ。だからこそ、おまえたちはこの男のことを慕ったのだろう？』

   「知ったような口を！」

   　一旦、間合いをとったエリオットは怒りに身を任せた強烈な斬撃を放つ。

   「ふむ、感情が乗ったときのほうが、おまえは強いな」

   　シェイプシフターは攻撃を剣で受け流しながら、やはり淡々と語った。

   「カルロス様の顔で、カルロス様のようなことを言うなっ！」

   　上段から振り下ろされたエリオットの渾こん身しんの一撃。

   　シェイプシフターは剣で受けずに、後ろに下がってかわした。

   「カルロスの記憶は既にわたしのものだ。この身体も寸分も違わずにカルロスのものを模かたどっている。何ひとつ変わるところはない。間近にいたおまえもフェリプも気付かなかったであろう？　ただ、元のカルロスの心は普通の人間だった。むしろ、繊細だったと言っても良い。とても勇者たり得る心ではなかった」

   「殿下を侮辱するかっ！」

   　さらにエリオットが力任せに斬りつけ、シェイプシフターが剣で弾く。

   「侮辱などしていない。それが普通なのだ。勇者こそが異常なのだよ。異常だからこそ、魔王討伐などという無謀な道に踏み出せる。その点、アレスはまさに異常だ。本気で魔王を倒す気でいる。気負いもせずに、まるで当然のことのように。それが義務であるかのように。それがために、おまえたちはあやつの特異性に気付かないのだ」

   「ふざけるなっ！　カルロス様がアレスに劣るところなどない！」

   「劣る劣らないの話ではないのだがな。カルロスとなったわたしとて、おまえたちの願いそのままに勇者に必要な精神性を持っているはずだぞ？　何しろ、わたしは人間ではなく、永えい劫ごうの時を生きたモノなのだから揺らぎがない。ある意味わたしこそが、おまえの求めたカルロスそのものと言えるのではないか？」

   　反撃に転じたシェイプシフターは鮮やかな剣で、エリオットを押し返した。

   「黙れ黙れ黙れっ！」

   　ありったけの力で剣を振り回すエリオット。

   『ああ、エリオットよ。俺は何度も忠告したはずだ』

   　シェイプシフターのその言葉には、わずかな憐あわれみがあった。

   『おまえは感情を昂たかぶらせすぎると、隙ができると』

   　大きく振りかぶったエリオットに、シェイプシフターは素早く踏み込むと、剣を横に薙ないだ。

   「がっ……」

   　魔力を帯びた剣に鎧よろいごと腹部を斬られ、膝から崩れるエリオット。

   『カルロスはおまえたちのことを大事に思っていた。死んでほしくないと』

   　斬ったカルロスに喜びはなく、むしろ悲しみすら漂わせている。

   『だから、代わりに自分の命を差し出したのだ。いや、そうすることで楽になりたかったのかもしれぬ。自分の犯した失敗から』

   　地面に蹲うずくまるエリオットを、シェイプシフターはじっと見つめた。

   『……わたしの剣にも躊躇ためらいがあったようだな。人の身体にも記憶は宿る。わたしが得たこの身体にもな。カルロスはどうあっても、おまえたちのことが大切だったようだ。アレスが勇者と定まった後、領内に魔物たちが出没するようになったとき、わたしは真っ先におまえたちを疑った。だが、カルロスは信じようとした。

   　わたしとカルロスの記憶はせめぎ合いを続け、状況は悪化の一途を辿たどった。

   　そこへやってきたのがアレスたちだった。この件をアレスたちに任せたのは、わたしとカルロスの意志だ。結果はわたしの思っていた通りだが……そうあってほしくないと、わたし自身も願っていたよ』

   　言いながら、シェイプシフターの目や肌の色が再びカルロスのものへ戻っていく。

   「……どこへいく」

   　シェイプシフターの変貌を、エリオットは憎悪が籠もった目で睨にらんでいた。

   「知れたことだ。アレスたちを狙って、あの青い魔人がわざわざやってきているのだろう？　この機を逃すつもりはない。リュドニアを狙う魔人の将がいなくなれば、国の守りは大分楽になる。これも『リュドニアの勇者』の務めだ」

   　カルロスに戻ったシェイプシフターは、戦いの続く魔物たちの輪に向かった。

   「おまえは勇者ではない……おまえなどは断じて……」

   　起き上がれないまま、エリオットは呻うめいた。

   「そうだな、エリオット。おまえの言う通りだ。勇者はおまえたちが殺してしまった。時に過ぎた期待は人をも殺すのだ」

   　カルロスは振り返りもせずに告げた。
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   「勇者になる」と言ったのは、いつのことだっただろうか？

   　正確な時期は覚えていない。幼少の頃だった、という程度の認識だった。

   　他の子供と同じように、勇者という存在を知って、純粋に憧れて言っただけのことだと思う。よくある話、ただの子供の戯たわ言ごとだ。

   　しかし、俺の場合は本心として受け止められた。

   　幼い頃から剣と魔法、その双方に才能を示したせいかもしれない。

   　ただ、王族が強い力を示すのは珍しいことではなかった。ほとんどの王家ではその血を辿たどれば何らかの英雄に行き当たり、そこから様々な強い血が混じっていく。わかりやすく、勇者の血を取り入れ続けている王家もあるくらいだ。

   　故に俺が示した力も奇跡の賜たま物ものなどではない。ある意味当然であり、たまたま剣と魔法に秀でていたというのが、一般的な勇者像と一致しただけのことだ。

   　けれど、側近の候補として仕えていたフェリプと従兄弟のエリオットはその力を見て、俺が勇者であると思い込んでしまった。

   　そうであると思われてしまえば、そうあるように努力するのが王族というものだ。

   　王族とは、人の期待に応えるのが責務のようなものなのだから。その地位に漫然と居座る者など王族たる資格はない。

   　俺は期待に応えるべく努力を続けた。暇さえあれば剣を振り、魔導書を読みふけった。

   「勇者だ」と言われて悪い気はしなかったし、その気になっていたところもあった。

   　剣の腕が立ち、人並み外れた魔力も兼ね備えている。それで子供に調子に乗るなと言うほうが無理な話だ。

   　十四歳くらいまでは「自分を置いて他に勇者などいるのだろうか？」などと傲慢に考えていたほどだ。あの年齢特有の全能感があったというべきか。

   　だが、それから歳としを重ねるにつれて、色々なことがわかってきた。

   　魔人は数こそ少ないものの、人をはるかに超える存在だった。身体的な力も魔力も、人間のほうが種族として劣っている。魔王はその魔人たちの頂点であり、恐らく、人が剣や魔法が使えたからといって、どうにかできるような相手とはとても思えなかった。

   　そうでなかったら、魔王軍との戦いで、人間がここまで一方的に押し込まれる戦況にはなっていないだろう。冷静に考えればわかる話だ。

   　勇者などというものは、勇気と蛮勇を履き違え、たまたま成功してしまった者のことを指すのだと俺は理解した。

   　一方、フェリプたちを筆頭とした周りの者たちは、未いまだに俺が勇者になると思っていた。

   　王子である俺も力を示す必要があったので、事あるごとに剣の腕と魔法を披露し、『リュドニアの勇者』という二つ名まで付いた。

   　リュドニアを背負って立つ身としては、その二つ名はありがたいものだった。

   　将来、王になったときに民の支持を集めやすく、政まつりごとも進めやすくなる。だから、敢あえて勇者であることを否定しなかった。

   　そんな中で、国境の砦とりでに赴き、魔王軍と戦ったのは「勇者を目指す者」としての実績作りのようなものだった。期待を寄せる声が多かった一方で、俺には魔物と戦った経験がなかったため、「本当に実力があるのか？」と疑う声もあったからだ。

   　俺は『リュドニアの勇者』という声望を持ったまま、王位に就くことを父王に望まれ、周囲からも実際に戦果をあげることを求められたというわけだ。

   　戦うことには不安はなかった。魔王を倒せるとまでは考えていなかったが、集めた情報から判断すると、下級の魔人であれば問題なく倒せると思っていたからだ。

   　側近となったフェリプとエリオットも腕の立つ騎士であったし、砦の騎士団の中からは、ダリオスという男とその部下たちが専属の護衛に付いた。

   　ダリオスは騎士としては粗野で品のない男ではあったが、俺の護衛を任じられるだけあって、リュドニア軍の中では最も実戦経験が豊富な歴戦の勇士だった。戦いにおいては判断を誤らず、俺のことを上手うまく盛り立てて戦ってくれる頼りになる男だ。

   　後で知ることになるが、下品な冗談で隠されたダリオスの本質は、誰よりも国の平和のことを憂う誠実な騎士そのものだった。

   　フェリプとエリオットはそんなダリオスに感化され、またダリオスも「カルロス王子を勇者にして世界を平和に導く」というフェリプたちの主張を支持するようになっていった。俺はそれを否定することができなかった。俺は勇者になるつもりはなかったが、資質はあることを証明するためにこの戦場にきたのだから。それは心苦しいことでもあった。

   　一兵卒から将軍に至るまで人望のあったダリオスが「王子を勇者に」と声高に唱え始めると、その空気は徐々に砦に蔓まん延えんしていった。

   　恐ろしいことに俺自身が呑まれていって、その気になるほどに。

   　そしてついには「魔王軍を率いる魔人を倒すことで国王を納得させて、カルロス王子を魔王領に送り出すべきだ」という話が持ち上がった。

   　実際のところ俺にはそこまでの覚悟はなく、この話にはかなり憂鬱にさせられた。

   　ただ、迷いはあった。勇者として魔王領に赴くことはともかくとして、防戦一方では砦を守るリュドニア軍が疲弊していくのは明らかだった。このまま擦り減らされては、将来的に砦が陥落する恐れがあったからだ。

   　敵将である魔人を討つことは、リュドニアを守るためにも必要なことだと思われた。

   　俺は父王に手紙を送り、魔人を倒すための攻勢を提案したが、すげなく却下された。

   「もう少し戦果をあげた後に、おまえは王都に戻す」と返事に記されて。

   　その判断は誤りだと思った。現状を知らないから、そのようなことが言えるのだと。

   　もし俺が砦から王都に戻れば、王命に反してまでリュドニア軍が攻勢に出ることはできなくなる。王命に逆らえるのは、王子である俺だけだ。この機を逃せば次はなくなる。

   　俺は砦の主要な者たちと話をし、大規模な攻勢に出ることを全員一致で決めた。

   　作戦は魔王軍の退路に回り込んで、魔人を討つという簡単なもの。

   　魔人を甘く見ていたわけではない。ただ、あまりにも定型の行動を取り続けるので、魔人たちが人間を侮っていると考えたのだ。

   　──しかし、この作戦は魔人が当初より予定していた行動に過ぎなかった。

   　魔人は俺たちが考えていたよりも用意周到で、いつまでも待ち続けることができる忍耐をも兼ね備えていた。

   　結果、俺が率いていた別動隊は壊滅。百名の精鋭の騎士たちのほとんどが失われた。

   　その中で俺とフェリプ、エリオットは生き残った。偶然ではない。ダリオスたちが命を懸けて守り抜き、逃がしてくれたのだ。

   　俺には彼らの死に様を直視することができなかった。俺のために死んでいったにもかかわらず、だ。

   　だが、その声はずっと耳に残り続けていた。

   「いつか魔王を！」「世界を平和に！」「王子こそが我らの希望」と、ひとりひとりが思いの丈を、願いを込めて叫び、迷うことなく死の淵ふちに身を投げ出していったのだから。

   　俺は思わせぶりな態度を取っていたかもしれないが、彼らのことを騙だますつもりはなかった。人に希望を持たせる立ち居振る舞いは、王族に必要とされるものだからだ。

   　けれど、ダリオスの、騎士たちの命を賭した願いを無下にできるほど、俺は非情な人間ではなかった。そうはなりたくなかった。

   　敗戦の後、俺は本当に勇者になるべきなのか思い悩んだ。王子という身分を投げ捨て、フェリプとエリオットを連れて魔王領へと赴く──どう考えても死にに行くようなものだ。

   　それに魔王軍への攻勢に失敗したこのタイミングで勇者を志すというのも、一国の王子として無責任なものと思えた。

   　相談できる相手はいなかった。フェリプとエリオットに言えば、すぐにでも魔王領に向かうことを勧められるだろう。ふたりはダリオスたちに助けられて命を長らえている。俺以上にダリオスの死に責任を感じているに違いなかった。

   　敗戦の責任を問われ、王都に呼び戻された俺は父である王と話をした。

   「死んでいった者たちのためにも、自分は魔王討伐の旅に出るべきではないか」と。

   「おまえはそのようなことができると、本気で信じているのか？」

   　予想に反して王は怒ることはなく、静かに俺の目を見詰めた。

   「それは本当におまえの意志なのか？　そうであるなら、わたしも反対はしない。だが、わたしにはおまえがそのように追い詰められているだけのように見える」

   　その言葉に俺は息を呑んだ。心を読んだかのように、王が正確に俺の気持ちを言い当てたからだ。

   「もし、おまえが自分の意志ではなく、周囲に流されて勇者になろうとしているのならやめておけ。勇者とは超人がなるものだ。それも強い力や魔力を持つ超人ではない。ただ強い心を持つ超人のみが勇者たり得るのだ。強い力や魔力は鍛錬によって手に入れることができるかもしれん。だが、強い心を手に入れるのは難しい。心は簡単に揺らぎ惑うもの。他者の言を跳ねのけ、愚直に自分を信じ切れる者は異常ですらある。そんな強さはおまえにはない。周囲に勇者であると期待されて、勇者たらんとしたおまえにはな。もし、おまえが真の勇者であったのなら、他者の期待など無視して、己の道を行ったはずだ」

   　何も言えなかった。いちいち、その通りだったからだ。

   　王は俺に勇者の才がないことをいち早く見抜き、それがために俺を次期王に据えようとしていたのだ。慧けい眼がんといって良いだろう。俺は自分の父のことすらも見誤っていた。

   「休め、カルロス。おまえは疲れている。フェリプとエリオットが傍そばにいれば、おまえの気も休まらないだろう。だから、おまえだけを呼び戻した。身体の傷が癒いえるのは目に見えてわかるが、心の傷を癒やすことは目に見えず難しいことだ。ダリオスたちの死は想像以上におまえの心に傷を負わせている」

   　俺を召還したのは、父としての愛情ゆえだったのだ。

   　俺はそこで初めて涙した。ダリオスたちの死に。ダリオスたちの期待に応えられそうにない不ふ甲が斐いない自分に。

   　そして、父に勧められるがままに、病と称して療養に入った。

   


   　しばらくは自分の部屋で過ごした。魔王軍との戦いに背を向けているようで罪悪感を覚えたが、今はそれと自分を切り離すことが重要だということもわかっていた。

   　──理解はしていた。けれど、あの記憶は事あるごとに浮かんできた。

   　死んでいった者たちの顔が、声が、姿が鮮明に蘇よみがえってくるのだ。

   　夜眠りについたとき、朝目覚めたとき、それは不意を打つように襲ってきた。

   　ダリオスは物わかりの良い優しい男だった。ちゃんと話せばわかってくれただろう。

   　他の者たちだって同じだ。気の良い者たちばかりで、俺に勇者であることを押し付け、無理に魔王討伐をさせようとは決して思わなかったはずだ。

   　けれど、ダリオスたちと話すことは二度と叶かなわない。俺が彼らを失望させることを恐れたせいで。彼らの期待を裏切ることを怖がったせいで。

   　死したダリオスたちは決して俺を責めることはない。責めているのは俺自身だ。自分を許せないのも俺自身なのだ。

   「もうどうにもならない」「考えても仕方がない」「終わったことだ」「きっとわかってくれる」「あいつらが勝手にやったことだ」「俺も死ねば良かったのか」「いっそ魔王軍がこの国を攻め滅ぼしてくれれば……」

   　色んな理屈が俺の中を飛び交った。理屈はそれぞれの正しさを持っている。そのどれかに納得できれば良いだけだった。

   　けれど、俺の心が、身体が納得してくれない。

   　胸が締め付けられて苦しくなる。身体が動かなくなる。夜中に跳ね起きたのも一度や二度ではなく、昼であっても絶叫したくなる衝動に駆られた。せめて身体を動かそうと剣を振るい、魔導書に目を通すが、まったく身にならなかった。

   　これが心の傷なのだ。簡単に癒えることはなく、ただ時間が過ぎ去っていくのを待つしかない。

   　だが時間は過ぎ去ってはくれなかった。

   


   「フェリプとエリオットを中心に結成された王子派が、カルロス王子を奪還して王位の簒さん奪だつを狙っている」

   　そんな噂うわさが耳に入ったのだ。

   　国王はその話が俺のところに届かないように箝かん口こう令れいを敷いていたのかもしれないが、人の口を完全に閉ざすことはできない。ふとした拍子に部屋を出たとき、誰かがしゃべっているのを聞いてしまったのだ。

   　最悪の事態だった。ダリオスの死に責任を感じていたフェリプとエリオットなら、本当にやりかねなかった。もし成功したら、俺は勇者として魔王領へ赴くことになるだろう。失敗しても、王子派には砦の騎士たちが数多く参加している。彼らを失ってしまば、もはや魔王軍を防ぎきることはできなくなるだろう。

   　リュドニアは窮地に陥ってしまったのだ。それも俺のせいで。

   　俺は国王に訴え出て、フェリプとエリオットとの対面を望んだ。

   　国王は渋い顔をしたものの、この事態を打開する良い方法は他になく、最終的には承諾した。

   　そして、俺は病気療養を事実にすべく、毒を飲んだ。

   　リュドニアを救うために。誰も死なずに済むようにするために。

   　──自分を楽にするために──。

   　死に瀕ひんした俺と対面したフェリプとエリオットは、病気療養が偽りではなかったことを受け入れ、再び身命を賭して国を守ることを約束してくれた。

   「殿下が戻ってくるまで守り抜きます」と。

   　なら、あいつらは最後まで戦ってくれることだろう。

   　これで良かったのだ、これで。

   　その後は国王をはじめ、様々な者たちが俺の身体を治そうと苦心してくれたが、俺自身が回復を望んでいなかったこともあり、まったく目途は立たなかった。

   　俺は疲れていたのだ。これ以上の生を望まないくらいに。

   　それどころか不思議な安あん堵どを得ていた。自分もダリオスと同じように命を投げ出すことで、国を守ることができたのだと。

   


   　命が尽きようとしていた夜、誰かが俺の部屋を訪れた。

   　もう目は見えない。気配だけを感じている。

   　その者はぞんざいな口調で言った。

   『おまえは勇者になりたかったのか？』と。

   「勇者になりたかったわけではない。人に何と言われようと苦にもせず、賢さかしいこともせずに、ただただ愚直に生き、先のことを考えず、目の前のことを素直に喜び、怒り、悲しみ、楽しむ。そういう者に俺はなりたかったのだろう」
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   　声が出ないはずなのに話ができることに驚いた。死ぬ前に見ている夢なのだろうか？

   『それは簡単にできたことではないか？』

   　声の主は困惑しているようだった。

   「当たり前のことを当たり前に行うのは難しいことだ。わかっていても、善行を重ねられないのと同じだ。時として人は見えているのに、見えていない振りをする。俺がそうだった。だから道を誤った」

   『では、もし正しい道を選んでいたとしたなら、おまえは何がしたかった。おまえの願いは何だ？』

   「リュドニアを守りたかった。父も母も妹も、フェリプもエリオットも、この城にいる者たちも、一緒に戦った騎士や兵士たちも、この国に生きる民たちも、すべてが愛いとおしい。俺は自分の心の弱さから耐えられず、卑ひ怯きようにも逃げてしまったが、これは偽りのない本当のことだ」

   　言いながらも、胸が締め付けられる痛みを感じた。「守らなければならない」と思う心こそが俺を苦しめ続けているからだ。

   『──カルロスよ。おまえは決して卑怯ではない。ただ、優しかっただけなのだ。他者の願いを叶えようとして努力を続け、耐え切れなくなってしまっただけのこと。何も恥じることはない』

   　その言葉は俺の心を優しく撫なでた。ようやく苦しみがわずかに癒やされた気がした。

   『わたしにはおまえの願いを叶えることができる。おまえの代わりに、おまえの姿で、おまえの声で、おまえの力をもって、リュドニアを守ることが。ただ、それにはおまえの姿形を貰もらい受けることになる。──どうする？』

   　恐ろしいことを言われているはずだが、不思議と怖さを感じなかった。何な故ぜなら、わたしはこの者のことを知っていた。

   「おまえはシェイプシフターか。王家の言い伝えにある建国の王が喚よんだモノ。リュドニアを守っていた神よ」

   『神か。久しく、そのように言われたことはなかったな。今ではすっかり魔物扱いだ』

   　シェイプシフターが苦笑したように感じた。

   「ならば、この身体を託そう。この記憶も力も何もかも持っていくが良い。かつて、この国の王に成り代わって、人を導いた神よ」

   　そう告げた途端、身体が何かに覆われていき、浸食されていった。

   　ただ、不思議と不快ではなく、ようやく自分を苦しめていた何かから解放されたような気がした。
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   　突如、アレスとの間を魔物たちに塞がれたソロンたちは足を止め、再び合流しようと試みていた。アレスを置いて先に行こうとする者は誰ひとりとしていない。

   　だが、魔物たちの数が多く、周囲をすっかり囲まれてしまって、完全に身動きが取れなくなってしまっていた。

   「エリオットがアレスを襲っていやがる」

   　魔法の炎で魔物たちを焼き殺しながら、ソロンは歯は噛がみしていた。アレスは決して弱くはないが、カルロスに次ぐ強者と言われているエリオットが相手では分が悪い。

   「やはり裏切者はエリオットだったか」

   　そう言いながらも、レオンは絶えず剣を振るい続けている。いつもは攻撃に専念しているのだが、今はアレスがいないので仲間を守る必要があった。そのため、好き勝手に動くことができないでいる。

   「早くアレスを助けに行かなくてはなりませんね」

   　マリアはソロンとレオンの疲労を取り除く回復魔法を唱えてはいるが、その視線はアレスに向いたままだった。時折、すり抜けて近寄ってくる魔物には、杖つえで鮮やかな一撃を加えて叩たたきのめしている。

   「……おまえも前衛をやったらどうだ？」

   　その様子を見て、ソロンが複雑な表情を浮かべた。男だからと、自分のほうが少し前に出ているのだが、どう考えても接近戦はマリアのほうが強そうだった。

   「か弱い乙女に失礼ですよ、ソロン？」

   「か弱いという言葉の意味を調べてこい」

   　狭間はざまに軽口の応酬をしつつも、ソロンは魔法を使い続けた。

   　普通の魔法使いなら、ひとつふたつ魔法を使った後に魔物たちに襲われて終わっていただろうが、ソロンは初歩の魔法を素早く簡潔に唱えることで敵を近づけさせないでいる。

   　そのようにアレスから指示を受けたせいではあるが、長年の研究の成果でもあった。魔力の消費量を極力低減させ、呪文の文言を必要最低限にまで削る。それがソロンに魔法の連射を可能にさせていた。

   　さらにソロンとアレスは、魔法の使い方についても議論を深めていた。

   　従来の攻撃魔法の使い方はかなり大おお雑ざつ把ぱなもので、敵に当たりさえすれば良いとされていた。強力な魔法で多くの敵を倒すことが主な目的であるからだ。そのため、細かい精度を求めるくらいなら、少しでも魔法の威力を上げることを奨励されていたし、少しでも上位の魔法を使うことを求められた。

   　しかし、アレスには魔法の才能がなかったので、強力な魔法の習得ができず、初級の魔法を使いこなす他なかった。魔力は才能なのだが、魔法の精度は努力によって上達させることができる。だから、アレスは魔法の精度を上げることに活路を見いだし、ソロンもそのアレスの取り組みには着目していた。

   「精度が上がれば魔法の効率が上がるし、魔力の消費も抑えられる。そのほうが魔王討伐の旅には役に立つのではないか」と。

   　ただ、ソロンといえども、従来の魔法使いの在り方からは簡単には脱却できないでいた。強力な魔法こそが腕の立つ魔法使いの証あかしだったからだ。それをアレスにはっきり否定されて、ようやく踏ん切りがついたのだ。

   （何だかんだ言って俺も失敗が怖かったのだな。人に言われないとできなかったとは）

   　ソロンは苦笑いしながら、初歩の魔法を精緻に素早く使いこなすことで、従来、魔法使いに不向きとされた近い距離での戦闘を着実にこなしていた。

   


   　レオンは剣を振るっていた。

   　動きは少なく派手さはない。見た目も地味なものである。ただ、指先に至るまで無駄のない必要最小限の動きは、周囲を囲まれていてもまったく乱れることはない。

   　今までのレオンの剣はそうではなかった。見栄えのする華麗な動きを好んでいたし、周囲に自分の強さを見せつけるように戦っていた。新しい剣の技をどんどん覚え、これ見よがしに使っていたりもした。

   　歳とし若くして剣聖になったレオンには、自分の力を示さなければならないという焦りもあって、そういう戦い方をずっとしていたのだ。

   　アレスの剣は正反対だった。基礎の重要性はレオンもわかっていたつもりだったが、アレスはその基礎を徹底していた。初めは「才能がないから、そんなことをしているのだ」とレオンは見下していたが、訓練でアレスの相手をしていると、その成果が如実に現れているのがわかった。

   　日に日に動きに無駄がなくなり、剣の形が良くなっていく。

   　そんなアレスの姿に、

   （自分はひょっとして先を急ぎすぎていたのではないか？）

   　と感じるところもあった。

   　だが、真似まねすることはできなかった。そこは剣聖としての立場がある。勇者の座は譲っても、剣の腕ではアレスには勝っているという自負があった。剣の技に自分のプライドを重ねていたのだ。

   　しかし、アレスに指摘されたことで、ようやく意固地になっていた自分に気が付いた。

   （俺も存外と俗物だったのだな）

   　振っ切れたレオンは派手な動きを戒め、アレスのような地味な剣を追求するかのように戦っている。

   　そこにはまったく付け入る隙がなく、魔物たちを畏怖させていた。

   


   　マリアは不機嫌だった。

   （何な故ぜわたしはソロンやレオンと一緒にいるのでしょうか？　わたしはアレスの傍そばにいると決めたのに、何故こんなにも世界は無粋なのでしょうか？　わたしは聖女だというのに、こんなにも残酷な未来を予見できなかっただなんて）

   　危機的状況にありながら、マリアは別の意味で自分の不幸を嘆いていた。

   　回復魔法は唱えている……というより、疲労を軽減したり、魔力を少し回復させるくらいの神の奇跡は、わざわざ口にするまでもなく起こすことができた。

   　それはファルム学院にいたときに、アレスを支えるために覚えたことだった。

   　アレスは確かに超人的な努力を行える強い意志と頑丈な身体の持ち主だったが、それにだって限界はある。途中からマリアが陰ながら癒いやしを施していなければ、アレスは心身ともに壊れてしまっていたことだろう。

   　アレスの無謀な努力は、マリアの献身があって実現したことだった。そのことは誰も知らない。アレス本人でさえも。

   　何な故ぜならマリアはそのことを口にしたことがなかったからだ。

   　アレスには好意を抱いている。ただ、それはそれとして、アレスが奇跡を起こすにたる人物だと見込んだから行ったまでのことで、ささやかな献身と自分の好意を結びつけることは美しいことではないと思っていた。

   　神に挑むように努力を続けるアレスに、気付かれないようにこっそりと癒やしを与えることは、あの頃のマリアの幸福でもあったのだ。

   　それまで義務のように回復魔法を使い、自分の意志とは無関係に人を癒やしていた。そこには何の感慨もなく、神の奇跡に価値を見いだすこともできずにいたのだ。神の声など聞こえなくて良かったとさえ思っていた。

   　自分自身さえも含めて、人に何の希望も抱いていなかった。それを変えてくれたのが、アレスだった。

   　その幸せの記憶を汚したくはなかったから、アレスには癒やしていた事実を教えていない。恐らくは誰にも理解されないことだろうが。

   　だから、アレスのために覚えた癒やしの術を他の男に使うのは、あまり気が進むことではなかった。

   （けれど、この人たちも頑張っていますし……）

   　マリアは小さくため息をついた。

   　昔のレオンとソロンは、今とはまったく違っていた。

   　才能があってプライドも高かっただけに、周囲の人間への要求も高く、その結果、レオンは精神的に、ソロンは精神的にも物理的にも孤立していた。

   　マリアの考える『良き人間』とはとても言えなかった。

   　勇者になれる力はあっても、勇者になれる心が欠けていた。

   　恐らく今ならレオンは勇者となれるだろう。ソロンももう少し精神的な成長を遂げれば、勇者と言えるのかもしれない。

   　それだけに「自分は勇者ではない」とふたりは言い張るだろう。

   　アレスの光が見えているから。凡庸だからこそ、その中に宿る精神性が尊いものだと知っているから。実はそのことを理解できる人間は少ない。

   　だから、このふたりなら「癒やしてやらなくもない」とマリアは思っているのだ。

   　ただ、ちょっぴり不快ではある。必要だとわかっていても。

   　なので、自分の近くに接近してきたゴブリンの頭を思いっきり杖で殴った。

   　バタリと倒れて、ピクリとも動かなくなる小柄な魔物。それを見て、マリアの気持ちは少しだけ晴れた。聖女らしからぬ行為だったが、「身を護まもるために仕方のなかったこと」とマリアは自分に言い訳をする。

   　また一匹の魔物が迫ってきた。屈強なホブゴブリンである。レオンの剣で傷を負いつつも何とかこらえて、無力な僧侶を手にかけようとしているのだ。マリアの杖で殴った程度では倒せそうにない。

   「その傷は痛みませんか？」

   　マリアはホブゴブリンに語りかけた。優しさと慈愛を込めて。

   　するとホブゴブリンは「ギッ……」と呻うめき、動きを止めた。人の言葉などわからないはずなのに。

   　魔物はさっきまで堪えていたはずの胸の傷に、強烈な痛みを感じ始めていた。

   「ああ、そんなに血が流れて……」

   　痛ましい表情を浮かべるマリア。

   　その言葉の通りに、傷からとめどなく血が溢あふれ出だした。ホブゴブリンは自分の傷とマリアを交互に何度も見ている。恐怖で顔を引ひき攣つらせながら。

   「残念ながら傷は深いようです。もうどうにもなりません」

   　マリアが残念そうに頭を横に振ると、ホブゴブリンは倒れ伏して絶命した。

   　それを見た聖女は息を吐くように呟つぶやいた。

   「何故、人も魔物も、神の奇跡が傷を癒やすことだけだと思うのでしょうね。神はあなたたちが思うほど清らかなモノではないのに」

   　その声は口の中で消えて、レオンとソロンには届かなかった。

   


   　普段は仲があまり良くない三人だが、ようやく連携が取れて戦えるようになっていた。それはアレスを助けるという目的があったからかもしれない。

   　敵の数が多く、まだ包囲網は突破できていないが、あと少しという感触はある。

   　ところがその包囲網が突如として割れた。

   　好機、とは三人とも思わなかった。ソロンは露骨に眉を顰ひそめた。

   「来たか。ロゾロフ大森林以来か」

   「そうだな、あのときのヤツよりも強そうだ」

   　レオンは剣を慎重に握りなおした。

   　割れた包囲網の間から現れたのは、巨大な青い魔人だった。
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   『今代の勇者の仲間か。さすがにやるようだな』

   　二本の剣を両手に携えた青い魔人が、ゆっくりとレオンたちに近づいてきた。

   　持っている剣は大剣なのだが、魔人の巨体ゆえに片手で持っていても違和感はない。鎧よろいも纏まとってはいるが、大おお雑ざつ把ぱに身体を守っている感じで関節部などはむき出しだった。

   「おまえがリュドニアを攻めていた魔人か？」

   　問いかけたソロンは、返事を待たずに用意していた魔法を解き放った。

   　強烈な炎が魔人を包み込む。周囲にいた魔物たちが逃げ惑うほどに。

   　──が、魔人は右手の剣のひと振りで、埃ほこりでも払うように魔法をかき消した。

   『如い何かにも』

   　問いには簡潔に答えながら、魔人は歩みを止めない。

   「さすが上級の魔人様だ。剣で魔法を打ち消すなんて芸当は初めて見たな」

   　ソロンが引ひき攣つった笑いを浮かべている。

   「だが、こいつを仕留めればリュドニアは楽になるはずだ」

   　滑るようにレオンが前に出て、蒼あおく光る大剣を振るった。それは研ぎ澄まされた稲光のような一いつ閃せん。だが、これも魔人の剣によって簡単に弾かれた。レオンは無理をせずに間合いを取り直す。

   「剣を二本持って、その技量か。魔人というのは恐ろしいものだな」

   　素直に敵を称賛する剣聖。人間で剣を二本使いこなせる者など、見たことがないからだ。

   『二本の剣を両手で扱う者など、我らの中にはいくらでもいる。我らは人よりも強い。当然のことだ』

   　直後に、魔人は獣の遠とお吠ぼえのような声を発した。

   　一旦大人しくなっていた魔物たちが反応し、後方のソロンたちへと襲い掛かる。

   「魔人は誇り高いと聞いていたが、さすがにひとりで戦ってくれるほど甘くはないか。雑魚は俺がやる！　レオンは青い魔人に専念しろ！」

   　ソロンは魔人に向けて呪文を詠唱していたが、切り替えて、その魔法は襲い掛かってきた魔物たちに向けて放った。強烈な爆発が魔物たちの一角を吹き飛ばす。

   　そして、すぐに次の呪文の準備を始めた。レオンが魔人と戦うとなると、ソロンもさっきまでのように余裕をもった対処はできなくなる。

   　レオンは軽く息を吐くと、眼前の魔人に集中した。

   　自分が魔物たちの相手をしなければ、ソロンに負担がかかるのはわかっているが、だからといってこの魔人を放っておくことはできない。

   　疲れはなかった。むしろ、気持ち悪いくらいに身体の調子は良い。マリアの回復魔法のおかげなのだろう。ソロンもあれだけ魔法を使い続けられるのは、マリアの起こす奇跡によるものに違いない。あの性悪女は何もしていないように見えて、息を吐くように恐るべき力を発揮し続けている。今もこんな状況にもかかわらず、すまし顔で自分たちの戦いを見物しているに違いない。

   （ならば俺も、剣聖の名にふさわしい戦いを見せねばな）

   　魔人の肉体が露出している腕部めがけて、斜めに剣を振り下ろす。

   　ただ、レオンの目は相手の全身を捉えたままだった。

   　その目で魔人が右手の剣で防ぎにいく動作の起こりを把握すると、すぐさま剣を跳ね上げて、逆側からまた斜めに斬りつけた。

   　傍はたから見ていれば、まるで剣が二本あるかのように見える残像を伴った斬撃。だが、魔人もその動きを察知して、左手の剣で防御に動く。

   　すると、レオンは二撃目の軌跡を途中で変化させて、わずかに覗のぞいた相手の脇腹を斬った、と同時に魔人の横を抜ける。

   「浅かったか？」

   　瞬時に身を翻して、魔人と向き合うレオン。斬った魔人の脇腹からわずかに血が滴り落ちている。

   『よく動く。リュドニアの王子を超える剣の使い手だな』

   　魔人はその強こわ面もてを歪ゆがませて笑っていた。強敵と戦えるのは本望だと言わんばかりに。

   　そして今度は魔人から動いた。雑に右手の剣を薙なぐ。

   　力任せのひと振りは隙だらけで、レオンは攻撃をかわしつつも、隙が見えた魔人の首を本能的に狙った。

   　──が、魔人はその一撃をむき出しの肩を隆起させることで防いだ。

   　ほとばしる鮮血。

   　肩を斬られたはずの魔人は構わずに、左手の剣をレオンに叩たたきつけた。

   　魔人の思わぬ行動に一瞬の遅れを作ってしまったものの、レオンの剣がぎりぎり防御に間に合った。

   　が、体勢が悪く、防いだ剣の上からの魔人の剛力で身体ごと持っていかれてしまった。

   　宙を舞い、地面に叩きつけられた後、すぐにレオンは身体を起こしたが、魔人の更なる攻撃が待っていた。わき腹と肩から血を垂れ流しつつも、手を緩めることはない。それこそが魔人の魔人たる由縁だ。高い生命力に強きよう靭じんな肉体、すべてが人間を上回っている。

   　地面に打ち付けられた背中に痛みを感じつつも、レオンは魔人の攻撃を防ぎ続けた。いや、防がなければ一瞬で身体を両断されてしまうだろう。そんな圧力にさらされていた。

   　レオンはロゾロフ大森林で魔人に一度敗北している。そのときに失っていた自信はアレスと共に戦うことで挽ばん回かいし、既に取り戻していたはずだった。二度と魔人になど負けるはずがないと。

   　だが、それも思い上がりだったのではないか、とレオンは感じていた。

   　目の前の魔人は、ファルム学院の生徒たちを襲った魔人よりもはるかに強い。大軍を率いていただけあって格が違う。

   　初撃は自分が取り、しっかり傷まで負わせた。にもかかわらず、あっさりと状況をひっくり返されてしまっている。こんなことは初めてで、少なからず衝撃を受けていた。

   　自分では気付いていないのだが、実はレオンはその才能故に攻めに回ることが多く、守りに入ることが少なかった。防御など相手の間合いを見切って、わずかに身体を動かせば十分だと思っていたくらいである。圧倒的な数の魔物たちに囲まれたときでさえ、徹底的に攻めることで守りとなしていたほどに。

   　その必殺のレオンの攻めが、この魔人相手には通じない。そして、守勢に立たされた途端にレオンの弱点が露呈したのだ。完全に間合いの内に入られているので、身のこなしだけでは相手の攻撃をかわせない。剣で受け流すので手一杯だった。

   　いつの間にか背中の痛みは引いている。マリアが癒いやしたのだろう。けれど、不利を覆せそうにはない。

   　徐々に身体のバランスが崩され、ついに魔人の右手の剣の攻撃を受け損ねて体勢が崩れる。レオンの目は左手の剣が迫ってくるのを捉えていた。

   　まるで時間が遅くなったように、剣がゆっくりと迫ってくるように見える。けれど、避けられない。目で捉え、頭ではわかっていても、身体は動かない。それは間違いなく死の形だった。

   （死ぬのか）

   　そうレオンが覚悟した瞬間、ギンッ、という鈍い音が鳴った。

   　剣聖の死を防ぐ者。それは勇者以外にありえない。

   　盾に全身を預けるように、アレスが魔人の巨大な剣を防いでいた。受け流すわけでもなく、真っ向から。

   「ごめん、レオン。待たせた！」

   　緊迫感はあるが、その柔らかい声にレオンの身体から硬さが抜ける。

   「まったく勇者というのは、良い場面で現れるものだな」

   　そう口元で笑うと、アレスを狙った魔人の右手の剣を弾いた。

   『むっ？』

   　短く唸うなる魔人。

   　現れた勇者は、脅威を感じるほどの強者ではなかった。確かに守勢は見事なものだが、その剣には拍子抜けする程度の力しか感じない。ただ、今まで相手をしていた男のほうに力が宿ったのだ。

   （これが勇者というものか？）

   　得体が知れない。エリオットと何とか戦っていた程度の腕なのだから、その力はたかが知れているはずだ。

   　気の迷いを払うように、渾こん身しんの力でアレスに剣を叩きつける。

   　鎧ごと両断できるほどの一撃。

   　だが、アレスはやはり真っ向から盾で受け止めた。勇者の足は地面を擦り、身体ごと動いているのだが、反動で魔人の腕にも痺しびれが走る。

   （強い？　いや硬い？　なんだ、こやつは？）

   　考える間もなく、剣聖の称号を持つ男が逆側から攻撃を仕掛けてきた。レオンと言ったか。一旦追い詰めたはずなのに、今や活いき活いきとして攻勢に転じていた。その身は軽やかで先ほどよりも剣に躍動感がある。

   （手て強ごわい）

   　魔人は認めた。このふたりは合わさって強くなっている。

   　守りを勇者が引き受け、剣聖が攻めを受け持つ。悪くないバランスだった。

   （だが仕留める）

   　両手の剣でふたりと戦いつつも、魔人は軽く息を吸い込んだ。ブレス。神の加護を受けた者が使える青い炎。魔人の中でも使える者はそう多くない。

   　ふっ、と魔人が口から吐いた炎が、一直線にアレスに向かって伸びた。

   　盾で受けられるようなものではない。わずかに判断に迷った勇者の反応が遅れる。

   「アレスっ！」

   　レオンが悲鳴のような声を上げた。
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   　魔人のブレスを盾で防ぐか避けるで判断に迷ったアレスは、その時点で選択肢がなかった。回避は既に間に合わず、反射的に盾を掲げる。

   　だが、その青い炎は盾ごと相手を飲み込んで焼き尽くす威力を持っていた。

   　盾を構えたアレスを見て、「仕留めた」と確信する魔人。

   　たとえこの後自分が倒れようとも、魔王の天敵である勇者が死ねば十分な戦果となる。魔人たちがようやく人間を滅ぼせるかもしれないのだ。それは歴史的快挙と言えた。

   　自おのずとブレスを吐く息に力が入る。

   　──が、そこに割り込んできた者がいた。

   　無謀にも青い炎を背中で受け、勇者を守った者が。

   　カルロスである。愛用の黒い鎧よろいであれば、付与された魔法の効果でこの炎もやわらげることができたかもしれないが、今は申し訳程度の胸当てしか身に着けていなかった。

   　青い炎で身体を焼かれたカルロスが苦く悶もんの声をあげる。

   「ぐうううっ！」

   『おまえは……』

   　魔人は困惑していた。勇者を殺すつもりだったブレスを、リュドニアの王子であるカルロスが受けたのだ。

   　しかし、カルロスもリュドニアを攻略するためには邪魔な相手ではある。それが向こうから飛び込んできたのだから、好機とも言えた。

   （このまま焼き尽くすべきか？　勇者を優先するべきか？）

   　魔人に迷いが生じた。

   「レオンっ！」

   　魔人に向かって走り込みながら、アレスが叫ぶ。

   　アレスに躊躇ためらいはない。誰かが危機に陥ったときは助けようとするのではなく、敵を倒すことが肝心だとわかっていたから。

   　何度も何度も考えていた。四年前、自分がどうすれば良かったのかを。それこそ繰り返し夢にまで見た。どうすればあいつを助けることができたのか、と。

   　だから、アレスはカルロスを助けず、魔人を倒す選択をした。

   　一瞬判断に迷っていたレオンも、アレスの言葉に反応して、ふたりは魔人の両側から斬りつけた。ブレスを吐くことに意識がいっていた魔人は、ほんのわずかに対処が遅れる。

   　回り込んできたアレスの剣は右手の剣で防ぐことができた。しかし、レオンの剣は身を守ろうとした左手の剣をすり抜けるように、魔人の首を裂いた。

   『があっ……』

   　首に深手を負いながらも魔人は諦めない。相手が勝ったと思った瞬間こそが、最大の好機であることを知っているからだ。

   　魔人は剣を手放すと左手の鋭い爪を伸ばし、接近してくるレオンの腹を狙った。

   　とどめの一撃を構えていたレオンはまさか素手で反撃されるとは思わず、爪の存在に気付いていない。

   　そして腹部に強い衝撃を受けた。

   　──レオンではなく魔人が──。

   「知っている。おまえたちはすぐには死なない。そして、爪も牙も武器になることを」

   　アレスが渾こん身しんの力で、体当たりするように魔人の腹を剣で貫いたのだ。

   　これにはさしもの魔人の動きも止まり、すかさず、レオンの剣が魔人の首を刎はね飛とばした。牙で反撃する間を与えることなく。

   「見事だ……」

   　カルロスが呻うめくように言った。身体を焼かれながらも、目の前でアレスたちが魔人を討つ姿を見て、満足そうに膝をつく。

   「今、回復魔法を！」

   　魔人から剣を抜きもせずに、アレスはカルロスのもとに急いだ。

   　その手には小さな光が灯ともっている。

   （良い判断だ）

   　そうカルロスは思った。敵を倒し、それから味方を助ける。迷いがない。

   　一度にすべてをやろうとするのではなく、優先順位を明確にしてすぐに行動に移す。

   　それは何度も何度も考えた末に、身体に染み付かせたことなのだろう。

   （良い勇者だ）

   　そうカルロスは思った。

   「回復魔法が効かない？」

   　一方のアレスは困惑していた。

   　アレスの回復魔法は小さな傷を癒いやす程度の力しか持たない。それは自分でもわかっていたので、マリアが来るまでの時間を稼げれば良いと思っていた。

   　しかし、それにしても効果がなさすぎた。癒やしている手ごたえがまったくない。

   「……俺は信心が薄いから、神には嫌われているのだ」

   　アレスを慰めるように、カルロスは冗談めかして言った。

   「そんな馬鹿な！　僕はこんなときのために回復魔法を覚えたんだ！」

   　アレスの顔が歪ゆがむ。強い精神性の下に隠れていた素顔を覗のぞかせるように。

   （……俺と誰かを重ねているのか）

   　見れば、アレスの手にはまだ神の奇跡のほのかな光が宿っていた。

   　効果がないとわかっても、回復魔法を使い続けているのだろう。

   　無駄だ、と言おうとしてカルロスは止めた。その光は温かで心地よかった。たとえ傷が癒やされなくとも。

   「何であなたが僕なんかのために……」

   　歪んでいたアレスの顔が、決壊したようにくしゃくしゃになっている。

   　平凡で純朴な優しさ。多分、誰にでもあるもの。それが勇者の正体なのではないかとカルロスは感じていた。

   「俺も勇者だからな。おまえのような商売敵でも、つい助けてしまうものなのだ。見捨てておけば俺がただひとりの勇者になれたものを」

   　苦痛を隠し、カルロスが口元に笑みを浮かべる。

   「なら、僕は必ず王子を助けます！」

   　意を決して、アレスは立ち上がった。

   


   　　　　※　※　※

   


   　僕は魔人の身体に刺さっていた剣を引き抜くと、マリアを連れてくるために走った。

   　レオンは既にソロンとマリアのもとへ向かい、剣を振るっている。

   　魔人を倒したとはいえ魔物たちの数は多く、ソロンとマリアは苦戦していた。

   　ソロンは魔法をひっきりなしに使っているし、さすがのマリアも杖つえを振るって、魔物たちを近づけないように立ち回っている。

   　けれど、魔人がいなくなったことで魔物たちも徐々に統率が乱れてきていた。

   「おおぉっ！」

   　わざと大声を上げて斬り込んだ。魔物たちを威嚇するのと、自分が健在であることを仲間たちに知らせるために。

   　僕の姿を確認したソロンは口の端を上げて笑い、嗜し虐ぎやく的な表情で魔物たちを杖でぶん殴っていたマリアの顔が、一瞬で慎み深いものへと切り替わる。

   「ソロン、派手な攻撃魔法を頼む！　魔物たちを追い払いたいんだ！」

   　僕が叫ぶと、意図を汲くんだソロンがすぐに呪文を唱え始めた。その間にも敵を引きつけるために大きく剣を振り回し続ける。

   　レオンも凄すさまじい勢いで魔物たちを駆逐していた。

   　そうして完成したソロンの魔法は、魔物たちの中心に大きな爆発を引き起こした。

   　怯おびえた魔物たちが僕の意図通りに逃げ出していく。

   「アレス！」

   　助けにきた僕を見て、マリアが嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

   「カルロス王子が酷ひどい火傷やけどなんだ！　回復を頼む！」

   　そう頼むとマリアは少しつまらなそうな顔をして、王子のほうに視線を向けた。

   　そして、彼女の黒い瞳が大きく見開かれた。

   「アレス……王子が……」

   　マリアのただならぬ声に慌てて振り向くと、カルロス王子が横たわっていた場所に、さっきまでいなかったはずのエリオットが立っていた。その両手に持った剣は、王子の腹部に突き立てられている。

   「エリオット！　何な故ぜだ!?」

   　驚きと怒りが胸の中に満ちていく。

   　けれど、エリオットの顎から、とめどなく滴り落ちるものが見えた。しかも、既に深手を負っていて、鎧の下から血を垂れ流している。

   「笑え、アレス。わたしの勇者はいなかった。最初からいなかったんだ！

   　喜ぶが良い、おまえこそが唯一の勇者だ！」

   　それは絶望の声だった。

   　エリオットは剣を引き抜くと、躊ちゆう躇ちよなく自らの首筋に押し当てた。

   「待て、エリオット！」

   　鮮血が噴き出し、エリオットが倒れる。その壮絶な最期に思わず目を背けた。

   （何でエリオットがカルロス王子を？）

   　そんな疑問が頭の中で渦巻いた。けれど、今はカルロス王子の傷を治すことが先決だ。腹を突かれたとはいえ、マリアの魔法ならまだ間に合うかもしれない。

   「マリア！」

   　僕が声をかけるまでもなく、既にマリアは王子に向かって両手を組んで祈りを捧ささげていた。僕の回復魔法とは違い、神々しく強い光がマリアの身体からあふれ出す。

   　それは間違いなく聖女の奇跡。

   　光がカルロス王子を包み込んだ。

   　これなら、どんな傷も癒やすことができるはずだった。

   　──けれど、刺された傷も火傷も一向に治る気配がない。むしろ、悪化の一途を辿たどっているようにも見える。

   　しばらくすると手をかざしたまま、マリアは静かに告げた。

   「……癒やすことはできません」

   「えっ？　僕だけじゃなくマリアも？」

   　とても信じられなかった。マリアの癒やしの力は万能だと思っていた。

   「この方は人ではありません。いえ、動物でも魔物でもない、神の理ことわりの外にあるため、神の恩恵を受けることができないのです」

   　マリアの目はいつになく真剣なものであり、冗談を言っているようではない。

   「それはどういう……」

   『……いや、いい。わたしはこのままで問題はない』

   　言いかけた僕を遮って、目を開いた王子がゆっくりと手を振った。まるで神の奇跡を己の身から振り払うかのように。動きは鈍いけど、あの傷でまだ動けるのは驚きだった。

   『わたしは神に嫌われている』

   　王子のその声はいつものものとは違った。目が朱あかくなり、肌が青白くなっていく。それは剣を突き刺された影響というよりも、何かの変貌のように思えた。

   　その王子にマリアが静かに歩み寄っていった。

   「あなたがシェイプシフターなのですね、形なきモノよ」

   『人の心とは形に宿る。わたしはわたしだが、俺はカルロスでもあるのだよ』

   　王子が奇妙なことを口走った。しかし、それに構わずマリアは質問を続ける。

   「形なき故に死ぬことはないと聞いております。しかし、その傷ではさすがに危ういのではないですか？」

   　神妙なマリアの問いに反応するかのように、王子は血を……いや、血にしては妙に黒い液体を口から吐き出した。

   『……確かに危ういな。だが、こうなることは覚悟の上だ。おまえがただの聖女ではなかったこともわかっている。なかなか苦労する役回りのようだな』

   　王子はマリアと目を合わせると片かた頬ほおで笑った。苦労する役回り？　何のことだろう。

   「わたしは一介の僧侶に過ぎません」

   　応じるマリアの声は冷淡だった。

   「神に望まれぬ者よ。その傷ではもはや助かることはありません。何か言い残すことはありませんか？」

   　それは聖女らしからぬ冷酷な死の宣告だった。

   「待て、マリア！　おまえは何を言っている？　王子がシェイプシフターだっただと？　もしそれが本当だったとしても、少なくとも我々の味方だったじゃないか。本当にどうにかならないのか？」

   　慌ててレオンが止めに入った。

   「できません。これが神の定めです」

   　マリアの言葉には大理石のような硬さが感じられた。レオンが思わず声を失うほどに。

   『定めか……確かにな。だがひとつ頼みがある』

   「何でしょうか？」

   　マリアの声にわずかな慈愛の色が滲にじんだ。

   『わたしの死体とエリオットの死体を入れ替えてくれ。カルロスとエリオットは従兄弟同士で、歳としも近く背せ恰かつ好こうも似ている。シェイプシフターと入れ替わっていたエリオットが、カルロスを殺したという筋書きにするのだ。おまえならやれるだろう、大賢者？』

   　カルロス王子だったモノが徐々に白くなり、形が崩れていく。目の数も今はふたつではなく異形となっていた。

   　その言葉に黙っていたソロンは頷うなずいた。

   「わかりました。短い期間であれば、我が術で偽ることができましょう。非業の死を遂げたカルロス王子のために、リュドニアの士気が高まるようにすれば良いのですね？」

   　正体を現したシェイプシフターに対して、ソロンの口調は変わらずに丁寧なものだった。

   　僕は従兄弟を身代わりにするという話に因縁めいたものを感じ、何も言えずにいた。

   『さすがだな。話が早い』

   　シェイプシフターの声は平へい坦たんだったが、どことなく満足げだった。

   『アレスよ』

   　シェイプシフターの朱い目が僕に向いた。

   『わたしは勇者だったか？』

   　勇者？　シェイプシフターが？

   　一瞬の戸惑いの後、このカルロス王子との記憶が頭をよぎった。

   　正体がどうあれ間違いなくリュドニアのために戦っていた。

   　そして、誰からも好かれ、強くて、自信に満みち溢あふれていたその姿は、まるであいつのようだった、と。

   「あなたは……僕の理想の勇者でした」

   『そうであろう？』

   　楽しそうにシェイプシフターは答えた。しかし、いくつもある朱い目の焦点が徐々に定まらなくなっていき、身体から力が失われていくのがわかった。

   　ただ、口元らしき部分が痙けい攣れんするように動いている。

   　躊躇わずにマリアが耳を寄せた。

   「何か言っているの？」

   　最後に何か喋しやべっていたなら知りたかった。

   「いえ、何も……」

   　マリアの目は静せい謐ひつを湛たたえていた。
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   　お祈りをしていた。

   　早くお兄様の病気が良くなりますように、と。

   　お兄様は頭が良くて、剣術も凄すごくて、魔法もできて、馬も上手で、みんなから期待されていた。

   　お兄様自身もその期待に応えるために、ずっと頑張っていた。

   　立派な勇者になろうとして、立派な王子様になろうとして。

   　……でも突然病気になってしまった。きっと頑張りすぎてしまったのだろう。

   　今では、起き上がることもままならなくなっていた。

   　わたしは何かができるわけじゃないけど、怪け我がとか病気とかそういうのは全然なかった。

   「おまえは元気で良いな」って、お父様やお母様に言ってもらえるのだけれど、「何でおまえが」って責められているような気もして、勝手に悲しい気持ちになっていた。

   　国境でも魔王軍との戦いが続いていて、お兄様がいないリュドニア軍は苦戦しているという話を耳にするようになった。

   　みんな不安になっている。わたしにできるのは祈ることくらい。

   「早くお兄様の病気が良くなりますように」って、精霊さんに。

   　精霊さんはあちこちにいる。

   　わたしは小さい頃から視みえていて、「あそこにいるよ」「そこにもいるよ」と教えてあげるんだけど、みんな本気にしてくれなかったし、中には「変なことを言わないでください」と怒られたりしたこともあったので、今は精霊さんのことは誰にも言っていない。

   　これはわたしだけの秘密。

   　でも、今でも気持ち悪いって言われていて、あんまり大事にされていないことは知っている。精霊さんはわたしだけの味方。だからお祈りをした。

   


   　そしたらある日、精霊さんがわたしのところにやってきた。

   『おまえの願いを叶かなえてやろう』と。

   　その精霊さんには何もなかった。目も鼻も口もあったりなかったりで、手足は歪いびつで何本あるのかわからなくて、どこが頭なのか体なのかもわからなかった。

   　──ちゃんとしたカタチがない──。

   　でも悪いモノではないと、わたしにはわかった。

   　これはそういうモノなのだ、と。

   「わたしの願いは、お兄様が元気になって、これまでみたいにリュドニアを守ってくれることです」

   『そうか……』

   　精霊さんは何な故ぜか考え込んでいた。ひょっとしたら、わたしの願い事は難しかったのかもしれない。

   『わたしにはおまえの兄を助けることはできない。その死は避けられないからだ。だが、わたしが代わりになることはできる。それでも良いのか？』

   　ひゅっ、と喉が鳴った。お兄様が死んでしまう。それはとてもとても恐ろしいことだった。でも、それならなおさら誰かが代わりにリュドニアを守ってくれないと、みんなが困ってしまう。フェリプとエリオットは強い騎士だけど、お兄様の代わりはできないだろう。誰かに願いを託してしまうような人たちには。

   「……お兄様に代わって、リュドニアを守る勇者になってください」

   　こんなことを平気で言ってしまうから、わたしは気持ちが悪い子だと思われてしまうのだろう。でも仕方ないじゃない。そうしないとみんなが困るのだから。わたしだってリュドニアの王族だ。普段は忘れられているけど、みんなのためになることをしなきゃいけない。だってお兄様がそう言っていたのだもの。わたしに唯一優しくしてくれたお兄様が。

   　だから、わたしは決断しなければならないのだ。王族として。

   『──わかった。ならば、わたしがおまえの兄の身体を譲り受け、この国の勇者となってリュドニアを守るとしよう。だが、ひとつ問題がある』

   「何？」

   『これは、おまえ自身の願いではないということだ』

   「えっ？」

   『わたしは願いと引き換えに姿を得るモノ。おまえ自身の願いでなければ、姿を得ることは叶わぬ。何な故ぜなら願いを叶えるために、わたしは姿を得ることができるからだ。おまえの国を守りたいという願いは確かに真摯なものだ。しかし、それは他者のための願い。自分自身のものではない』

   「わたしの願い……わたしの願いは……」

   　一生懸命考えた。自分の本当の願い事。

   　……多分、あれかな？　そうじゃないかな？　でも、あんなことを願ってもいいのだろうか？　だってお兄様がいなくなったら、みんなわたしのことなんて忘れてしまう。

   「ちょっと変なことだと思うんだけど……」

   『構わぬ。述べよ』

   「えっと、多分みんな死ぬときに、本当に大切な人のこと思い浮かべると思うの。それは自分のお父様やお母様のことかもしれないし、子供のことかもしれない。でも、わたしのお父様とお母様は、多分お兄様のことを思い浮かべて亡くなると思うの。わたしのことじゃなくて。でも、それは仕方のないことじゃない？　だって、あんなに良く出来るお兄様ですもの。それに比べて、わたしはみんなに視えないモノが視えるから、ちょっと気持ち悪いって思われている。だけど、それはちょっと寂しくて、誰かひとりくらい、わたしのことを想おもってほしい。本当に大切な人として、最後に思い出してほしい。

   　お兄様は優しい人だから、わたしのことも思い出してくれるかもしれないけど、誰かを贔ひい屓きすることはないから、お父様もお母様もフェリプもエリオットのことも思い浮かべるわ。でもそうじゃないの。そういうことじゃないの」

   　言いながら、やっぱり変な願いだと思った。死に瀕ひんして自分のことを想ってほしいなんて強欲にも程がある。でも、わたしは誰かの一番になってみたかった。

   　将来、誰かと結婚はするだろうけれど、好きとか嫌いとか関係なく娶めあわせられるだろう。子供ができたところで、王族なのだから関わりは薄いものになる。それはわたしが一番良く知っていた。わたしが死ぬとき、多分、お父様やお母様のことは思い浮かべない。

   　従者たちだって、わたしのことを本当に慕ってくれているとは思えなかった。

   　あの人たちは仕事でわたしの傍そばにいるだけなのだから。

   　このままだとわたしは誰にも想われずに死んでしまうかもしれない。それはとても恐ろしくて怖いことだった。

   『何故だ？』

   「えっ？」

   『兄のことを、他者のことを真摯に祈るおまえのことを、大切だと思う人間などいくらでもいるだろう』

   「そんなことはないと思う。わたしのことなんて誰も……」

   　気にしていない。わたしは目立たないから。気持ち悪いから。お兄様ほどの才能は何も持ち合わせていないから。

   『……良かろう。その願いも、兄をリュドニアの勇者とする願いも叶えてやろう』

   「本当？」

   『だが娘よ、銀髪の娘よ、願いは無償ではない。代わりにわたしは美しいカタチを求める』

   「美しいカタチ？」

   『そう美しいカタチだ。美しいカタチは、美しい願いからしか得ることができない。わたしはカタチがない故にカタチを望むのだ。永遠であるが故に終わりを望むように』

   「……よくわからないわ」

   『わからずとも良い。銀髪の娘よ。おまえの願いは美しい。故に美しいカタチが得られることを期待している。そのとき、おまえの願いも叶うだろう』
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   　リュドニアでの出来事を思い返していたザックに夜の冷たい風が吹きつけ、街の喧けん騒そうが再び戻ってきた。銀髪の姫は変わらず目の前に佇たたずんでいる。

   　あの後、ザックたちは引き返して、カルロス王子のものとしてエリオットの死体を、エリオットのものとしてシェイプシフターの死体をリュドニア側に引き渡した。

   　そして、「リュドニアから出ようとしたところを魔物たちを率いた魔人に襲撃され、危ないところをカルロス王子に救われた。しかし、エリオットと入れ替わっていたシェイプシフターに不意を突かれて、王子はあえない最期を遂げた」と説明したのだ。

   　ソロンの魔法で死体を偽装して入れ替えたこと以外に嘘うそはなかったものの、それでも意外なほどすんなりとリュドニア側には話を受け入れられた。

   　カルロス王子が行方をくらます直前に、エリオットを捜して慌ただしくザックたちの後を追って出ていったことが、複数の証言から明らかになったからだ。

   　ソロンはリュドニアの国王に「カルロス王子の死を最大限活いかすべき」と進言し、その案は採用された。リュドニアとしても、それ以外の選択肢がなかったのだろう。

   　カルロス王子の葬儀は大々的に行われると同時に、シェイプシフターの死体は王都の門の下に吊つられて、衆人の目に晒さらされた。これは魔王軍に対して民衆の怒りを呼び起こし、国を挙げて魔王軍と戦っていくための策である。

   　魔王軍の指揮官であった青い魔人を倒したこともあって、王子を失った後もリュドニアは魔王軍を防ぎきり、魔王を倒すまで存続することになる。

   　ただ、カルロスの葬儀が終わり、ザックたちが再びリュドニアの王都から出たときも、シェイプシフターの死体は門に吊るされたままで否いやが応おうにも目に入った。

   　レオンもソロンも罪悪感から目を伏せたが、マリアだけがじっとその亡なき骸がらを見ていたことがザックの記憶に強く残っている。

   　それともうひとつ。王子の死後、エレナ姫は誰の前にも姿を見せなかったのだ。どんなに捜しても見つからず、ザックは別れを告げられなかった。

   　そのときの罪の意識を呼び起こすように、エレナは薄く笑った。

   「最近になって、シェイプシフターが化けていたとされるエリオットの死体が発見されました。その場所はあなたもよく知っているはずです」

   　ザックは表情を変えず、肯定も否定もしなかった。

   「──何も言わないのですね。では教えて差し上げましょう。見つかった場所は王家の墓。カルロス王子として葬られていた者こそ、エリオットだったのです。王族として丁寧に埋葬したおかげで遺体の状態は良く、確認をとるのは容易なことでした」

   「何な故ぜ、わざわざ墓を暴くような真似まねを？」

   　ザックにはそれが不思議だった。墓を暴こうなどと、よっぽどの理由がないとできないことである。

   「何故？　簡単なことです。わたしは知っていたのです。あれがお兄様ではないことを。だって、お兄様の遺体は、もっと前にシェイプシフターによって取り込まれていたのですから」

   　嘲るようにエレナ姫は答えた。

   「エレナ姫、あなたはシェイプシフターがカルロス王子とすり替わっていたことを知っていたのですか？」

   「知っていたのではありません。わたしが願ったのです。お兄様に成り代わって、リュドニアを守ってほしいと。そして、シェイプシフターはそのわたしの願いを叶かなえてくれました。そう、門に吊り下さげられ、民たちから石を投げられたシェイプシフターこそ、リュドニアを守ってくれた勇者なのです！」

   　冷ややかだった姫の薄く蒼あおい瞳が、強い感情に揺れる。

   「あなたは誰からシェイプシフターのことを教えられたのですか？」

   　ザックはエレナ姫が誰かに唆されたのかと疑っていた。

   「……誰からも。あの人はわたしが招いたものです」

   「あなたが？　どうやってシェイプシフターを？」

   「我が王家は元を辿れば『喚よぶ者もの』の系譜。今となってはその力はほとんど失われ、父も兄も感応することができなかったようですが、わたしにはその血が強く出たのです」

   『喚ぶ者』。それは人の身でありながら、様々なモノと通じることができる者のことを指す。希少な存在で一般的には知られていないが、彼らは精霊、魔獣、魔神といった強力な存在を喚ぶことができた。

   『精霊使い』、『召還者』といった別の呼び名もあり、魔法使いの一種と見み做なされることもある。ただ、それは魔法使いや僧侶以上に、生まれついての才能に依存していた。

   「リュドニア王家にも、そういう力があったのか……」

   　ザックは魔王討伐の旅の途中で『喚ぶ者』と出会ったことがあるので、その力がどんなものであるのかは理解していた。また、王国の王妃や王女に流れる巫み女この血筋のことも知っていたので、エレナの力には腑ふに落おちるものがあった。

   「どんな国であれ、王となる者には力が求められるのです。あなただって魔王を倒す力があるから、この国の王になれるのでしょう？」

   　エレナが皮肉交じりに告げた。

   「僕はそんなつもりでは……」

   「わかっています。そのような目的で勇者になる者などいないことくらい。勇者など栄誉でも何でもなく、ただの業のようなものなのです。皆の願いを一方的に押し付けられるだけの存在。そんなこともわからずに、わたしはあの人に『国を守る勇者となってほしい』と願ってしまったのです。

   　そのせいで、あんな最期を迎えてしまった。でも、あの人だけではありません。きっと勇者の最期の多くはああいうものなのです。その身を捧ささげさせるだけでは飽き足らず、死すらも利用され、魂をも辱められる。

   　──だから勇者なのです。ザック、王国の勇者よ。あなたはそんな勇者たちの数多あまたの屍しかばねの上に立つ、ただひとりの成功者。唯一の希望の光。でも、わたしはあなたには死んでいてほしかった」

   　その言葉にザックは目を伏せた。エレナの言葉が正しいことを知っているが故に。

   「わたしが王族としての力を手にしてまで墓を暴いたのは、あなたが帰ってきたからです、ザック。あなたが死んでいたのなら、わたしはこのことを胸の内にしまって生きていけた。『勇者たちはみんな死んでしまったのだ』と納得することができた。勇者はそういうものなのだと、戦争だから仕方のないことだったと。でもあなたは生きていた。あなただけが生き残った。わたしはそれが許せないのです！　何故あなただけが！」

   　銀髪の姫の激しい想おもいを、ザックはただ静かに受け止めていた。

   「……今一度問います。リュドニアの勇者を殺したのはあなたですか」

   「あのとき話したことに嘘はないよ、エレナ姫。カルロス王子は……シェイプシフターは僕をかばって魔人の炎を浴び、そして、エリオットに刺されたんだ。エリオットはカルロス王子がシェイプシフターと入れ替わっていたことに気付いたようだった。だからなんだと思う。でも……」

   　勇者は天を仰ぎ。それから自分の中にあるものを吐き出した。

   「僕たちがリュドニアに立ち寄らなければ、あのまま誰も死なずに済んでいたかもしれない。フェリプもエリオットもリュドニアの騎士として生きていたかもしれない。シェイプシフターだって、今もなおカルロス王子として健在だったかもしれない。あなたは僕が成功した勇者だと言ったけれど、僕が成功したのは魔王を倒したことだけで、失敗したことのほうがはるかに多いんだ。この手から零こぼれ落おちた命はたくさんある」

   　その失敗のひとつひとつがザックの心に刻まれ、ふとしたことで呼び起こされて、今もこの勇者を苦しめている。慰霊祭で捧げたザックの祈りは、恐らくこの王都の中でもっとも真摯なものだっただろう。

   「そうだね、エレナ姫。あなたの言う通りだ。僕がリュドニアの勇者を殺した。僕が誰からも認められる勇者であれば死なずに済んだ。その罪は僕のものだよ」

   　エレナはまっすぐにザックのことを見詰めていた。

   　その目は憂いを秘めており、納得しているかどうかはわからない。

   「ひとつ確認を。あの人はエリオットに刺されて死んだのですか？　それをあなたたちは回復魔法もかけずに放置したと？　あのとき、聖女として名高いマリアが近くにいたはずですが」

   「シェイプシフターは回復魔法を受け付けなかった。僕がかけても駄目で、マリアの神の奇跡も効かなかったんだ。マリアが言っていた。『カタチのないシェイプシフターは神の恩恵を受けることができない』と。だから、どうすることもできなかった……」

   　ザックは目を伏せた。

   　その顔に偽りがないか見極めるように、エレナは視線を動かさない。

   「──では、最後に尋ねます。彼は勇者でしたか？」

   「あなたが知っている通り、立派な勇者だった。僕なんかよりもずっと。僕はあの人にアレスを重ねていたんだ。何でもできたあいつのことをね。僕にとってはふたりとも理想の勇者だったんだよ」

   　憧憬が滲にじむその言葉に、エレナはザックとの距離を詰めた。そして勇者の襟首を掴つかむと、その胸に頭を押し当てた。

   「……だから言ったのに。あの人のほうがずっとすごいって。あなたなんかよりも、よっぽど勇者にふさわしいって。なのに吊るされて、あなたたちはその下を潜って、素知らぬ顔で出て行ってしまった。勇者としての栄誉も称賛もあなたひとりのもの。そんなのってズルいじゃない、あんまりじゃない！　魔王を倒したことがそんなに偉いっていうの？　あの人だって、わたしの願った通りに頑張ってリュドニアを守る勇者になろうとしたのにっ！　あんな酷ひどい最期になっちゃって……」

   　ザックは触れて良いのかどうか躊ちゆう躇ちよした後、そっとエレナの肩に手を置いた。

   「僕は……君の気持ちが少しはわかると思う。僕だって最初は勇者の栄誉と称賛は素晴らしいものだと考えていたんだ。せめて、それを渡すことができれば、喜んでもらえると思っていた」

   　エレナが息を呑んだ。ザックが何のために名前を偽って、魔王を倒したのか知っていたからだ。その理由を「恰かつ好こうつけているだけだ」とエレナは決めつけていたのだが、ザックを前にして、彼がそういう人間ではなかったことを思い出していた。

   「でも、そうじゃなかった。そうじゃなかったんだよ。僕は何年も遠回りをして、アレスの最期の言葉をようやく母親のシェラさんに伝えることができた。『母さん』って、たった一言だったけど。でも、シェラさんは喜んでくれたよ。泣いていたけどね。『その言葉が聞きたかった』って、『ようやくアレスが帰ってきてくれた気がする』って。きっとシェラさんはこれからもアレスのことを想いながら生きていくと思う。アレスと同じように、死ぬときも息子のことを想って……。

   　僕は間違っていたんだ。勇者になんかなれなくたって良い。たったひとりでいいから、自分のことを想って亡くなるなら、亡くなるときに誰かのことを想えるなら、それはどんな栄誉にも勝ることだと。だからエレナ、君がシェイプシフターのことをずっと想い続けてくれるなら、僕はそれで十分じゃないかって思うんだ」

   　その言葉を聞いたエレナは、そっとザックから身体を離して言った。

   「あなたの言う通りかもしれないわ、ザック。わたしはずっとあの人のことを想いながら生きていくでしょう」

   　銀髪の姫は悲しそうに微笑ほほえんだ。

   「でも、わたしのことを想ってくれる人は誰もいないわ」

   　そう告げると、エレナは路地の奥へと姿を消していった。
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   　慰霊祭は最後の日を迎え、静かな盛り上がりを見せていた。

   　大聖堂の前に設けられた祭壇では、至高の聖女として名高いマリアが祈りの儀式を始めようとしている。

   　神が作った至高の芸術と称たたえられたマリアの姿を一目見ようと、天上の音楽とまで謳うたわれた聖女の声を少しでも耳にしようと、観衆が詰めかけていた。

   　そして祭壇の近くには、国王を筆頭とした王国の主要人物の姿があった。

   　勇者ザックは王女アレクシアを伴い、剣聖レオンは婚約者の従い姉と妹こを伴っている。

   　何な故ぜか大賢者ソロンだけが末席にいた。その傍かたわらに、きちんとした礼装をしたスイーツ店の娘が縮こまって小動物のように震えている。恐らくは彼女の要望なのだろう。

   　その他に、各国から招いた来賓たちの席も設けられていた。

   　当然、エレナの姿もそこにあった。今は祈りを捧ささげるマリアのことを、ぼんやりと眺めている。同じ女性から見ても、マリアの美しさに超越したものを感じていた。

   　絹のように長く美しい黒髪に、陶器のような白い肌、そして神秘的な黒い瞳。ある種の怪物のような美である。

   　エレナが知っている十年前のマリアは怖かったけれども、まだ人間的な親しみやすさを残していた気がした。

   （魔王討伐の旅で、彼女も何かを得たということかしら？　それとも捨てた？）

   　マリアの紡ぐ祈りの言葉が響き渡る。それは決して大きな声ではないのだが、聞く者の耳じ朶だを心地よく打って、心に染み入るものだった。

   　その証あかしに、これだけの人数が集まっているにもかかわらず、誰ひとりとして言葉を発する者はいない。国王ですらも陶酔したようにうっとりと聞きき惚ほれている。

   　恐らく今ここで正気を保っているのは、同じパーティーメンバーであったザックたちとエレナを加えたごく少数だろう。やがて、マリアの祈りが終わると、周囲からは厳かな儀式には似つかわしくない、割れんばかりの拍手と喝采が上がった。

   　マリアは品のある微笑ほほえみで控えめに応じている。

   　そして少し間を置いた後、マリアは祭壇の前に人を招いて、祈りを捧げるように勧めた。もちろん、これは予定されていた儀式の一環で、国王から順番に祭壇の前に跪ひざまずいて短く祈りを捧げていく。

   　強いて言えば、ふたり目である王妃の祈りが長いものとなったことは予定外であり、式典を取り仕切っていた大臣を冷や冷やさせたくらいだ。

   　ザックが祈っていたときは、マリアが超然とした態度をやや崩して熱い視線を向けていたが、そのことにはほとんどの者が気付いていなかった。

   　王国関係者の祈りが終わると、今度は来賓の番が回ってきた。

   　こういった場合、国としての力関係や王国との友好度合いなどから順番が決まる。

   　隣国であり強国でもあるリュドニアは一番手で当然なのだが、エレナは事前に「最後にしてほしい」と申し入れていた。最後というのも、それなりに意味のある順番ではあるので、王国側も了承している。

   　マリアを間近で見られるとあって、来賓たちは祭壇よりも聖女のほうをちらちらと見ながら、気もそぞろに祈りを捧げていった。そして、エレナの番が回ってきた。

   　エレナは跪くと、祈りの代わりに小さな声で囁ささやいた。

   


   「マリア、あなたがリュドニアの勇者を殺したのね」と。

   


   　マリアは口元に微笑を湛たたえたまま何も答えない。

   　エレナが跪いたまま言葉を続ける。

   「あの人はわたしが喚よんだモノ。だから、あれが何であるか、わたしが一番よく知っている。火傷やけどや刺された程度では滅びることはない。あれは色んな意味でカタチがない。死という概念すら定まらないほどに。確かに人の形をとっていた状態で傷を負えば、一時的に弱ることはあるかもしれない。けれど、時間をかければいつかは回復できたはず」

   　エレナは顔を上げてマリアの表情を窺った。微笑みを浮かべたまま変化はない。

   「でも、あの人は完全に終わっていた。カタチを定めたまま解くこともできずに。あれはあなたの仕業ね。癒いやすことだってザックには無理でも、あなたならできたはず。あなたの祈りは魔法ではなく奇跡そのもの。『かくあれかし』と祈るだけで良かった。でもそうはしなかった。それどころか死に至らしめたのよ。違いますか？」

   　すると、マリアはそっと口を開いた。

   「祈りは済みましたか？」

   　と、まるで何も聞こえていなかったかのように。

   「……済んだわ。その反応だけで十分よ。勇者はあなたが殺した。あなたのせいで彼はあんな酷ひどい終わりを……」

   　そう告げたエレナの足元には、篝かがり火びに照らされて揺れる影があった。その影がぞわりと広がって無数の蛇を模かたどると、闇に紛れながら石畳を這はうように蠢うごめいて、一斉にマリアに襲い掛かる。

   　その異変は地面の影のこと故に、ふたりの他に気付く者はない。

   　闇の蛇。魔物ではなく、世界の裏側に潜むモノ。

   　表側に姿を現すことは滅めつ多たになく、その対処は容易なことではない。

   　──が、マリアが杖つえで軽く床を小突くと、そこから光が広がった。

   　まるで儀式の一環のような神々しい光は観衆たちの嘆息を誘い、同時に闇の蛇を呑のみ込こんでいく。それは一瞬のことで、戦いにすらならなかった戦いだった。故にやはり誰にも気づかれなかった。

   「闇の蛇がこんなにもあっさりと……本当の化け物はあなたよ、マリア」

   　エレナは忌々し気に吐き捨てた。

   「それは違います」

   　マリアが表情を消して否定した。

   「何が？　こんなことをやってのけるあなたが、化け物じゃないとでもいうの？」

   「そうではありません。あの者の最期は酷いものではなかった。あれは美しいものでした。誰が何と言おうと」

   「人のために頑張ったのに、その守った人たちに門に吊つるされて、石で打たれて身体をボロボロにされた最期のどこが美しいというの？　あなたが殺したから、そう思いたいだけじゃない！」

   　ついにエレナは声を張り上げ、立ち上がろうとして周囲の視線を集めた。

   「会わなければ良かった。あの場にザックを救いに来なければ見逃せていた。でも、来てしまったのです。そして、わたしの前で死に瀕ひんしてしまった。永遠に終わりをもたらすのも神の理なのです。すべては神の御み心こころのままだったのでしょう。そして、わたしには神の意志に背くことはできなかった。ですが……」

   　マリアの顔にわずかな悲しみの影が差す。

   「やはり、あなたは物事の外見しか見えていない。それでも、あの最期は美しいものなのです。貶おとしめることはわたしが許しません。誰かのためにその身を捧げた先にこそ光はある。たとえ神が否定しようとも、わたしはそう信じています。だから勇者は尊いのです」

   　そして、マリアはエレナの耳に口を寄せた。

   「……銀髪の娘よ」

   「えっ？」

   「あの者の最期の言葉です。誰かに言ったわけではなく、ただ口にしただけの。だから、意味があったものなのかどうかは、わたしにはわかりません。ひょっとしたら違う言葉だったかもしれない。でも、わたしにはそう聞こえました。

   


   『見よ、銀髪の姫よ。美しい街だ』と」

   


   　エレナは目を見開き、崩れるように祭壇に向かって跪いた。

   　突然のことに、護衛役のリュドニアの騎士たちが血相を変え、観客たちもどよめいたが、マリアは再び祈りの言葉を口にし始めた。

   　儀式用の美辞麗句ではなく、力を持った神の言葉を。

   　マリアの長い黒髪がふわりと浮いた。長いといってもそこまでだったかと思うほどに黒髪は長く、夜の空の闇と同化していく。

   　その先に輝く星を、その場にいた者たちは見た。

   　何な故ぜだか亡くなった者たちを思わせる星を。

   　知らず誰もが自然と跪き、その星に祈りを捧げる。何の意味も持たないはずの輝きに向かって。

   　そんな中、エレナはただ涙を流して、じっと星を見詰めていた。

   [image: ]

  


  
   
    あとがき

   

   


   　今回の物語の一節に、「夜空の星のように、何の意味も持たない美しさなのかもしれない」と書きましたが、自分は『美しさ』ってそういうものなんじゃないかと考えています。

   　星自体には光ることに意味はなくて、人が勝手にそこに意味を見いだしたり、美を感じたりするようなものであると。

   　これは第一巻からシリーズの根底にあって、勇者という存在はそういうものなのではないかと思っています。「自己犠牲」とはちょっと違っていて、命を懸ければ良いというわけでもなく、そこには必ず『美しさ』がなければならないんだ、と。まあ、何に美醜を感じるかは人それぞれなので、曖昧なところではあるんですけどね。

   　一巻を読んだ方から「努力の話である」という感想をいただくことがあるのですが、自分は努力が必ず報われるとは思っていなくて、報われないことのほうが多いと思っています。じゃあ、そこには何もなかったのかと言われると、そうではない、残るモノは必ずあるんだと。もちろん、結果を伴ったほうが良いことは間違いないし、この物語もお話である以上は「報い」を用意しなくてはならなかったわけですが、たとえ「報い」はなくとも、光はあったんじゃないかと自分は願っています。
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    電子書籍特典　書き下ろし短編

    『ソロンの慰霊祭』

   

  


  
   「慰霊祭の最終日を、俺と共に過ごさぬか？」

   　いつものようにお店にやってきたソロン様は、お店の中をうろうろし、お菓子に視線を彷徨わせた後、突然わたしにそんなことを言ってきた。

   　よく見れば他にお客さんがいない。恐らく、このタイミングを窺っていたのだろう。

   　ソロン様の顔は強張っていて、いつも怖い顔が更にひどいものになっている。

   　実は内気なこの大賢者様は、その誘いをするのにも少なからず勇気が必要だったのかもしれない。それは嬉しい、嬉しいけど、

   「あの、その日はうちも特別なお菓子を作って売る予定なので……」

   　慰霊祭はお店としては稼ぎ時なので、お祭りどころではない。なので、残念だけど断ることにした。

   「そうか。なら、菓子は俺がすべて買い取る。それなら良かろう？」

   　何故かソロン様は顔を活き活きとさせて、成金の商人みたいな提案をしてきた。

   　いや、慰霊祭はお金だけが目的ではなく、大勢の人にうちの味を知ってもらう良い機会でもあるので、まったく良くはない。

   「あの……そういうわけには……」

   　と、わたしが言いかけたとき、後ろからぽんと肩を叩かれた。厨房から出てきたお父さんだった。

   「ちょっと、こっちに来い」

   　言われるがままに、わたしは厨房へと入った。

   　すると、お父さんが小さな声で囁いた。

   「あのな、時々おまえは忘れているようだが、ソロン様はああ見えても貴族だ。その気になれば、うちの店なんか簡単に潰せる。もちろん、そんなことはしないだろうが、大賢者だけあって思考がぶっ飛んでいるところもあるから、ある意味、要注意人物なんだ」

   「マリア様の次に？」

   「マリア様の次にだ」

   　最要注意人物は聖女マリア様だということは、この店の暗黙の了解となっている。失言ひとつで、何をされるかわかったものではないからだ。何せ、あの勇者様ですら、学院時代から酷い目に遭わされているというのだから。

   「だからな、店のことは良いから、一緒に慰霊祭を楽しんでこい。幸い、あの方は不器用だが悪人ではない。おまえを弄ぶようなことはしないだろうさ。──ただ、勘違いはするなよ？　あっちは貴族で、こっちは庶民。その壁を越えられることはない」

   　最後にちょっと顔をしかめたけど、お父さんはわたしがソロン様と慰霊祭に行くことに賛成のようだ。

   　うれしくない、と言えば嘘になる。わたしだって、誰かと一緒に慰霊祭を楽しんでみたかった。それにソロン様は顔は怖いけど、よく見ればそれほど悪くはない。わたしは好みだ。性格はとっつきにくいところはあるけど、慣れてしまえば、実は優しい人であることがわかる。……要するに、わたしはソロン様のことが結構好きなのだ。

   　ただ、お父さんの言った通り、わたしは平民でソロン様は貴族。しかも、あちらは勇者パーティーのひとりだ。一緒に慰霊祭に行ったところで、何かどうにかなるわけではない。

   　でも、そういう思い出があっても良いじゃないかと、わたしは思う。

   　ぐっと胸の前で握りこぶしを作ると、わたしは売り場に戻った。

   「わかりました、ソロン様。一緒に慰霊祭に行きます！」

   　わたしがそう言うと、ソロン様は顔を綻ばせた。こういうところが可愛らしい。

   「そうか！　で、菓子を買い占めるにはいくら必要だ？」

   　……言っていることは、あまり可愛くなかった。

   「いえ、お金は良いです。そういうのは無しで、慰霊祭を楽しみましょう！　あ、慰霊なのに楽しむというのも変ですね。とにかく、ふたりで回りましょう！」

   「うむうむ、俺に任せておけ。最高の席で慰霊祭を楽しませてやろう」

   　──最高の席？　ちょっと言っていることがわからなかったけど、聞き直すのも失礼かと思って、その日は約束だけして話は終わった。

   　ソロン様はいつもの二倍くらいお菓子を買って帰った。

   


   　　　　※　※　※

   


   　慰霊祭の最終日、わたしはできるだけ良い恰好をして、ソロン様の屋敷へ赴いた。

   　もちろん限界はあるけど、ソロン様に恥をかかせたくないという一心だ。

   　初めて行ったソロン様の屋敷は大きくて全体的に黒っぽくて、ちょっと不吉な印象を抱かせたけど、主人があの人ならこんなものだろう。

   　屋敷に入ったわたしを、ソロン様は一目見るなり言った。

   「よく似合っているな」と。

   　嬉しかった。この一言が聞きたくて頑張ったのだから。

   「だが、衣装はこちらで用意した。それに着替えろ」

   　ガン、と頭を殴られた気持ちになる。やっぱり、平民がいくら努力しても、駄目なものは駄目だったのかと。

   　わたしは肩を落として、導かれるままに服が用意してあるという別室へと向かった。ソロン様は上機嫌で、落ち込んでいるわたしに気付いている様子はない。

   　──そういうところが人として駄目なんだと思う。

   　けれど、部屋に入るなり、わたしは息をのんだ。

   　信じられないくらい綺麗な服が、そこにはあったからだ。

   　慰霊祭に合わせた黒っぽい装いだけど、上質なウールやベルベットの布地が用いられていて、銀糸や金糸で蔦やユリの花などの精巧な刺繍が施されている。胸のところには小さいけど、素敵な銀のアクセサリーがさげられていた。

   「これをわたしのために？」

   　落ち込んでいた気持ちが、一気に晴れていった。

   「もちろん、おまえのためだ。着て帰ってもらってもかまわない。俺が魔法を使って、おまえの身体のサイズを再現したから、ぴったりの仕立てになっているぞ」

   　……魔法で身体のサイズを再現？　なんだろう、それは。ちょっと気持ち悪い。

   　ソロン様はやっぱり駄目な人だ。まあ、わかっていたことだから良いのだけど。

   


   　着替えたわたしはソロン様に手を引かれて、夕暮れの街に繰り出した。

   　道行く人がわたしとソロン様のことを見ている。それがちょっと誇らしくて、思わず顔がにやけてしまった。

   「俺なんかといて楽しいか？」

   　遠慮がちに、ソロン様がそんなことを尋ねてきた。

   　変なことを気にしてしまう人なのだ。それが愛おしくもある。

   「もちろん、楽しいです！」

   　できるだけ笑って答えた。少しでもこの人を勇気づけられるように。

   「そうか。だがな、今日はもっと楽しくなる場所に連れて行ってやるぞ！」

   　ソロン様は機嫌良く告げると、街の中心へと突き進んでいった。

   　そっちは慰霊祭の祭壇があるはずだった。

   　マリア様が慰霊の儀式をするための。

   　なるほど、その儀式の良い席に案内してくれるつもりなのだろう。

   　祭壇の近くは、貴族や他国の出席者といった身分の高い人たちで占められていて、平民如きではとても近づけないからだ。

   　ソロン様にしてみては、とても気の利いたことだと思う。

   　わたしはちょっと偉くなった気になって、大賢者様についていった。

   　中心へ、中心へ。ずんずん進んでいく。

   　あれ？　ちょっと行きすぎじゃないかな？

   　でも、ソロン様は留まることなく、そのまま突き進んでいく。

   　誰も止める人はいない。警護の騎士さんや衛兵の人たちは、当然のようにソロン様の顔を知っていて、簡単に通してしまうからだ。

   　そして行き着いた先は、本当に祭壇の真ん前だった。

   　えっと、近くには王様と王妃様がいて、勇者様とアレクシア姫もいる。

   　あと、剣聖レオン様に、とても綺麗な婚約者様。

   　そして祭壇に佇むマリア様──はいつもの邪悪な気配は鳴りを潜めて、神々しい雰囲気を醸し出していた。とても同一人物には見えない。

   「どうだ、良い席だろう？」

   　わたしをこの場所に連れてきたソロン様は、得意げな顔をしている。

   　確かに良い席だ。良い席過ぎる。貴族を通り越して、もはや王族の席じゃないか。場違いにも程がある。わたしは周囲からの注目を集めているようで、一気に気恥ずかしくなった。

   「見知った顔も近くにいるから、安心できるだろう？」

   　見知った顔とは、勇者様と剣聖様と聖女様のことを指しているのだろうか？

   　確かに常連客ではあるけれど、今は正装されているから、いつもと違ってオーラがにじみ出ている。むしろ、こんな偉い人たちだったのかと、わたしは気後れしていた。

   「そ、そうかもしれませんね。ところでどちらの席に座るのですか？」

   　せめて、端っこの席なら良いなぁと淡い期待を抱いていた。

   「ん？　あそこだが？」

   　ソロン様が指さした先は、王様と王妃様の隣の席だった。

   「今回は良い席に座りたいといったら、あの席を用意してもらえてな」

   　朗らかに微笑む大賢者。

   　……駄目だ、この人は本当に駄目な人だ。お父さんの言った通り、思考がちょっとぶっ飛んでいる。

   「お願いがあります、ソロン様」

   　わたしは意を決して言った。

   「ん？　なんだ？」

   「もう少し、わたしの気持ちを考えてください！」

   


   　こうして、わたしたちは特等席の中でも、一番目立たない席に移動することになった。

   　ソロン様はちょっとだけ反省してくれたので、それが嬉しかった。

  




















  
   
    
     誰だれが勇ゆう者しやを殺ころしたか

    

    
     勇ゆう者しやの章しよう【電でん子し特とく別べつ版ばん】

    

   

 
   
    駄だ犬けん

   

   
    角川スニーカー文庫

   

   
    2025年5月30日　発行

   

   
    ver.001

   

   
    ©Daken, toi8 2025

   

   
    本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

    角川スニーカー文庫『誰が勇者を殺したか　勇者の章』

    2025年6月1日　初版発行

   

   
    発行者　山下直久

    発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

   

   
    ●お問い合わせ

    https://www.kadokawa.co.jp/

    （「お問い合わせ」へお進みください）

    ※内容によっては、お答えできない場合があります。

    ※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

    ※Japanese text only

   

  


  
   
    本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

    本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。

   

  










OEBPS/Images/image00306.jpeg
fragment 3

s Mo





OEBPS/Images/image00307.jpeg





OEBPS/Images/image00304.jpeg
P





OEBPS/Images/image00305.jpeg
HEE





OEBPS/Images/image00310.jpeg
=1 | N QMR T





OEBPS/Images/image00308.jpeg





OEBPS/Images/image00309.jpeg
fragment 4





OEBPS/Images/image00313.jpeg





OEBPS/Images/image00314.jpeg
N<QES5





OEBPS/Images/image00311.jpeg





OEBPS/Images/image00312.jpeg
fragment 5

% RRIEXK





OEBPS/Images/image00295.jpeg





OEBPS/Images/image00296.jpeg
DHSNDINK —





OEBPS/Text/nav.xhtml

  
    Guide


    
      		本編


      		目次


      		Cover


    


  
  
    Table of contents


    
      		CONTENTS


      		プロローグ


      		慰霊


      		リュドニア国


      		危機


      		リュドニアの王子


      		勇者


      		エレナ姫


      		シェイプシフター


      		断章一　内通者


      		王子派


      		戦場


      		待ち伏せ


      		断章二　フェリプ


      		正体


      		出発


      		断章三　預言者


      		夜の森


      		カルロス


      		断章四　エリオット


      		リュドニアの勇者


      		断章五　カルロス


      		三人の戦い


      		魔人


      		勇者の死


      		断章六　エレナ


      		最期の言葉


      		エピローグ


      		電子書籍特典　書き下ろし短編『ソロンの慰霊祭』


      		奥付


    


  


OEBPS/Images/image00293.jpeg
¢





OEBPS/Images/image00294.jpeg
HNE





OEBPS/Images/image00299.jpeg





OEBPS/Images/image00300.jpeg





OEBPS/Images/image00297.jpeg
fragment 1

= | KN





OEBPS/Images/image00298.jpeg
SR





OEBPS/Images/image00302.jpeg
a0 p





OEBPS/Images/image00303.jpeg
fragment 2

B NIEN





OEBPS/Images/cover00326.jpeg
BINIR=—h—XE





OEBPS/Images/image00301.jpeg





OEBPS/Images/image00317.jpeg





OEBPS/Images/image00318.jpeg
fragment 6

48 1 H DA





OEBPS/Images/image00315.jpeg
-5





OEBPS/Images/image00316.jpeg
RIS





OEBPS/Images/image00319.jpeg
IR ER S ik





OEBPS/Images/image00320.jpeg
epilogue

Hm—a





OEBPS/Images/image00321.jpeg
L





OEBPS/Images/image00324.jpeg
RIOKFDERYTL

<
+~
—

TIE)

i






OEBPS/Images/image00325.jpeg
AT

BOOUKY~WALKER





OEBPS/Images/image00322.jpeg





OEBPS/Images/image00323.jpeg
2
BOTHNE, FEETHOTIE] &1
FERONSFIS T SERUIBLNE
tHh. COYU-X—EIMEROBIET
7.

1324 018
54 b/ RINERES ELTET, €
FiER [FEB0 %) U-X (T
I=TuAY) 1BE.

433+ 68
AT ATERGLOW

FNA=—H X

RENEH SBFR. E@THESNTLIMERECE<
BORELSCH D EBSOHELS,
EFHEDORBICRENSS. BEEDOTROBEDT
Wl a Ko7 EOBEBRERLT.
DURELLHFSTEREN I BRIC, BB BOE
T2 R ORRERLOBBBLTT N EHHT S,
DOBENEORTHDEFIE> T ERBOHLIHRIE.
DENTHERBERILDS [EFERLEORNY x4
TVI79—, BBLEHTHUDRT) EB/RDDRED
TNRIROWED THR >, HIVEDDHELIBOWE.






OEBPS/Images/image00290.jpeg





OEBPS/Images/image00289.jpeg
= ey N F





OEBPS/Images/image00288.jpeg





OEBPS/Images/image00287.jpeg





OEBPS/Images/image00286.jpeg
prologue

NHE—N





OEBPS/Images/image00285.jpeg
4&1&{ the brave.

CONTENTS






OEBPS/Images/image00284.jpeg
hBEEZHRLED

L0k

BAK

NAZ—=H—XJ&E
U677






OEBPS/Images/image00283.jpeg
_.ém/ﬂﬁ.n.ﬂﬂ%«mﬂ“ﬂk‘
Jﬂnﬁmbfkﬁkﬁ&m_.xb%éuwéb

tnnﬁumtik%@k

[ K- ROMITE s HK° |
INAKAS VW I 5D WK D"
DK D
EIHSIREROVHSQ]





OEBPS/Images/image00282.jpeg
RRAVK

ESRIN: R





OEBPS/Images/image00281.jpeg





OEBPS/Images/image00291.jpeg
BEEr





OEBPS/Images/image00292.jpeg
=12 NS HM





OEBPS/Images/image00280.jpeg





